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序     文 

 

 

国際協力機構は、ブルキナファソ国政府からの技術協力の要請を受け、平成 19 年 6 月か

ら同国において「コモエ県における住民参加型持続的森林管理計画」プロジェクトを開始

しました。 

本プロジェクト開始後約 2 年半にあたり、当機構は本プロジェクトの進捗状況や現状を

把握、評価し、同国のプロジェクト関係者や派遣専門家に対し適切な助言と指導を行うた

め、平成 22 年 1 月 10 日から同年 1 月 30 日まで当機構地球環境部森林・自然環境保全第二

課長の遠藤浩昭を団長とする中間レビュー調査団を派遣しました。 

調査団は、ブルキナファソ国側メンバーと構成した合同評価調査チームとして過去約２

年半の投入実績、活動の達成度を確認し、ブルキナファソ国政府関係者との協議及びプロ

ジェクトサイトでの現地調査を通してプロジェクトの運営や事業内容等に対して必要な提

言を行いました。 

この報告書が本プロジェクトの今後の推進に役立つとともに、この技術協力が両国の友

好・親善の一層の発展に寄与することを期待します。 

終わりに、この調査にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝の

意を表します。 

 

平成 23 年 11 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

地球環境部部長 江島 真也 

 

 

 



 
 

 



 
 

プロジェクト位置図 

 

 



 
 



 
 

写     真 

  

GGF（森林管理住民組織）へヒアリング GGF によるシアバター生産活動 

 

GGF による植林サイト GGF による苗木生産活動 

 

郡森林官事務所 GGF から薬用植物を買い取っている   

連携先企業の視察 

GGF による果実販売の提携候補企業視察 ミニッツ署名（中央：次官、右端：団長）

 



 
 



 
 

略語一覧 

 

略 語 正式名称 和 名 

APFNL Agence de promotion des produits forestiers non 

ligneux 

非木材林産物促進機関 

ARSF Antenne Régionales de Semences Forestière 地方森林種子局 

CGCT Code Général des Collectivités Territoriales 地方自治体一般法 

CNAT Commission Nationale d'Aménagement du Territoire 国土整備国家委員会 

CNSF Centre national de semences forestières 国立森林種子センター 

CPAT Commissions Provinciales d'Aménagement du 

Territoire 

国土整備県委員会 

CRAT Commissions Régional d'Aménagement du Territoire 国土整備州委員会 

CVD Conseils Villageois de Développement 村落開発議会 

CVGT Commission Villageoise de Gestions des Terroirs 村落テロワール管理委員会 

DAV Délégué Administratif Villageois 村落行政責任者 

DEP Direction des études et de la planification 調査計画局 

DFC Direction de la faune et des chasses 野生動物狩猟局 

DGACV Direction générale de l’amélioration et du cadre de 

vie 

生活環境改善総局 

DGCN Direction générale de conservation de la nature 自然保全総局 

DGEF Direction générale des eaux et forêts. 水森林総局 

DiFor Direction des forêts 森林局 

DiGF Direction du génie forestier 森林土木局 

DPECV Direction provinciale de l’environnement et du cadre 

de vie 

環境生活環境県局 

DRECV Direction régionale de l’environnement et du cadre 

de vie 

環境生活環境州局 

DSES Direction du suivi écologique et des statistiques 生態モニタリング統計局 

ENEF Ecole Nationale des Eaux et Forêts 国立水森林学校 

FC Foret Classée 指定林 

FCFA Francs Communauté Française de l’Afrique フラン・セーファー（ブルキナ

ファソ国通貨） 

GGF Groupement de Gestion Forestiére 森林管理住民組織 

JICA Agence Japonaise de Coopération Internationale 独立行政法人国際協力機構 

LPDRD Lettre de Politique de Développement Rural 

Décentralisé 

地方分権型農村開発 

政策文書 

MAHRH Ministère de l’Agriculture, de l’Hydraulique et des 

Ressources Halieutiques 

農業・水利・水産資源省 

MECV Ministère de l’Environnement et du Cadre de Vie 環境・生活環境省 



 
 

略 語 正式名称 和 名 

NTFP Non Timber Forest Products 非木材林産物 

OFINAP Office national des aires protégées 国家保護区事務局 

PAG Plan d’Am’enagement et de Gestion 森林整備事業計画 

PANA Programme d’Action National d’Adaptation à la 

variabilité et aux Changements Climatiques 

気候変動適応国家行動計画 

PANE Plan d’Action National pour l’Environnement 国家環境行動計画 

PDA/ECV Programme Décennal d’Action du secteur de 

l’Environnement et du Cadre de Vie 

環 境 ・ 生 活 環 境 セ ク タ ー

10 ヵ年行動計画 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・

マトリックス 

PFN Politique Forestière Nationale 国家森林政策 

PNE Politique Nationale en matière d’Environnement 国家環境政策 

PNGT2 Programme Nationale de Gestion de Terroirs - 

phase-II 

テロワール管理国家 

プログラム第 2 フェーズ 

PO Plan of Operations 活動計画 

PRIJD Plan de Réforme Institutionnelle et Juridique pour la 

Décentralisation dans le Secteur Forestier 

森林セクターにおける 

地方分権化のための 

制度的・法的改革計画 

PROGEPA

F/Co 

Projet de Gestion Participative et durable des Forêts 

dans la Province de la Comoé 

コモエ県における住民参加型

持続的森林管理計画 

PRONAG

REF 

Programme National de Gestion durable des 

Ressources Forestières et Fauniques : 2006-2015 

森林資源・野生動物資源 

持続的管理国家プログラム 

PROTECV Programme Triennal du secteur de l’Environnement 

et du Cadre de Vie 

環境・生活環境セクター3 ヵ年

計画 

PRSP Poverty Reduction Strategic Paper 貧困削減戦略文書 

R/D Record of Discussion 討議議事録 

SDECV Service départemental de l’environnement et du 

cadre de vie 

環境生活環境郡局 

SDR Strategie de Développement Rural à l’holizon 2015 農村開発戦略 

SP/CONE

DD 

Secrétariat permanent du conseil national pour 

l’environnement et le développement durable 

環境・持続的開発のための 

国家評議会常設事務局 

UGGF Union des Groupement de Gestion Forestiére 森林管理住民組織連合 

UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画 

UPC Unité de protection et de conservation 保護・保全ユニット 
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評価調査結果要約表 

１.案件の概要 

国名：ブルキナファソ 案件名：コモエ県における住民参加型持続的森

林管理計画 

分野：自然環境保全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 森林･自然環境グ

ループ森林・自然環境保全第二課 

協力金額（評価時点）：3.8 億円 

協力期

間 

2007 年 7 月 1 日～2012 年 6 月

30 日（5 年間） 

（R/D 締結日：2007 年 6 月 7

日） 

先方関係機関： 

環境・生活環境省（MECV）森林局（DiFor） 

日本側協力機関：農林水産省 林野庁 

他の関連協力：開発調査「コモエ県森林管理計

画調査（2002-2005）」 

1-1 協力の背景と概要 

ブルキナファソ国（以下「ブ」国）は、サヘル地帯に属していることから、今日、気候

変動を主たる理由とする幾つかの問題による砂漠化に直面している。これに加えて急激な

人口の増加、農耕可能な放牧地を求めて北部から南部及び西部に向けての人口の移動、移

動焼畑農業、過度の放牧、森林面積の減少（110,500 ヘクタール／年）が挙げられる。 

このような状況に鑑み、「ブ」国政府は国家森林政策（PFN）を 1995 年に策定した。この

政策実施のために環境・生活環境省（以下、「MECV」）は 1996 年に国家森林整備プログラ

ム（PNAF）及び森林資源管理を規制する幾つかの法を制定した。 

以上の状況を背景として、「ブ」国政府の要請に応え、JICA は 2002 年 8 月から 2005 年 6

月にかけてコモエ県における指定林の参加型管理のための開発調査を実施した。この調査

の対象ゾーンはブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コングコ、ディダの指定林であった。

この調査により、これらの指定林のための参加型管理プラン遂行のための方向性とアプロ

ーチが示された。 

この開発調査の結果から、「ブ」国政府は指定林における森林資源を持続可能な参加型管理

を目指した技術協力の新しい要請を日本国に対して行った。 

この要請に応えて、コモエ県における森林の持続可能な参加型管理プロジェクト

（PROGEPAF/Comoé）が日本の協力によるプロジェクトが砂漠化の顕著な「ブ」国におい

て実施されることとなった。 

 

1-2 協力内容 

（1） 上位目標 

南スーダン気候帯において地域住民による参加型で持続的な森林管理が実践され

る。 

（2） プロジェクト目標 

対象となる 4 つの指定林(ブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コングコ)において、

森林管理住民組織(GGF)及び森林管理住民組織連合(UGGF)を通じて、地域住民に

よる持続的森林管理を目指した活動が行われるようになる。 
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（3） 成果 

1） 住民が参加型で持続的な森林管理を行えるよう、中央・地方の森林行政機関の支

援能力が向上する。 

2） 対象村落において、GGF 及び UGGF の持続的森林管理に関する能力が向上する。

3） 地域住民の生活状況が改善される。 

4） 対象とする４つの指定林において、森林整備事業計画(PAG)が順次策定され、開始

される。 

5） 持続的な森林管理を行うために、地方行政機関及びプロジェクトに関係する国の

出先機関の関係者(地域関係者)と森林行政機関との協力関係がより深まる。 

（4） 投入（2009 年 12 月 31 日）（1 FCFA=約 0.2 円） 

日本側： 

専門家派遣      6 名   機材供与        55,667,456 FCFA 

本邦研修員受入    3 名   ローカルコスト（研修、事務、調査費等） 

229,729,370 FCFA 

相手国側：  

カウンターパート配置   30 名  支援要員  4 名 

ローカルコスト（人件費、運営費、作業費等）     67,740,000 FCFA 

土地・施設としてカスカード州局事務所一部が提供された。 

 

2.評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名、職位） 

総括    遠藤 浩昭 地球環境部 森林･自然環境保全第二課 課長 

協力計画  岸田 匡  地球環境部 森林･自然環境保全第二課 

評価・分析 西村 邦雄 ICONS 国際協力株式会社 

通訳    関田 眞理子 

調査期間 2010 年 1 月 10 日-2010 年 1 月 30 日 評価種類：中間レビュー評価

 

3.評価結果の概要 

3-1 実績の確認 

 以下、PDM のアウトプットの指標に対する実績について記述する。 

（1） アウトプット 1：住民が参加型で持続的な森林管理を行えるよう、中央・地方の森

林行政機関の支援能力が向上する。 

1) 中央レベル 

中央レベルで研修が 4 回（『自己能力分析・ファシリテーション能力』、『参加とは』、

『PAG』、『モニタリング・評価』）実施された。 

2) 地方レベル 

地方レベルで研修が 7 回（『自己能力分析・ファシリテーション能力』、『参加とは』、

『PCM』、『組織能力強化-記録と会計』、『PAG』、『モニタリング・評価』、『事務所

整備』）実施された。 
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その結果、森林官のプロジェクトに対する理解が深まり、対象地域の森林官事務所

における執務環境が整備された。地域関係者との協働については、研修を受けた森

林官が森林管理技術研修の講師として GGF に対して既に研修を実施している。ま

た、コミューンにおける苗木の生産や植林活動を指導する森林官を支援する予定で

ある。 

（2） アウトプット 2：対象村落において、GGF 及び UGGF の持続的森林管理に関する

能力が向上する。 

14GGF が新規設置され、既存の 13GGF の事務局の役員が改選され森林管理活動を

開始している。GGF では苗木生産（5GGF）、植林（7GGF）、防火線開設（3GGF）、

所得創出活動が開始された。また、プロジェクト支援によってブヌナとトゥムセニ

の UGGF の活動が再活性化された。  

（3） アウトプット 3：地域住民の生活状況が改善される。 

3.1) 対象指定林関連の一部 GGF が木材（木炭生産 GGF 数：3）及び非木材林産物

（シアバター生産 GGF 数：11、蜂蜜生産 GGF 数：7、薬用植物採取 GGF 数：8

（男女別）、スンバラ生産 GGF 数：7）を活用した所得創出活動を開始した。 

3.2) 12GGF が養蜂箱及び原料種子購入に再投資をした。 

（4） アウトプット 4：対象とする 4 つの指定林において、森林整備事業計画(PAG)が順

次策定され、開始される。 

4.1) PAG 立案のためにプロジェクトは以下の事業を実施した。 

－森林野生動物の生息ゾーン調査を含む４指定林の森林インベントリ 

－林産物生産ゾーン及び開発者に関する調査 

－指定林周辺住民による非木材林産物の活用に関する調査 

－バンフォラにおける木材市場に関する情報の収集 

対象指定林毎の 4 つの PAG の策定スケジュールは作成している。第 3 年次に PAG

ドラフトを策定する予定である。 

4.2) これまでに収集した資料を基に、第 3 年次に南スーダン気候帯における森林

整備方法論ガイドドラフトを作成予定である。 

4.3) これまでの研修で作成したマニュアルを基にして苗木生産、植林、伐採、野

火管理、放牧管理、高品質シアバター生産、近代養蜂、薬用植物活用に関す

るマニュアルドラフトを第 3 年次以降に作成予定である。 

4.4) PAG 策定前ではあるが、研修を実施した GGF の一部は苗木生産、植林、野火

管理、高品質シアバター生産、近代養蜂、薬用植物活用活動を既に開始した。

（5） アウトプット 5：持続的な森林管理を行うために、地方行政機関及びプロジェクト

に関係する国の出先機関の関係者(地域関係者)と森林行政機関との協力関係がより深

まる。 

5.1) プロジェクト開始後の 2 年 6 ヶ月間に JCC 及び地域関係者セミナーをそれぞ

れ 3 回ずつ、計 6 回開催しており、2009 年は JCC を 2 回、地域関係者セミナ

ーを 1 回開催した。 

5.2) 2010 年 1 月、本プロジェクトとカスカード州局との間で提携協定を締結予定

である。 
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5.3) 民間企業との連携として薬用植物活用で実績のある Phytofla 社（バンフォラ）

と研修を受けた GGF が採取した薬用植物を買取ることで連携した。また、樹

実活用で実績のある BombaTechno 社（バンフォラ）との連携も予定している。

 

3-2 評価結果の要約 

（1） 妥当性：総合的に判断すると、「ブ」国政府の政策、我が国の援助方針及び対象地

域のニーズ等と整合性があり、妥当性は高いと判断される。 

「ブ」国では国家森林政策や森林整備国家プログラムを策定し、GGF を通じた指定林

整備を進めている。また、今後は非木材林産物など多様化した林産物を活用することも

求められている。こうしたことから、本プロジェクトの目標は現在でも「ブ」国、カス

カード州及びターゲットグループの地域住民のニーズと合致していると判断できる。以

上により本プロジェクトと「ブ」国の国家政策との整合性は高い。また、日本政府は

TICADIV においてアフリカ諸国に対する気候変動対策への支援強化を打ち出してお

り、日本の ODA 政策との整合性も高い。 

指定林は地域住民の生活基盤であり、GGF/UGGF を通じた持続的に森林管理を行う

ことを目指すのは適切なアプローチといえる。また、持続的森林管理を行うために各 4

指定林と村落住民の状況に応じた PAG を策定することは地域住民の生活を守りつつ森

林保全を図るということから妥当である。以上より総合的に判断するとプロジェクトは

現在でも妥当性が高い。 

（2） 有効性：総合的に判断すると、全てのアウトプットはプロジェクト目標の達成に貢

献するものと考えられる。 

 現在までに新規設置あるいは再活性化された GGF の大半において研修を実施した結

果、森林管理活動、及び生計向上に資する活動が既に実施されている。研修を受けた森

林官と地域住民との信頼関係は深くなりつつあり、また、PAG 策定に必要な森林資源

などの基礎情報の収集も行われている。これらにより地域住民による持続的森林管理が

行われるための下地は出来つつある。このように各アウトプットはプロジェクト目標の

達成に貢献しており、プロジェクト終了時までにはプロジェクト目標が達成されること

が見込まれる。 

アウトプットに至る外部条件に関しては現時点では抵触するような事態は発生して

いない。ただし、外部条件「対象４指定林の PAG がブ国政府により承認される」につ

いては、PAG が法で定められた承認のための委員会（国土整備県委員会（CRAT）、国

土整備州委員会（CPAT）、国土整備国家委員会（CNAT））に承認されるためには長い手

続を経る必要があり、これまでに承認された PAG の前例も未だない。よって、プロジ

ェクト期間内にどの程度まで承認手続きを進めることが出来るか不明である。 

（3） 効率性：総合的に判断すると、「ブ」国側及び日本側の全投入はアウトプットの産

出に貢献しているが、「ブ」国側の C/P 予算の減額及び執行の遅れは今後のアウトプッ

トの産出に影響するものと考えられる。 

「ブ」国・日本側双方の投入は、タイミング、質、量の面で全体的には適切であった

と判断でき、アウトプットの産出に貢献している。日本側の投入については、第 2 回

JCC の後に森林行政とより一層の連携の強化を図る目的で予算が上向きに見直され、ア
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ウトプット達成のために日本側の予算が増加した。一方、「ブ」国の毎年の C/P 予算執

行の遅れがアウトプット産出にマイナスの影響を及ぼす可能性がある。 

（4） インパクト：総合的に判断すると、GGF が自主的に所得創出活動を行うようにな

り、また研修を受けた森林官の勤務態度の改善などが期待される。 

1） 正のインパクト 

・ 農民と牧畜民との関係改善 

本プロジェクトにおいて実施したバンフォラ、スバカのコミューン村での

放牧管理研修の結果、放牧民の GGF への加入が増加し、GGF 会員を含む農民

と放牧民との間の係争が減少した。 

・ 村落組織の能力エンパワーメント 

本プロジェクトで実施した GGF に対する組織能力強化は森林管理につがっ

ている。他方、GGF の活動に参加した GGF の村全体の能力向上につながって

いる。例えば、GGF の女性が村の会合における発言力をもってきている。こ

のように能力向上はジェンダー面でもプラスのインパクトを生じている。 

・ 地域住民と森林官との関係改善 

森林官と地域住民の関係は、プロジェクトの開始によってより近い関係にな

った。すなわち、地域住民は森林官に対してよい印象を持つようになった。 

2） 負のインパクト 

現時点では特に見られない 

3） 上位目標レベルへの達成見込み 

現時点で上位目標レベルの達成見込みへ言及するのは時期尚早であるが、プ

ロジェクト目標が達成された後、プロジェクト終了後も少なくともプロジェク

ト対象の指定林ではプロジェクトで導入された活動の幾つかが継続的に実施

される可能性はある。しかし、「南スーダン気候帯においては」は広範囲すぎ

るため、対象範囲の明確化が必要である。 

（5） 自立発展性：総合的に判断すると、GGF/UGGF は自主的に所得創出活動を行うだ

ろうが、住民参加型持続的森林管理を継続するためには今後も「ブ」国の予算措置が必

要である。 

1） 制度的・組織的側面 

「ブ」国では砂漠化、森林減少が課題であるため、PAG の規定に基づいて GGF/UGGF

に責任を持たせて指定林管理を行うという「ブ」国政府の基本政策は継続されると考え

られる。 

本プロジェクトの成果を持続させ、発展させていくためには森林官の住民参加型アプロ

ーチに関する能力向上を継続していくことが必要である。 

2） 財政的側面 

「ブ」国側負担のカウンターパート予算執行の遅れや予算減額を勘案すると、協力期間

後に「ブ」国側がプロジェクト成果の持続性を確保するために必要な予算を「ブ」国は

確保すべきである。 

3） 技術的側面 

森林官は必要な関連技術を活用・普及する能力を持っている。GGF が自立的に経済活
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動を促進していくために森林官による側面支援が必要である。また、地域の民間企業を含

む関係機関との関係構築も GGF の活動を継続していく上で必要である。プロジェクトで

教えられた新しい森林管理技術は地域の有用技術を最大限に活用しており、カウンターパ

ート及び GGF に受け入れられている。活動が進むにつれてカウンターパートや GGF の学

ぶ意欲も向上してきており、習得したことを既に実践に移している。この点でも技術面の

自立発展性が確保できる可能性が高い。 

 

3-3 効果発現に貢献した要因 

（1） 計画内容に関すること 

本プロジェクトはコモエ県における開発調査の経験を基に実施されており、「ブ」

国の国家森林政策等に整合し、対象地域住民のニーズに合致している。経験豊富な

日本人短期専門家が適宜派遣されており、各専門分野の知識や経験が様々な活動に

おいて十分発揮されている。また、各研修実施後はフォローアップ研修を行なって

GGF メンバーに研修内容が十分根付くよう、研修計画が立てられている。 

（2） 実施プロセスに関すること 

当初にあった「ブ」国側の JICA 技術協力プロジェクトへの不理解を解消させつ

つ、JCC 開催時には関連機関／関係者を招集して多くの関係機関職員間でプロジ

ェクトの実施方針や進捗状況を確認して情報を共有している。さらに日本人専門

家は直接地域住民と接して地域住民のニーズを汲み取る努力を日々重ねており、

その姿勢が GGF メンバーに理解されつつある。これまで GGF に対し多くの研修

を実施したことにより、所得創造を図る GGF が一部出てきている。また、森林官

がプロジェクト活動に一層主体的に参加するようになってきた。 

 

3-4 問題点及び問題を惹起した要因 

（1） 計画内容に関すること 

・ 「ブ」国側と日本側の JICA が実施する技術協力プロジェクトに対する認識が異な

ったため、プロジェクト開始時からその認識のギャップを埋めるのに時間を要した。

・ R/D により「ブ」国側は C/P 予算として年間 5,000 万 FCFA を拠出することとなっ

ていたが、初年度は出されず、2 年次と 3 年次は予算が減額され、その執行が遅れた。

（2） 実施プロセスに関すること 

・ 研修を受けた地方森林官が頻繁に異動すること。 

・ 指定林の一部において違法な金の採掘がなされ、また強盗の発生により治安状況の

悪化があったことによって一部地域でのプロジェクト活動が制限されている。 

 

3-5 結論 

本プロジェクトの目標は「ブ」国の森林資源政策や日本の援助政策とも整合性がとれてお

り、現在も妥当性が高い。プロジェクト開始当初は本プロジェクトに対する「ブ」国側（森

林機関、地域住民）と日本側双方の認識の違いから、活動の進捗に遅延が見られた。しかし、

その後の双方の努力により現在は改善されつつあり、少し遅れている 4 指定林における PAG

策定を除き概ね計画通りに順調に活動が進んでいる。この最後の活動については、2010 年
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に森林行政機関とプロジェクトチームにより既に処置が取られ、2010 年に開始が予想され

る。また、カウンターパート予算は、初年（2007 年）は確保されなかった。2 年次からは「ブ」

国側の努力によりある程度までは確保された。しかしながらプロジェクト目標達成のために

もより多くの努力は続けられなければならない。これまでに、プロジェクトを通して森林行

政官の持続的住民参加型森林管理に関する能力が向上してきており、GGF による森林活動

も開始されている。また、森林行政機関と地域関係機関との協力関係も深まりつつある。こ

れらを踏まえると、PAG が遅滞なく策定され、かつ地域住民に現在見られるような高い関

心が維持されるのであれば、プロジェクト目標達成の見込みは高い。 

 

3-6 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（1） 「ブ」国には PAG の承認のために法で定められた異なったレベルの委員会がある。

・ 国土整備県委員会（CPAT） 

・ 国土整備州委員会（CRAT） 

・ 国土整備国家委員会（CNAT） 

このような機関での承認プロセスに時間を要することに鑑み、プロジェクトは 4

指定林の PAG の承認について、CPAT のレベルの承認まで支援する予定である。そ

の後のステップについては「ブ」国側が森林局を通して最終的承認まで取る必要が

ある。 

（2） 一定の森林整備事業を進めるため、プロジェクトを規定した R/D に従った金額の

カウンターパート予算の適時の執行が必要である。 

（3） 現況に合わせ、2009 年に採択された PDM(ver2)に関して以下の点について修正が

必要である。 

3.1) プロジェクト終了後 3 年での実現を考慮し、また上位目標への道筋を一層明

確にするため、「南スーダン気候帯において」を「4 指定林」と変更する。そ

のために、残される指標は 2 番目（「対象４指定林においてプロジェクトで

導入された活動が、策定された森林整備事業計画に則って GGF/UGGF によ

り持続的に実施される。」）とする。 

3.2) プロジェクト対象地域内において非安全状態（武装強盗、金違法採掘）が生

じているため、アウトプットの外部条件の一つとして地域内の安全条件を入

れる必要がある。 

3.3) 指定林では住民参加型森林管理を実施する政策が強く推進されており、速や

かな実施を優先する必要がある。他方、PAG の承認には多岐にわたるステッ

プがあり長期の時間を要するため、アウトプットの外部条件にある「PAG の

承認」をプロジェクト目標の外部条件に移動する。 

（4） プロジェクト成果の効率的な定着のため、カウンターパート森林官の配置転換につ

いて特別な配慮が必要である。 

（5） 森林行政機関がプロジェクト成果を一層活用できるようにするため、プロジェクト

は燃料費と潤滑油費をカウンターパート予算に資金的補完することでプロジェク

ト活動のモニタリング評価への森林官の参画へ促すことが必要である。そのため

の手順は今後、双方により定義されることとなる。 
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（6） 森林資源保全のために 4 指定林周辺のコミューン参加をより強化するため、森林行

政機関は自らの能力強化することが必要である。 

（7） 2010 年中に PAG の作成が開始される予定である。プロジェクト終了前に GGF が

森林整備作業を習得するために、4 指定林における整備事業を強化する必要があ

る。このため、カウンターパート予算を補完するためのプロジェクトによる追加

的資金投入が必要である。 

（8） 「ブ」国側は、GGF に対する研修については十分な回数が実施されているものの、

供与される資機材が不足していると認識している。機材に対するニーズの確認が

十分でなく、そのため、プロジェクトによる供与機材の内容は、プロジェクト終

了時に GGF による活動の持続性を担保するために必要なレベルにも達していない

と認識している。したがって「ブ」国側は、妥当性が低いと考えられるいくつか

の研修を止めて、機材供与に変更することを要望した。  

この点につき日本側は、供与機材の追加は、受益者である GGF の自立発展性お

よび自主的な投資に対する阻害要因となることが懸念されるため、慎重に検討す

る必要があると考える。また、GGF のニーズについては、2002-2005 年に実施され

た開発調査「コモエ県森林管理計画調査」の調査結果に基づいたものである。ま

た本プロジェクトでは、地域住民の真のニーズを発掘するために、地域住民との

直接的かつ定期的なコミュニケーションからニーズを把握するという方法をとっ

ており、今後も継続する予定である。 

この点について、双方は合意に達しなかったため、次回 JCC までに引き続き検

討するべきである。 

 

3-7 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、

運営管理に参考となる事柄） 

プロジェクト開始前の R/D署名時には JICAが実施する技術協力プロジェクトの理念や進

め方について十分説明する必要がある。 

プロジェクト期間中、研修を受けた C/P は可能な限り異動をしないように C/P 機関に依頼す

る必要がある。 

 

3-8 PDM の変更 

本プロジェクトの PDM は、第 3 回 JCC（2009 年 7 月 17 日）において一度改訂された。

この変更に係る基本的な考え方は、プロジェクト活動に対する先方政府の主体的関与をより

発揮させるため、実施上の手法を変更することであるが、PDM の大きな変更ではない。具

体的な変更点は以下のとおり。また、各指標はより具体的に変更された。 

 

1） 森林行政官の能力向上に係る具体的活動の更なる充実化のため、以下を導入した。 

・中央・地方レベルの森林行政官によるモニタリング活動（PDM 活動 1-5 の新規追加の

活動） 

2） 森林整備事業計画の策定と実施に係る活動の一部をプロジェクトで支援する。 

・コミューンによる植林活動（PDM 活動 5-3 の新規追加の活動） 
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第 1 章 中間レビュー調査の概要 

 

1-1 中間レビュー調査団派遣の経緯と目的 
ブルキナファソ国（以下「ブ」国）は、国土の北部がサヘル地域に属しており、深刻な

砂漠化が進んでいるとともに、人口の増加、焼畑移動耕作、無計画な伐採等により森林面

積が減少している。比較的森林資源が豊かとされていた南部地域においても、北部からの

移住、薪炭材採取、耕作、過放牧、森林火災等の圧力により、森林は著しく劣化、或いは

消失し、森林らしい様相を呈しているのは指定林のみである。森林面積の減少とともに砂

漠化が北部から南部に拡大し、食料供給の不安定化をもたらしている。この問題に対処す

るため、「ブ」国政府は「国家森林政策（PFN）」(1995 年）を策定し、自然資源を持続的に

活用して、雇用の創出や収入の安定も図りつつ、持続的に森林の保全・管理を目指す政策

を推進している。そのため、環境・生活環境省は、PFN に基づき「森林整備国家計画（PNAF）」

（1996 年）及び「森林法」（1997 年）を策定し、地域住民による持続可能な森林管理に関

する目標を定め、その実施を図っている。しかし、中央政府主導による計画は資金及び実

施体制の問題から困難に直面しており、加えて「ブ」国における地方分権化の推進に伴い、

地方レベルでの森林管理に関する計画の策定・実施も急務となっている。 

このような背景のもと、JICA は「ブ」国政府の要請を受け、開発調査「コモエ県森林管

理計画調査」（2002 年 8 月～2005 年 6 月）を実施し、コモエ県内の 5 指定林について住民

参加型の森林管理計画の策定の方向性とアプローチを提示した。 

しかしながら森林局は、住民参加型による森林の管理手法、森林以外の地域における農

業・農産物加工等の他セクターも包含した総合的な事業を独力で実施する知見とノウハウ

に乏しいこと、比較的豊かな森林が残されているコモエ県では非木材林産物（NTFP）を活

用した持続的な森林管理が期待されているがその経験を有していないこと、また対象指定

林は「ブ」国に残存する稀少な森林資源として保全する重要性が高いことから、「ブ」国政

府は我が国政府に対し、上記開発調査で方向性が提示された住民参加型による持続的な森

林管理を推進するための技術協力プロジェクトを要請した。 

この要請に基づき、森林管理住民組織（GGF）及び森林管理住民組織組合（UGGF）を通

じて、地域住民による持続的森林管理を目指した活動が行われるようになることを目的と

して、本技術協力プロジェクト「コモエ県における住民参加型持続的森林管理計画」を 2007

年 7 月から 2012 年 6 月までの 5 年間の予定で実施中である。具体的には、住民参加による

持続的な森林管理のための中央・地方の森林行政機関の支援能力の向上、GGF 及び UGGF

の持続的森林管理に関する能力の向上、地域住民の生活状況の改善、森林整備事業計画

（PAG）の策定と開始、地方行政機関及び関係する国の出先機関と森林行政機関との協力関

係の構築に係る支援を行っている。 

本調査では、5 年間の協力期間の中間地点にある本プロジェクトについて、PDM 及び活

動計画（PO）に基づき、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を調査・確認し、

評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、ブルキナ

ファソ側関係者とともに、プロジェクトの中間レビューを行い、評価レポートに取りまと

める。 
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また、プロジェクト後半及び終了後に係る課題整理を念頭に、プロジェクトをより効果

的・効率的に実施するために必要な事項の検討と、必要に応じ、軌道修正の必要性を検討

し、提言を行う。 

以上に関し、ブルキナファソ側と合意された事項をミニッツに取りまとめ署名する。 

 

1-2 調査団の構成 
(1)日本側団員 

タイトル 所属先 氏 名 

総括 JICA 地球環境部 森林･自然環境保全第二課長 遠藤 浩昭 

協力計画 JICA 地球環境部 森林･自然環境保全第二課職員 岸田 匡 

評価・分析 ICONS 国際協力株式会社 西村 邦雄 

通訳  関田 眞理子 

 

(2)ブルキナファソ側団員 

所属先 氏 名 

環境・生活環境省自然保護総局森林局森林整備課長 クリバリ・シア 

 

1-3 調査期間 
2010 年 1 月 10 日（日）から１月 30 日（土）までの 21 日間。なお、1 月 10 日（日）か

ら 1 月 15 日（金）までは、評価分析団員が先行調査を実施した。 

 

1-4 主要面談者 
【環境・生活環境省】 

次官      Mama Christine LIEHOUN 

事務総局     BONI Joseph 

調査計画局     MINOUNGOU Augustin 

森林局長     Adama DOULKOM 

森林局森林整備課長    COULIBALY Sia  

野生動物狩猟局    BATHIONO Yves 

生態モニタリング統計局   ZONGO Ambroise 

森林土木局長     NABIE Kisito 

 

【環境・生活環境州局】 

カスカード州局長    GUINKO Adama 

 

【環境・生活環境県局】 

コモエ県局長     BIKIENGA Salamata 
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【経済財務省】 

協力局長     SEBGO Léné 

 

【プロジェクト】 

チーフアドバイザー    水品 修 

副総括/生計向上    手島 茂晴 

参加型開発     武藤 珠生 

ナショナルコーディネーター   KINI B Nestor 

 

【地方行政】 

スバカ郡知事     NEA Abass 

スバカ郡市長助役    HEMA André 

ティエフォラ郡市長    KONE Sidiki 

 

【ラボラトワールフィトフラ社】 

代表      Dr.DAKUYO PANDO Zéphirin 

 

【ラキエタ・アソシエーション】 

事務局長     TIENDREBEOGO Adama 

コーディネーター    TOU Fatimata 

秘書      SANGOTI Salamata 

 

【在ブルキナファソ日本大使館】 

特命全権大使     杉浦 勉 

専門調査員     野坂 直広 

 

【JICA ブルキナファソ事務所】 

所長      森谷 裕司 

所員      碓井 祐吉 

ナショナルスタッフ    Cheik GANSORE 

 

1-5 プロジェクト概要 
（1） 上位目標 

南スーダン気候帯において地域住民による参加型で持続的な森林管理が実践さ

れる。 

（2） プロジェクト目標 

対象となる 4 つの指定林(ブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コングコ)におい

て、森林管理住民組織(GGF)及び森林管理住民組織連合(UGGF)を通じて、地域住

民による持続的森林管理を目指した活動が行われるようになる。 
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（3） アウトプット 

住民が参加型で持続的な森林管理を行えるよう、中央・地方の森林行政機関の

支援能力が向上する。 

1） 対象村落において、GGF 及び UGGF の持続的森林管理に関する能力が向上す

る。 

2） 地域住民の生活状況が改善される。 

3） 対象とする 4 つの指定林において、森林整備事業計画(PAG)が順次策定され、

開始される。 

4） 持続的な森林管理を行うために、地方行政機関及びプロジェクトに関係する

国の出先機関の関係者(地域関係者)と森林行政機関との協力関係がより深ま

る。 

（4） 活動 

1） アウトプット 1 に関して 

1.1 能力向上を目的として、中央・地方森林行政機関の技術的、組織的能力

現状を評価する。 

1.2.森林行政当局に対して参加型森林整備事業計画策定及び実施に係る研修

とワークショップを実施する。 

1.3.森林官向け参加型持続的森林管理技術に係る研修を実施する。 

1.4.森林官向け参加型持続的森林管理活動のモニタリング・評価に係る研修

を実施する。 

1.5.森林官チーム1が定期モニタリング／コントロールを実施する。 

2） アウトウット 2 に関して 

2.1.既存 GGF 及び UGGF の現在の技術、組織能力を評価する 

2.2.プロジェクト関連村落の既存 GGF 及び UGGF の技術、組織能力を強化す

る 

2.3 4 指定林隣接の村落及び村落グループにおいて新規 GGF 及び UGGF の設

立を推進する 

2.4.森林管理技術(苗畑、植林、野火管理、薪材生産、棒材・工芸品用材、用

材生産、製炭、非木材林産物生産など)に係る研修を実施する2 

2.5 GGF 及び UGGF 向けに林産物の交渉、販売技術に係る研修を実施する 

2.6 GGF 及び UGGF 向けにモニタリング・評価に係る研修を実施する 

3） アウトプット 3 に関して 

3.1 地域住民の優先社会経済インフラストラクチャー及び施設に関するニー

ズを調査し、その実現可能性を分析する 

3.2 木材及び非木材資源の活用を目的とする活動を計画し、実施する 

3.3 地域住民のために採択された社会経済優先ニーズ充足を目的とする活動

を計画し、実施する 

                                                        
1 森林官チームの構成：カスカード州局長、コモエ県局長、森林局森林整備部代表 1名及び生態モニタリン

グ・統計局代表 1名 
2 実施形態は現地コンサルタントへの再委託及び技術機関職員を講師とするプロジェクト直営方式で行う 
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4） アウトプット 4 に関して 

4.1 各指定林の整備事業計画を作成する 

4.2 策定済み PAG に則って森林管理活動を開始する 

4.3 森林官向けに南スーダン気候帯地域における森林整備方法論ガイドを作

成する 

4.4 参加型森林管理に関する地域住民に適した実践的ガイドを作成する 

5） アウトプット 5 に関して 

5.1 地方行政機関並びに関連部局に本プロジェクトを紹介するためセミナー

を開催する 

5.2 技術協議、活動報告書、各種情報伝達経路を通じてプロジェクトに係る

意見交換を行い、情報を広める 

5.3 コミューン開発計画の森林部門に係る森林官の監理活動を支援する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5



 

 

第 2 章 評価方法 

本調査は、評価の手法としてプロジェクト・サイクル・マネジメント(PCM)の評価手法を

用いた。プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に基づき、計画達成度（投入実

績、活動状況、各アウトプットの達成度、プロジェクト目標の達成見込み）を把握すると

ともに、5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）による評価を行い、

そこから導き出される提言を行った。 

 

2-1 データ収集方法 
PDM、最新 PO、過去のプロジェクト記録等の資料の文献調査を行い、中間レビューの評

価項目を設定し、出発前に評価グリッドを作成した。評価指標は PDM に掲げられている指

標を用いた。 

上記既存資料による情報収集に加え、プロジェクト専門家とカウンターパートに対する

質問票を作成し、データの補足、追加情報を入手するとともに、質問票及び評価グリッド

に基づいてプロジェクト専門家とカウンターパートを含む関係者にインタビューを行った。 

また、プロジェクトサイトである、コモエ県の対象指定林及び森林管理住民組織（GGF）

を視察し、各サイトの活動進捗状況を確認し、現場の情報を収集した。 

 

2-2 分析項目 
2-2-1 プロジェクトの実績 

R/D 及び PDM の計画に沿って、プロジェクト目標や上位目標の達成の度合い、アウトプ

ットの産出状況、投入の実施状況などを検証する。 

 

2-2-2 プロジェクトの実施プロセス 

プロジェクトの実施過程全般を見る視点であり、活動は計画通りに行われているか、プ

ロジェクトのマネジメントは適切に行われているか等を検証する。当初の計画どおりに活

動が実施され、アウトプットに結びついているかどうかを確認するとともに、実施プロセ

スの何がアウトプットや目標達成に影響を与えているのかを検証する。 

 

2-2-3 評価 5 項目 

評価に当たって 5 つのクライテリアが用いられる。これらは妥当性、有効性、効率性、

インパクト及び自立発展性である。 

（1） 妥当性 

対象地域・社会のニーズに合致しているか、ターゲットグループのーニ

ーズに合致しているか、ブルキナファソ国の開発政策や日本の援助政策

と整合性があるか、プロジェクトのアプローチは適切かなどを評価する。 

（2） 有効性 

プロジェクト目標達成の見込みはあるか、プロジェクト目標を達成する

阻害要因はあるか、アウトプットはプロジェクト目標を達成するために
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十分であるか、アウトプットからプロジェクト目標に至る外部条件は現

時点においても正しいかなどを評価する。 

（3） 効率性 

アウトプットの達成度は適切か、アウトプット達成を阻害した要因はあ

るか、アウトプットを産出するために十分な活動であったか、アウトプ

ットを産出するために十分な投入であったか、外部条件による影響はな

いか、計画に沿って活動を行うために、過不足ない量・質の投入がタイ

ミングよく実施されたかなどを評価する。 

（4） インパクト（予測） 

上位目標はプロジェクトの効果として発現が見込まれるか、上位目標を 

達成する阻害要因はあるか、上位目標とプロジェクト目標は乖離してい 

ないか、プロジェクト目標から上位目標へ至る外部条件は現時点でも正 

しいか、上位目標以外の効果・影響が想定されるかなどを評価する。特 

にマイナスの影響が想定される場合は、それを軽減するための対策がと 

れているかを検証する。 

（5） 自立発展性（見込み） 

プロジェクト目標、上位目標などのプロジェクトが目指している効果は、 

協力終了後も持続すると見込まれるかを評価する。それらの持続的効果 

の発現要因、阻害要因は何かを、制度・組織面、財政面、技術面の観点 

から評価する。 

7



 

 

第 3 章 プロジェクトの実績 

 

3-1 投入実績 
日本国及び「ブ」国の人的投入及び機材投入の実績は以下の通りである。各々の詳細は

添付資料 1（仏文）及び 2（和文）の各々の別添 4「人員投入実績」及び別添 5「機材投入

実績」を参照。 

１）日本側投入 

本プロジェクトの協力機関は 2007 年 7 月から 2012 年 6 月までの 60 ヶ月である。2010 年 1

月現在までに延べ、7名の専門家が派遣され、3名のカウンターパートが日本での研修を受

けている。 

表 3-1 専門家および担当分野 

氏名 担当分野 派遣期間 

水品 修 チーフアドバイザー／森林管理 2007/7/1～11/29 

2008/2/5～3/5 

2008/4/22～6/20 

2009/1/19～3/31 

2009/5/27～8/1 

2010/1/5～現在 

手島 茂晴 副総括 

／生計向上 

2007/11/7～12/21 

2008/5/14～8/1 

2008/10/1～12/29 

2009/3/22～6/9 

2009/9/30～現在 

門 敦之 参加型開発(1) 2007/7/15～10/25 

2008/4/23～7/11 

2008/10/1～12/29 

武藤 珠生 参加型開発(2) 2008/1/6～3/5 

2008/5/14～8/1 

2009/1/19～5/18 

2010/1/5～現在 

小林 美和子 業務調整 2007/7/1～8/29 

2007/4/22～6/5 

手島 茂晴 業務調整 2009/6/10～7/24 

酒井 文子 業務調整／研修監理 2009/9/30～11/28 

 

表 3-2 研修員受入 

氏名 所属 研修コース名 研修期間 

OUATTARA N’Grazié 

Thomas 

前ナショナルコー

ディネーター 

森林流域環境・水土保

全技術 

2008/8/24～9/13(体調不良により

早期帰国 

KINI B. Nestor 現ナショナルコー

ディネーター 

持続可能な森林活動

の実践活動促進 

2009/8/19～11/8 

OUEDRAOGO Mahamadi 環境・生活環境省カ

スカード州局 

共生による森林保全 2008/8/24～11/15 

 

機材供与額は 11,133,491 円（55,667,456 FCFA：1FCFA＝約 0.2 円）、研修等現地業務のロ
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ーカルコストとして 45,945,874 円（229,729,370FCFA）が投入されている。 

 

（２）ブルキナファソ側投入 

2010 年 1 月までに延べ 30 名のカウンターパートが任命され、支援要員としても 4名が配

置された。機材として、ピックアップトラップ、パソコン等が投入された。プロジェクト

事務所設置の土地・施設として、カスカード州局事務所の一部が提供された。また、人件

費・運営費等のローカルコストとして 13,548,000 円（67,740,000FCFA）が投入されている。

カウンターパート予算については、初年度 2007 年予算が確保されず減額された経緯があり、

プロジェクト目標達成のためには今後の予算確保及び執行に注意が必要である。 

 

3-2 活動の進捗状況 
 

0. 事前活動 

各アウトプットの諸活動を実施する前の準備作業として以下の事前活動を実施した。 

 

活動 0-1 実施済み調査及び類似プロジェクトの成果をレビューする。 

【指標】 

・既存資料及び報告書（コピー又はオリジナル）を収集し、検討する。 

【指標の達成状況】 

・必要な資料やデータを収集し検討を行った。 

 

活動 0-2 地方レベルにプロジェクト事務所を設け、活動実施に必要な人的、物的資源を配

置する。 

【指標】 

・プロジェクトに事務所を設置する。 

・プロジェクトがプロジェクト支援スタッフを 5 名雇用する。 

・プロジェクトに車両、情報機器、事務機器などプロジェクト活動に必要な資機材を配置

する。 

【指標の達成状況】 

・2007 年 7 月、バンフォラの州局敷地内に事務所を設置した。 

・プロジェクト活動のために 6 名のスタッフ、また GGF の組織運営能力の定着や活動状況

のモニタリングのために 7 名のスタッフを雇用した。 

・車両、バイク、パソコンなど事務機器等を配置した。 

 

活動 0-3 プロジェクト実施コーディネーション・メカニズムを設置する。 

【指標】 

・ナショナルコーディネーター1 名を配置する。 

・省令により合同調整委員会を設置し、年 2 回開催する。 

 

【指標の達成状況】 
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・2007 年 7 月、ナショナルコーディネーター（NC）が 1 名配置され、2008 年 12 月に急逝

により、現ナショナルコーディネーターが任命された。 

・合同調整委員会（JCC）設置に関する省令の発令が遅れ（2008 年 2 月）、2008 年 2 月に第

1 回 JCC、2009 年 2 月に第 2 回 JCC、同年 7 月に第 3 回 JCC の計 3 回、実施された。 

 

1. アウトプット 1 の活動 

中央・地方の森林行政機関職員を対象に研修をほぼスケジュール通りに実施し、参加し

た職員の能力向上が図られたと判断される。 

 

活動 1-1 能力向上を目的として、中央・地方森林行政機関の技術的、組織的能力現状を評

価する。 

【指標】 

・自己評価会を中央レベル１回、地方レベル１回開催する。 

・自己評価会には少なくとも中央レベル 10 人、地方レベル 10 人の森林官が参加する。 

【指標の達成状況】 

・自己評価会を中央レベル１回、地方レベル１回開催した。 

・中央レベル森林官向け研修には 3 日間で計 42 名（1 日平均 14 名）、地方レベル森林官向

け研修には 3 日間で計 27 名（1 日平均 9 名）が参加した。 

 

活動 1-2 森林行政当局に対して参加型森林整備事業計画策定及び実施に係る研修とワーク

ショップを実施する。 

【指標】 

・研修会を中央レベル 2 回、地方レベル 2 回実施する。 

・研修は少なくとも 2 つのテーマを扱う。 

・研修会には少なくとも中央レベル延べ 20 名(10 名ｘ2 回)、地方レベル延べ 20 名(10 名ｘ2

回)の森林官が参加する。 

【指標の達成状況】 

・中央レベルで「PAG」と「参加」に係る研修を 1 回、実施した。（参加者数：12 名） 

・地方レベルで「PAG」と「参加」に係る研修（参加者数：6 名）、及び「事務所整備研修」

（3 郡局・県局森林官事務所から 1 名参加、計 3 名）実施した。 

 

活動 1-3 森林官向け参加型持続的森林管理技術に係る研修を実施する。 

【指標】 

・研修会を地方レベル 2 回実施する。 

・研修会には少なくとも延べ 20 名(10 名ｘ2 回)の森林官が参加する。 

【指標の達成状況】 

・地方レベルで森林管理技術（参加型森林管理への政策転換に伴う森林官の役割の変化、

近代養蜂技術、非木材林産物）に係る研修を実施した。（参加者数は各日 10 名、計 30 名） 

活動 1-4 森林官向け参加型持続的森林管理活動のモニタリング・評価に係る研修を実施す
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る。 

【指標】 

・研修会を中央レベル 1 回、地方レベル 1 回実施する。 

・研修会には少なくとも中央レベル 10 名、地方レベル 10 名の森林官が参加する。 

【指標の達成状況】 

・地方レベルで「PCM 研修」（参加者数：12 名）、「記録と会計研修」（参加者数：6 名）、「モ

ニタリング・評価研修」（参加者数：9 名）を実施した。 

・中央レベルで「モニタリング・評価研修」を実施した。（参加者数：8 名）。 

 

活動 1-5 森林官チームが定期モニタリング／コントロールを実施する。 

【指標】 

・モニタリングは四半期ごとに 1 回、年 4 回実施する。 

【指標の達成状況】 

・ 2009 年 7 月、地方森林行政官によるモニタリングにも使用可能となる車輌がブルキナフ

ァソ JICA 事務所から環境省カスカード州局に譲渡され、森林官チームのモニタリング体

制が整備された。2010 年 1 月から、森林官チームによる年 3 回のモニタリング（現場作

業は 4 日間）を実施する予定。 

 

2. アウトプット 2 の活動 

ほぼスケジュール通りに 27GGF に対し、持続的森林管理に必要な能力、組織運営能力、

林産物を活用した所得創出活動能力に係る研修が実施された。 

 

活動 2-1 既存 GGF 及び UGGF の現在の技術、組織能力を評価する。 

【指標】 

・ 評価会合が 1 村あたり 1 回の割合で 24 回実施される。 

【指標の達成状況】 

・ 既存 GGF（9 村、13GGF）、GGF 未設置の村（15 村、15GGF）及び UGGF（2 指定林、

2UGGF）の現状調査を行い、評価した。なお、未設置村落については、テロワール管理

村落委員会あるいは村落開発委員会関係者などの村落のキーインフォーマントに対して

簡易アンケートを利用して評価を行った。 

 

活動 2-2 プロジェクト関連村落の既存 GGF 及び UGGF の技術、組織能力を強化する。 

【指標】 

・ 研修会は 2 回実施する。 

・ 既存の 13GGF の執行部を刷新する。 

・ 研修は記録・会計及び計画立案の 2 つのテーマで行う。 

【指標の達成状況】 

・ 「記録と会計」研修を 27GGF の執行メンバー（参加者数：103 名）、及び 21GGF の GGF

会員（617 名）に対し実施した。 

・ 「計画立案」研修を 21GGF に対し実施した。（参加者数：319 名） 
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・ 既存 13GGF に対し、会計、記録、監査の役に識字者を選出する再選挙実施の支援を行っ

た。 

 

活動 2-3 4 指定林隣接の村落及び村落グループにおいて新規 GGF 及び UGGF の設立を推

進する。 

【指標】 

・ 新規に 14 の GGF、またグァンドゥグ指定林及びコングコ指定林それぞれに UGGF を新

設する。 

【指標の達成状況】 

・ GGF 未設置であった 14 村において、3 回にわたり、GGF 設立へむけた啓発ワークショ

ップを実施し、GGF を設立し、執行部の選出、総選挙の支援を行い、2009 年 1 月末まで

に全 14 新規 GGF が正式承認を得た。 

 

活動 2-4 森林管理技術(苗畑、植林、野火管理、薪材生産、棒材・工芸品用材、用材生産、

製炭、非木材林産物生産など)に係る研修を実施する。 

【指標】 

・ 研修会は 8 つのテーマで各 GGF 対象に少なくとも 1 回実施する（研修回数は延べ 216

回(8x27)） 

・ 研修会には少なくとも 1回 10人のGGF会員が参加する（参加者数は延べ 2160名(10x216)）

【指標の達成状況】 

・研修会は 12 のテーマで以下のとおり実施された。なお、フォローアップ研修では参加人

数を把握していなかった時もあり、実際には下記の参加人数より多い。 

 

研修内容 延べ開催数 延べ参加者数 

1)近代養蜂 19 397 

2)苗木生産 26 455 

3)植林 26 373 

4)シアバター品質向上 30 1,156 

5)薬用植物付加価値化 16 123 

6)製炭 20 260 

7)野火管理 20 577 

8)放牧管理 8 256 

9)伐採 8 119 

10)スンバラ品質向上 7 350 

11)記録・会計 50 456 

12)収入管理 21 304 

 

 

 

活動 2-5 GGF 及び UGGF 向けに林産物の交渉、販売技術に係る研修を実施する。 
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【指標】 

・ 研修は少なくとも１GGF1 回の延べ 27 回実施する。 

・ 研修会には少なくとも 1 回 10 名、延べ 270 名の GGF 会員が参加する。 

【指標の達成状況】 

・ 「収入管理」に関する研修を 21GGF に対して実施した。（参加者数：308 名（うち女性

136 名）） 

・ 2009 年 12 月時点で 21 回の収入管理研修を実施した。 

 

活動 2-6 GGF 及び UGGF 向けにモニタリング・評価に係る研修を実施する。 

【指標】 

・ 研修は少なくとも 1GGF1 回の延べ 27 回実施する。 

・ 研修には少なくとも 1 回 10 名、延べ 270 名(10x27)の GGF 会員が参加する。 

【指標の達成状況】 

・ GGF の組織運営能力の定着や活動のモニタリングやプロジェクトとの連絡のために、計

7 名のモニターを雇用した。また、モニタリング・評価に係る研修の一環として「計画

策定研修」を 21GGF に対し実施した。 

（参加者数：325 名（うち女性 144 名）） 

 

3. アウトプット 3 の活動 

スケジュール通り活動を実施し、木材林産物として木炭の生産・販売、また非木材林産

物として養蜂生産・販売、薬用植物販売、シアバター生産・販売を行う GGF が現れ、所得

創造につながるようになってきた。 

 

活動 3-1 地域住民の優先社会経済インフラストラクチャー及び施設に関するニーズを調査

し、その実現可能性を分析する。 

【指標】 

・ 実施可能性記述を含むニーズリストが作成される。 

【指標の達成状況】 

・ 村落における簡易ニーズ調査を実施した後、水源整備に関する調査を行い、その実現可

能性や設置可能な村落の優先順位を作成した。 

 

活動 3-2 木材及び非木材資源の活用を目的とする活動を計画し、実施する。 

【指標】 

・ GGF 会員が挙げた活動の中から、少なくとも 6 種類の活動を計画し、実施する。 

【指標の達成状況】 

・ 27GGF が希望する生計向上活動について簡易調査を実施し、各 GGF のニーズを確認し

た。実施された活動については 2-4 を参照。 

 

活動 3-3 地域住民のために採択された社会経済優先ニーズ充足を目的とする活動を計画
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し、実施する。 

【指標】 

・ GGF 会員が挙げたインフラの中から、少なくとも 1 つのインフラ整備を計画し、実施す

る。 

【指標の達成状況】 

・ 水源整備に関する調査の結果をベースに、GGF の苗木生産に資する井戸設置を検討して

候補村を 7 つ選定し、第 3 年次において特に優先度の高い 3 村において水源整備を行う

予定。なお、2 村において貯水槽を試験的に設置した。 

 

4. アウトプット 4 の活動 

第 3 年次にドラフト PAG を作成する予定であり、当初スケジュールより遅れている。こ

れは第 1 年次に JICA 技術協力プロジェクトを「ブ」国側への理解を進めるのに時間を要し

たからである。 

 

活動 4-1 各指定林の整備事業計画を作成する。 

【指標】 

・ 指定林ごとに 1 つの PAG、延べ 4 つの PAG を作成する。 

【指標の達成状況】 

・ PAG 立案の基礎データ収集のため森林野生動物資源補足調査（対象 4 指定林に関するデ

ータ収集、林産物の生産ゾーン、潜在的開発者調査）を実施した。また、非木材林産物

の活用可能性に係る調査、バンフォラにおける木材市場の調査を実施した。日本側のコ

ンセプトを PAG に反映させるためにも、PAG 策定を日本人専門家とカウンターパート側

との協働で進めることになっており、PAG 策定スケジュールに沿って、今後各指定林の

PAG を策定する予定。 

 

活動 4-2 策定済み PAG に則って森林管理活動を開始する。 

【指標】 

・ 2009 年 10 月から PAG の策定が順次開始され、計画に則った具体的な活動が 2010 年 10

月から開始される。 

【指標の達成状況】 

・ PAG ドラフトはまだ開始されていない。 

 

活動 4-3 森林官向けに南スーダン気候帯地域における森林整備方法論ガイドを作成する。

【指標】 

・ ガイドが作成される。 

【指標の達成状況】 

・ 第 3 年次(2009 年 10 月～2010 年 8 月)にドラフト作成予定。 

 

活動 4-4 参加型森林管理に関する地域住民に適した実践的ガイドを作成する。 
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【指標】 

・ 実践ガイドが少なくとも 8 種類作成される。 

【指標の達成状況】 

・第 3 年次(2009 年 10 月～2010 年 8 月)にドラフト作成予定。 

 

5. アウトプット 5 の活動 

ほぼスケジュール通り実施され、地域関係者セミナーや JCC の実施により地域関係者間で

の認知度が上がってきた。 

 

活動 5-1 地方行政機関並びに関連部局に本プロジェクトを紹介するためセミナーを開催す

る。 

【指標】 

・ 地域関係者セミナーを年 1 回、延べ 5 回開催する。 

・ 地域関係者セミナーには少なくとも 80 名が参加する。 

【指標の達成状況】 

・ 地域関係者セミナーを 3 回、開催した。（参加者数：214 名（初回の参加者数は不明）） 

 

活動 5-2 技術協議、活動報告書、各種情報伝達経路を通じてプロジェクトに係る意見交換

を行い、情報を広める。 

【指標】 

・ 合同調整委員会は年 2 回、延べ 10 回開催する。 

・ 各種活動報告書は少なくとも 29 回作成する。  

・ 《ニュースレター》は 12 回発行する。 

・ 研修旅行は 3 回実施する。 

【指標の達成状況】 

・合同調整委員会（JCC）は 3 回（第 1 回は 2008 年 2 月、第 2 回は 2009 年 2 月、第 3 回は

2009 年 7 月）、実施された。 

・ インセプション・レポート、及び業務完了報告書 3 回、作成した。また、各種研修報告

書も DiFor に提出されている。 

・ ニュースレターを 6 号まで発行した。 

 

活動 5-3 コミューン開発計画の森林部門に係る森林官の監理活動を支援する。 

【指標】 

・ 森林官は少なくとも四半期に 1 回、年に 4 回、関連コミューンが作成するコミューン開

発計画に含まれる森林セクターの活動監理を行う。 

【指標の達成状況】 

・ 第 3 年次より活動を実施する予定。 
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3-3 アウトプットの達成状況 
各アウトプットの指標は概ね達成されており、未達成のものについても達成予定年次が

設定されているなど、プロジェクト終了時まで概ね達成が見込まれる。ただし、アウトプ

ット 4 についてはプロジェクト後半に達成が見込まれるものであり、今後のモニタリング

が重要である。 

具体的には、以下の通りである。アウトプット 2 の 2 指標のうち、1 つは既に達成済みで、

もう一方も半数以上が達成済みである。アウトプット 3 は 2 指標とも達成済みで、シアバ

ター・蜂蜜・薬用植物等による GGF の所得創出、さらにその収入による養蜂箱および原料

種子購入への再投資の発現など顕著な成果が見られる。アウトプット 4 の 4 指標について

は、完全に達成しているものがない。これは、達成時期として 3 年次の策定が予定されて

いるなど、中長期的な取り組みのためである。実際は、ドラフト策定が進むなど、ほぼ達

成の見通しが立っている。アウトプット 5 はほぼ達成済みで、民間企業との連携の実績も

あり、連携協定も 2010 年早々に締結予定であり、協議会も実施されているため、継続的な

モニタリングを要するがほぼ達成の見込みである。 

 

アウトプット 1 

住民が参加型で持続的な森林管理を行えるよう、中央・地方の森林行政機関の支援能力が

向上する。 

【指標】 

・ プロジェクト関係森林官が参加型持続的森林管理の研修を少なくとも中央レベルで 4回、

地方レベルで 6回受け、効率よく地域関係者と協働する。 

【指標の達成状況】 

下記の通り、既に達成済みである。 
・中央レベルの研修が 4 回（『自己能力分析・ファシリテーション能力』、『参加とは』、『PAG』、

『モニタリング・評価』）が実施された。 
・地方レベルの研修が 7 回（『自己能力分析・ファシリテーション能力』、『参加とは』、『PCM』、

『組織能力強化-記録と会計』、『PAG』、『モニタリング・評価』、『事務所整備』）が実施され

た。 

 

その結果、森林官のプロジェクトに対する理解が深まり、対象地域の森林官事務所にお

ける執務環境が整備された。地域関係者との協働については、研修を受けた森林官が森林

管理技術研修の講師として GGF に対して既に研修を実施している。また、コミューンにお

ける苗木の生産や植林活動を指導する森林官を支援する予定である。 
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アウトプット 2 

対象村落において、GGF 及び UGGF の持続的森林管理に関する能力が向上する。 

【指標】 

・27GGF 及び 4UGGF が新規設置又は再活性化される。 

・ GGF 及び UGGF が研修で得た技術を活用し、森林管理活動を開始する。 

【指標の達成状況】 

・14GGF が新規設置され、既存の 13GGF の事務局の役員が改選され森林管理活動を開始

している。また、苗木生産（5GGF）、植林（7GGF）、防火線開設（3GGF）、所得創出活動

が開始された。プロジェクト支援によってブヌナとトムセニの UGGF の活動が再活性化さ

れた。 

 

アウトプット 3 

地域住民の生活状況が改善される。 

【指標】 

・対象指定林関連の GGF が木材及び非木材林産物を活用した所得創出活動を開始する。 

・GGF が活動に要する資機材等への再投資を行う。 

【指標の達成状況】 

・対象指定林関連の一部 GGF が木材（木炭生産 GGF 数：3）及び非木材林産物（シアバ

ター生産 GGF 数：11、蜂蜜生産 GGF 数：7、薬用植物採取 GGF 数：8（男女別）、スンバ

ラ生産 GGF 数：7）を活用した所得創出活動を開始した。 
・12GGF が養蜂箱及び原料種子購入に再投資をした。 

 

アウトプット 4 

対象とする４つの指定林において、森林整備事業計画(PAG)が順次策定され、開始される。

【指標】 

・対象指定林毎に１計画、合計 4 つの PAG が策定される。 

・南スーダン気候帯における森林整備方法論ガイドが作成される。 

・地域住民向け参加型持続的森林管理実践マニュアルが少なくとも８種類作成される。 

・GGF/UGGF が継続的に少なくとも 4 種類の森林管理活動の技術を習得し、PAG に則って活

動を開始する。 

【指標の達成状況】 
・PAG 立案のためにプロジェクトは以下の事業を実施した。 

－森林野生動物の生息ゾーン調査を含む４指定林の森林インベントリ 
－林産物生産ゾーン及び開発者に関する調査 
－指定林周辺住民による非木材林産物の活用に関する調査 
－バンフォラにおける木材市場に関する情報の収集 
－対象指定林毎の 4 つの PAG の策定スケジュールは作成している。第 3 年次に

PAG ドラフトを策定する予定である。 
・これまでに収集した資料を基に、第 3 年次に南スーダン気候帯における森林整備方法論

ガイドドラフトを作成予定である。 
・これまでの研修で作成したマニュアルを基にして苗木生産、植林、伐採、野火管理、放

牧管理、高品質シアバター生産、近代養蜂、薬用植物活用に関するマニュアルドラフトを
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第 3 年次以降に作成予定である。 

・PAG 策定前ではあるが、研修を実施した GGF の一部は苗木生産、植林、野火管理、高

品質シアバター生産、近代養蜂、薬用植物活用活動を既に開始した。 

 

アウトプット 5 

持続的な森林管理を行うために、地方行政機関及びプロジェクトに関係する国の出先機関

の関係者(地域関係者)と森林行政機関との協力関係がより深まる。 

【指標】 

・地域関係者及び関係省庁関係者との協議会を少なくとも毎年、年 3 回開催する。 

・プロジェクトと州局との間で提携協定が締結される。 

・地域の民間企業との連携関係が構築される。 

【指標の達成状況】 

・これまでの 2 年 6 ヶ月間に JCC 及び地域関係者セミナーをそれぞれ 3 回ずつ、計 6 回開

催しており、2009 年は JCC を 2 回、地域関係者セミナーを第 1 回開催した。 

・2010 年 1 月、本プロジェクトとカスカード州局との間で提携協定を締結予定である。 

・民間企業との連携として薬用植物活用で実績のある Phytofla 社（バンフォラ）と研修を

受けた GGF が採取した薬用植物を買取ることで連携した。また、樹実活用で実績のある

BombaThecno 社（バンフォラ）との連携も予定している。 

 

3-4 プロジェクト目標の達成状況 
 

プロジェクト目標及びその達成状況は以下の通りである。現時点では、プロジェクト終

了時までの達成にむけて進捗が見られる状況である。 

 

プロジェクト目標  

対象となる 4 つの指定林(ブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コングコ)において、森林管

理住民組織(GGF)及び森林管理住民組織連合(UGGF)を通じて、地域住民による持続的森林

管理を目指した活動が行われるようになる。 

 

【指標 1】 

プロジェクト開始時に比べ、対象指定林において、GGF／UGGF による森林管理活動の基礎

となるゾーニングが明確にされる。 

【指標 1 の達成状況】 

4 指定林において、これまでに実施した森林調査によりゾーニングのための情報は得られ

ている。第 3 年次に森林整備単位界を地形図上で定めて、プロジェクト後半に防火線を兼

ねて現地で伐開線の開設作業を開始する予定である。 
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【指標 2】 

プロジェクト開始時に比べ、各対象指定林の整備目標が明確に設定され、その目標に沿っ

た森林管理活動が GGF／UGGF により継続的に実施される。 

【指標 2 の達成状況】 

 

中間評価時点までに研修を終了した GGF の大半が森林管理活動、及び生計向上に資する

活動を既に実施している。そのことにより地域住民による持続的森林管理を行う下地は出

来つつある。 

 

3-5 活動プロセスの検証 
3-5-1 PDM の変更 

本プロジェクトの PDM は、第 3 回 JCC（2009 年 7 月 17 日）において 1 回、改訂されて

いる。改訂の際の基本的な考え方は、主にプロジェクト活動に対する先方政府の主体的関

与をより発揮させるため、実施上の手法が変更されたものであり、PDM の成果以上のレベ

ルでの変更はない。具体的な主な変更点は以下のとおりである。この他、各指標はより具

体的なものに変更された。 

1） 活動 1-5 の追加 

森林行政官の能力向上に係る具体的活動の更なる充実化のため、以下の活動を加えた。 

 

「1-5 森林官チーム が定期モニタリング／コントロールを実施する。」 

 

これは、中央・地方レベルの森林行政官によるモニタリング活動として、森林整備事

業計画の策定と実施に係る活動の一部をプロジェクト活動に含めるものである。 

 

2) 活動 5-3 の追加 

  地方行政機関及び関連する国の出先機関と森林行政機関との協力関係をより高めるた

め、以下の活動を加えた。 

 

「5-3 コミューン開発計画の森林部門に係る森林官の監理活動を支援する。」 

 

これは、コミューン開発計画に基づく植林活動等の実施状況を森林官等が定期的にモニ

タリングするものである。 

 

3-5-2 プロジェクト管理 

1.実施体制 

2008 年に「ブ」国側の C/P 予算が計上されて限定的ではあるが諸手当の支払が可能にな

ったこと、及び 2009 年 10 月以降(第 3 年次)、森林管理技術研修で C/P 機関職員を講師とし

て活用することができるようになり、C/P 職員のプロジェクト活動への関与が改善されてい

る。 
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2. 意思決定及びモニタリングプロセス 

① JCC 

「ブ」国側の様式に則り、プロジェクトで実施済みの活動やアウトプットの達成状況、

今後のスケジュールについて報告している。 

② プロジェクト内モニタリング 

プロジェクト側で GGF の活動モニタリング要員を雇用し、各 GGF をモニターし報告

を受ける体制を取っている。 

③ ナショナルコーディネーター（NC）を通じた意思決定プロセス 

NC を通して「ブ」国側とコンタクトを取る協働体制としており、常にプロジェクト

活動実施に関し「ブ」国側と協議して進める態勢が整っている。 

④ 「ブ」国側によるモニタリング 

モニタリング体制は構築（州局長、県局長を組み込んだモニタリングシステムで年間

4 回の頻度で実施する体制）した。 

⑤ PDM 及び PO によるプロジェクト管理 

プロジェクト側が年間 PO を作成してプロジェクトの管理を行っている。また、これま

で第 2 回 JCC 及びその後に提出された「ブ」国環境・生活環境省のレターを受け、PDM

の内容及び指標を「ブ」国 C/P 機関と協議し改訂した。 

 

3-5-3 プロジェクト内コミュニケーション 

現 NC 着任以降、NC を通じて日本側から「ブ」国側への情報伝達を行う仕組みが一層機

能するようになった。また、本プロジェクト開始以降、プロジェクト関係者（日本人専門

家、ブルキナ人支援スタッフ）の間では徐々に意思疎通が円滑になり、現在は極めて活発

にコミュニケーションが行われている。 

 

3-5-4 関連機関との連携 

① JCC メンバー機関 

カスカード州、コモエ県、関係 4 郡の地方行政機関、関係 4 コミューンの地方公共団

体、及び農業省、動物資源省など省庁の地方出先機関の技術部局とは JCC 開催時にプ

ロジェクト活動について説明・協議を実施している。 

② 動物資源省 

放牧管理研修では動物資源省と協力し、動物資源省担当官に研修講師を務めてもら

うなど具体的な連携を図っている。 

③ 民間企業との連携 

2 社の民間企業と委託契約を結び、そのうちの 1 社は GGF 研修を実施した。 

 

3-5-5 実施プロセスに影響したその他の要因 

① 促進要因 

・ GGF へ研修をしたことにより、所得創造を図る GGF が出てきたこと。 

・ 森林官がプロジェクト活動に一層主体的に参加するようになってきたこと。 
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② 阻害要因 

・「ブ」国側 C/P 予算の執行の遅れと減額。研修を受けた地方森林官が異動すること。 

・JICA の技術協力プロジェクトに対する認識が「ブ」国側及び日本側双方で異なって

いたこと。 

・指定林の一部における違法な金の採掘がなされたこと。 

・一部地域における強盗の発生により治安状況の悪化があったこと。 
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第 4 章 評価 5 項目による評価結果 

 

4-1 妥当性 
ブ国では国家森林政策や森林整備国家プログラムを策定し、GGF を通じた指定林整備を

進めている。また、今後は非木材林産物など多様化した林産物を活用することも求められ

ている。こうしたことから、本プロジェクトの目標は現在でも「ブ」国、カスカード州及

びターゲットグループの地域住民のニーズと合致していると判断できる。以上により本プ

ロジェクトと「ブ」国の国家政策との整合性は高い。また、日本政府は TICAD IV において

アフリカ諸国に対する気候変動対策への支援強化を打ち出しており、日本の ODA 政策との

整合性も高い。 

指定林は地域住民の生活基盤であり、GGF/UGGF を通じた持続的に森林管理を行うこと

を目指すのは適切なアプローチといえる。また、持続的森林管理を行うために各 4 指定林

と村落住民の状況に応じた PAG を策定することは地域住民の生活を守りつつ森林保全を図

るということから妥当である。 

以上より総合的に判断するとプロジェクトは現在でも妥当性が高い。 

 

4-2 有効性 
現在までに新規設置あるいは再活性化された GGF の大半において研修を実施した結果、

森林管理活動、及び生計向上に資する活動が既に実施されている。研修を受けた森林官と

地域住民との信頼関係は深くなりつつあり、また、PAG 策定に必要な森林資源などの基礎

情報の収集も行われている。これらにより地域住民による持続的森林管理が行われるため

の下地は出来つつある。 

このように各アウトプットはプロジェクト目標の達成に貢献しており、プロジェクト終

了時までにはプロジェクト目標が達成されることが見込まれる。 

アウトプットに至る以下の外部条件については、現時点ではこれらの外部条件に抵触す

るような事態は発生していない。 

- 森林資源に影響を及ぼしえる自然災害が発生しない 

- 対象 4 指定林の PAG がブ国政府により承認される 

- 全てのレベルでのガバナンスが良好に保たれる 

 

ただし、外部条件「対象４指定林の PAG がブ国政府により承認される」については、PAG

が法で定められた承認のための委員会（国土整備県委員会（CRAT）、国土整備州委員会

（CPAT）、国土整備国家委員会（CNAT））に承認されるためには長い手続を経る必要があ

り、これまでに承認された PAG の前例も未だない。よって、プロジェクト期間内にどの程

度まで承認手続きを進めることが出来るか不明である。 
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4-3 効率性 
「ブ」国・日本側双方の投入は、タイミング、質、量の面で全体的には適切であったと

判断でき、アウトプットの産出に貢献している。日本側の投入については、第 2 回 JCC の

後に森林行政とより一層の連携の強化を図る目的で予算が上向きに見直され、アウトプッ

ト達成のために日本側の予算が増加した。一方、「ブ」国の毎年の C/P 予算執行の遅れがア

ウトプット産出にマイナスの影響を及ぼす可能性がある。 

 

4-4 インパクト 
（1） 正のインパクト 

農民と牧畜民との関係改善 

本プロジェクトにおいて実施したバンフォラ、スバカのコミューン村での放牧管

理研修の結果、放牧民の GGF への加入が増加し、GGF 会員を含む農民と放牧民と

の間の係争が減少した。 

村落組織の能力エンパワーメント 

本プロジェクトで実施した GGF に対する組織能力強化は森林管理につながってい

る。他方、GGF の活動に参加した GGF の村全体の能力向上につながっている。例

えば、GGF の女性が村の会合における発言力をもってきている。このように能力

向上はジェンダー面でもプラスのインパクトを生じている。 

地域住民と森林官との関係改善 

森林官と地域住民の関係は、プロジェクトの開始によってより近い関係になった。

すなわち、地域住民は森林官に対してよい印象を持つようになった。 

（2） 上位目標 

現時点で上位目標レベルの達成見込みへ言及するのは時期尚早であるが、プロジ

ェクト目標が達成された後、プロジェクト終了後も少なくともプロジェクト対象

の指定林ではプロジェクトで導入された活動の幾つかが継続的に実施される可能

性はある。しかし、「南スーダン気候帯においては」は広範囲すぎるため、対象地

域範囲の明確化が必要である。 

 

4-5 自立発展性の見通し 
制度的・組織的側面 

「ブ」国では砂漠化、森林減少が課題であるため、PAG の規定に基づいて GGF/UGGF に

責任を持たせて指定林管理を行うという「ブ」国政府の基本政策は継続されると考えられ

る。 

本プロジェクトの成果を持続させ、発展させていくためには森林官の住民参加型アプロ

ーチに関する能力向上を継続していくことが必要である。 

財政的側面 

「ブ」国側負担のカウンターパート予算執行の遅れや予算減額を勘案すると、協力期間

後に「ブ」国側がプロジェクト成果の持続性を確保するために必要な予算を「ブ」国は確

保すべきである。 
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技術的側面 

森林官は必要な関連技術を活用・普及する能力を持っている。GGF が自立的に経済活動

を促進していくために森林官による側面支援が必要である。また、地域の民間企業を含む

関係機関との関係構築も GGF の活動を継続していく上で必要である。 

プロジェクトで教えられた新しい森林管理技術は地域の有用技術を最大限に活用してお

り、カウンターパート及び GGF に受け入れられている。活動が進むにつれてカウンターパ

ートや GGF の学ぶ意欲も向上してきており、習得したことを既に実践に移している。この

点でも技術面の自立発展性が確保できる可能性が高い。 
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第 5 章 結論 

 

本プロジェクトの目標は「ブ」国の森林資源政策や日本の援助政策とも整合性がとれて

おり、現在も妥当性が高い。プロジェクト開始当初は本プロジェクトに対する「ブ」国側

（森林機関、地域住民）と日本側双方の認識の違いから、活動の進捗に遅延が見られた。 

しかし、その後の双方の努力により現在は改善されつつあり、少し遅れている 4 指定林

における PAG 策定を除き概ね計画通りに順調に活動が進んでいる。この最後の活動につい

ては、2010 年に森林行政機関とプロジェクトチームにより既に処置が取られ、2010 年に開

始が予想される。 

また、カウンターパート予算は、初年（2007 年）は確保されなかった。2 年次からは「ブ」

国側の努力によりある程度までは確保された。しかしながらプロジェクト目標達成のため

にもより多くの努力は続けられなければならない。 

これまでに、プロジェクトを通して森林資源の森林行政官の持続的住民参加型森林管理

に関する能力が向上してきており、GGF による森林活動も開始されている。また、森林行

政機関と地域関係機関との協力関係も深まりつつある。これらを踏まえると、PAG が遅滞

なく策定され、かつ地域住民に現在見られるような高い関心が維持されるのであれば、プ

ロジェクト目標達成の見込みは高い。 
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第 6 章 提言 

 

(1) 「ブ」国には PAG の承認のために法で定められた異なったレベルの委員会がある。 

- 国土整備県委員会（CPAT） 

- 国土整備州委員会（CRAT） 

- 国土整備国家委員会（CNAT） 

このような機関での承認プロセスに時間を要することに鑑み、プロジェクトは 4 指定林

の PAGの CPATのレベルの承認まで支援する予定である。その後のステップについては「ブ」

国側が森林局を通して最終的承認まで取る必要がある。 

(2) 一定の森林整備事業を進めるため、プロジェクトを規定した R/D に従った金額のカウ

ンターパート予算の適時の執行が必要である。 

(3) 現況に合わせ、2009 年に採択された PDM(ver2)に関して以下の点について修正が必要

である。 

 3.1) プロジェクト終了後 3 年での実現を考慮し、また上位目標への道筋を一層明確に

するため、「南スーダン気候帯において」を「4 指定林」と変更する。そのために、

残される指標は 2 番目（「対象 4 指定林においてプロジェクトで導入された活動が、

策定された森林整備事業計画に則って GGF/UGGF により持続的に実施される。」）

とする。 

  3.2) プロジェクト対象地域内において非安全状態（武装強盗、金違法採掘）が生じて

いるため、アウトプットの外部条件の一つとして地域内の安全条件を入れる必要

がある。 

  3.3) 指定林では住民参加型森林管理を実施する政策が強く推進されており、速やかな

実施を優先する必要がある。他方、PAG の承認には多岐にわたるステップがあり

長期の時間を要するため、アウトプットの外部条件にある「PAG の承認」をプロ

ジェクト目標の外部条件に移動する。 

(4) プロジェクト成果の効率的な定着のため、カウンターパート森林官の配置転換につい

て特別の配慮が必要である。 

(5) 森林行政機関がプロジェクト成果を一層活用できるようにするため、プロジェクトは

燃料費と潤滑油費をカウンターパート予算に資金的補完することでプロジェクト活動

のモニタリング評価への森林官の参画へ促すことが必要である。そのための手順は今

後、双方により定義されることとなる。 

(6) 森林資源保全のために 4 指定林周辺のコミューン参加をより強化するため、森林行政

機関は自らの能力強化することが必要である。 

(7) 2010 年中に PAG の作成が開始される予定である。プロジェクト終了前に GGF が森林

整備作業を習得するために、4 指定林における整備事業を強化する必要がある。このた

め、カウンターパート予算を補完するためのプロジェクトによる追加的資金投入が必

要である。 

(8) 「ブ」国側は、GGF に対して多くの研修が行われているが機材は少ないと認識してい

る。また、機材ニーズの検出が不適切であった。このためプロジェクトにより供与さ
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れた機材では、プロジェクト終了時に GGF による活動の持続性を確実にするための必

要最低限のレベルにも達していないと認識している。したがって「ブ」国ルキナファ

ソ側は、妥当性を持ち得なくなったと判断されるいくつかの研修が機材供与に置き換

えられることを要望した。 

この点につき日本側は、受益者 GGF の自立発展性および再投資に対する阻害要因と

成り得るため、追加的な機材の供与には特段の注意が必要であろうと考える。GGF のニ

ーズ検出に関しては、2002-2005 に実施された「コモエ県森林管理計画調査」の結果に

基づいている。本プロジェクトは地域住民との直接かつ定期的なコミュニケーションを

通して真のニーズの検出を現在まで続け、今後も続けて行く予定である。 

この点について双方は合意に達しなかったので双方は次回 JCCまでに引き続き検討す

るべきである。 
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COMPTE RENDU DES DISCUSSIONS ENTRE 

L'AG巨NCEJAPONAISE DE COOPERATION INTERNATIONALE ET 

LES AUTORITES CONCERNEES DU GOUVERNEMENT DU BURKINA FASO 

PAR 

L'EVALUATION A MI-PARCOURS DU 

PROJET DE GESTION PARTICIPATIVE ET DURABLE DES FORETS 

DANSしAPROVINCE DE LA COMOE 

La Mission d'岳valualiona mi-parcours (ci-apr色5designee <da Mission))) du 

Projel de Geslion Participalive el Durable des Forels dans la Province de la Comoe 

(ci-apr色sd岳signe<de Projel>>) a岳t岳organiseeconjoinlemenl par I'Agence Japonaise de 

Cooperalion Inlernalionale (ci-apres designee <da JICA>>) repr色senleepar M. ENDO 

Hiroaki， el par le Minislere de l'Environnemenl el du Cadre de Vie (ci-apr告5design岳<de

MECV>>) represenle par M. COULlBALY Sia. Elle s'esl deroulee du 11 au 28 janvier 

2010 au Burkina Faso. 

A la suile de I'analyse des resullals de I'elude， le rapp口付 de I'evalualion 

conjoinle a岳t岳岳laborepar la Mission el soumis a Mme la Secr岳laireG岳n岳rale

du MECV. Apres avoir presenl岳 lesr岳sullalsde I'evalualion a Mme la Secrelaire 

G岳neraledu MECV， la Mission a souhaile que recommandalions formulees dans le 

rapp口付 d'岳ludecトjoinl，soienl execulees avanl le lerme du Projel 

Les deux (2) pa州esonl effeclivemenl marqu岳leuraccord pour la mise en 

auvre de ces recommandalions 

Fail a Ouagadougou le 28 Janvier 201 0 

孟存J乙い
M. ENDO Hiroaki 

Chef de la Mission d'岳valualiona mi-parcours 

Agence Japonaise de Coop岳ralion

Inlernalionale 

Japon 

乙平子
Mme. Mama Christine LlEHOUN 

Secrelaire Generale 

Minisl色rede l'Environnemenl el du 

Cadre de Vie 

Burkina Faso 
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RAPPORT O'EVALUATION A MトPARCOUR5

1. Pr岳ambule

A la suite de la signature le 7 juin 2007 du Proces Verbal des Discussions (Record of 

Oiscussion : RlO) entre les autorit岳sjaponaises concernees et le gouvernement burkinabe， le 

Projet de gestion participative et durable des forets dans la province de la Comoe a demarr岳

le 1 er juillet 2007 pour prendre fin le 30 juin 2012， soit un巴dureede cinq (5) ans. Le pr岳sent

document est le rapport de I'evaluation conjointe a mトparcoursdudit projet 

1.1 Objectifs de l'evaluation conjointe 

Les objectifs de cette evaluation sont : 

(1) Controler le bon d岳roulementde I'ensemble des activites du projet a mi-parcours en 

verifiant les r告sultatsatteints et son processus de mise en auvre a travers les cinq (5) 

crit邑rescトapn色s:la pe出nence，I'efficacit岳， I'efficience， I'impact et la durabilit岳

(2) Formuler les recommandations necessaires en vue de I'atleinte de 1'0同ectifspecifique 

du Projet 

1.2 Composition de I'equipe d'evaluation conjointe (ci-apres designe (d'Equipe>>) 

(1) Pa吋iejaponaise 

Titre Fonctions et structures Nom I Pr岳nom

Chef Chef de la Deuxieme Division pour la Protection de ENDO Hiroaki 

de mission I'Environnement Naturel et des For邑ts，Direction de 

l'Environnement Plan岳taire，JICA 

Charge de Charge de Mission a la Deuxi岳meDivision pour la KISHIDA Masashi 

la Protecti日n de l'Environnement Naturel et des 

planification For邑ts，Direction de I'Environnement Plan岳taire， JICA 

Evaluateur Bureau d'岳tudesICONS S.A. NISHIMURA Kunio 

Interprete SEKITA Mariko 

(2) Partie burlくinabe

Titre Fonction et structures Nom I Pr岳nom

Repr，岳sentant Chef du Service de l'Am岳nagementForestier I Direction COULlBALY Sia 

la pa同ie des For岳ts，Direction G岳n岳ralede la Conservation de la 

nationale Nature (DGCN) 

1.3 Ca/endrier du deroulement de l'evaluation 

La presente邑valuations'est d岳roul岳edu 11 au 28 janvier 2010. Elle a comport岳desvisites 

de courtoisie aux autorites ci-apres : Mme la Secretaire G岳n岳raledu MECV， M. le Directeur 

G岳n岳ralde la Cooperation， Mme la S岳cr岳taireGen岳ralede la province de la Comoe， les 

Prefets et les premiers adjoints aux Maires de Sideradougou， de Soubaka et le Maire de 
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Tiefora. En outre， l'Equipe d'evaluation a collecte des informations sur le projet a travers des 

interviews bas岳essur des questionnaires adresses aux acteurs suivants 

le personnel forestier homologue du Projet a differents niveaux (central， regional， 

provincial et d岳partemental); 

l'岳quipedu projet (coordination nationale et expe同sjaponais) ; 

les Groupements de Gestion Foresti岳re(GGF)et les Unions de Groupements de 

Gestion Forestieres (UGGF) des 4 forets classees concern岳es;

d巴spromoteurs priv邑sintervenant dans la valorisation des Produits Forestiers Non 

Ligneux (Phytofla， Bomba Techno， S.A Dans邑)

L'Equipe d'evaluation a egalement effectu岳 desvisites de realisations dans la zone 

d'intervention du projet pour constater I'etat d'avancement des activites qui ont告temenees 

par les GGF concernes. 

A partir des differentes donnees collect岳es，I'Equipe a岳labor岳unrapport d'岳valuationqui a 

岳t邑finalisepar les deux (2) pa吋les.

2. Rappels sur le projet 

2.1 Contexte 

Du fait de son appartenance au Sahel， le Burkina Faso fait face aujourd'hui a des problemes 

de desertification dus a plusieurs causes dont les pejorations climatiques sont les plus 

importantes. A cela s'ajoutent les effets de la croissance demographique galopante， le 

d岳placementdes populations du nord du pays vers le sud et I'ouest a la recherche de terres 

cultivables et de paturages， les cultures itinerantes sur brulis， 1百levageextensif. Tous ces 

facteurs ont pour consequence la diminution des supe斤iciesforestieres (110500 ha par an， 

selon la Base de Donnees de l'Occupation des Terres 2002). 

C'est au regard de cette situation que le gouvernement du Burkina Faso a岳laboreune 

Politique Foresti色reNationale en 1995. Pour sa mise en auvre， le M三CVa adopte en 1996 

un Programme National d'Amenagement des For邑ts(PNAF)ainsi qu'un certain nombre de 

lois regissant la gestion des ressources foresti色res

C'est dans ce contexte qu'a la demande du Gouvernement Burkinabe， la JICA a realis岳entre

aout 2002 et juin 2005， un Projet d'岳tudespour la gestion paばicipativedes forets ciassees 

dans la Comoe avec pour zone d'intervention， les forets classees de: Bounouna， 

Toumousseni， Gouandougou， Kongouko et Dida. Ces岳tudesont permis de definir des 

orientations et des approches pour l'岳laborationdes plans de gestion participative desdites 

for色tsclassees 

A la suite de ce Projet d'etudes， le Gouvernement Burkinab岳aformule aup治sdu Japon une 

nouvelle requete de coop岳rationtechnique visant la gestion durable et participative des 

2 レ)見
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forets classees. C'est en reponse a cette requ色teque le Projet de Gestion Particlpative et 

Durable des Forets dans la Province de la Comoe (PROGEPAF/Comoe) a ete finance avec 

I'appui de la Cooperation Japonaise. Sa mise en auvre intervient dans un contexte national 

marque par le processus de la decentralisation 

2.2 Descr，伊tiondu projet 

(1) Duree du projet : 5 ans (1or juillet 2007 au 30 juin 2012) 

(2) Structure nationale technique d'execution : MECV 

(3) Zone d'intervention du Projet: Forets classees de Bounouna， Toumousseni， Gouandougou 

et Kongouko ainsi que les terroirs riverains 

(4) But Global du projet: La gestion pa吋icipativeet durable des foro岳tsdans la zone 

sud-soudanienne est assur岳epar la population locale. 

(5) Objectif du Projet : Les activites visant la gestion durable des 4 for，岳tsclassees de Bounouna， 

Toumouss岳ni，Gouandougou et Kongouko sont men岳espar la population locale a travers les 

GGF et les UGGF. 

(6) R岳sultatsAttendus 

1) Les capacit岳sdes services forestiers (centraux et d岳concentro岳s)a appuyer les 

populations en matiere de gestion pa吋icipativeet durable des for岳tssont renforcees ; 

2) Les capacites des GGF et des UGGF des villages concernes sont renforc岳esen mati色re

de gestion participative et durable des for岳ts; 

3) Les conditions de vie des populations locales sont am岳lior岳es;

4) Les plans d'amenagement et de gestion (PAG) des 4 Forets Classees (FC) sont 

岳laboreset connaissent un debut de mise en auvre; 

5) Les partenaires locaux et les services forestiers ont une relation de collaboration plus 

岳troitepour la gestion durable des forets. 

3. M岳thoded'岳valuation

3.1 Collecte des informations 

L'岳quiped'evaluation conjointe a collecte des donnees a travers une revue documentaire sur 

le Projet， la realisation d'interviews aupres des acteurs concernes， des visit巴sde terrain， une 

analyse du cadre logique du projet / PDM (Cf. Annexe 1) et du Plan d'Operation (Cf. Annexe 2) 

3.2 Objectifs de I'evaluation 

3.2.1 R岳alisationdu projet 

Le degre de realisation du But Global， de l'Objectif Speclfique du Projet et des R岳sultats

attendus，昌insique I'etat d'execution des Intrants sont examines suivant les plans fixes 

dans le Proc色s-Verbal / PV (RlD) et le Cadre Logique du Projet (PDM) 

3.2.2 Processus de mise en auvre du Projet 

L'ensemble du processus de mise en auvre du projet fait I'objet de la presente岳valuation

La realisation des activit岳ssuivant le Plan d'Operation (PO) ainsi que la gestion appropriee 
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du projet sont v岳rifi岳es.Les resultats obtenus suivant le PO sont a confirme仁 Leselements 

dans le processus qui influent sur la r岳alisationdes Resultats ou de l'Objectif Sp岳cifique

sont examin岳s

3.2.3 Crit企resd'岳valuationdu projet 

Cinq (5) crit岳resont岳t岳retenuspour J'evaluation du Projet. 11 s'agit de: la pertinence， 

I'efficacit岳， J'efficience，ドimpactet la durabilite 

(1) Pertinence La pe吋inence d'un projet est岳valuee du point de vue de la 

coherence entre le contenu du projet et les besoins des groupes cibles ainsi que ceux 

de la societ岳 locale.La coherence par rapport aux politiques de d岳veloppement

burkinab色etcelles regissant la cooperation japonaise， ainsi que la pertinence de 

J'approche du projet font egalement I'objet de cetle evaluation 

(2) Efficacite : L'efficacit岳d'unprojet est岳valueeen repondant aux questions suivantes 

L'atleinte de I'objectif specifique du Projet est-i1 envisageableつYa-t-il des obstacJes 

entravant I'atleinte de I'objectif? Les resultats atlendus sont-i1s suffisants pour 

I'atleinte de I'objectif sp岳cifique? Les conditions exterieures identifiees sont-elles 

toujours adequates ? 

(3) Efficience : L'efficience d'un projet est evaluee en repondant aux questions suivantes 

Le degre d'atleinte des Resultats est-i1 appropri岳?Y a-t-il des obstacles entravant 

J'atleinte des R岳sultatsつLesactivites ont-elles et岳 suffisantespour I'atleinte des 

Resultats ? L'intrant a-t-i1 ete suffisant pour I'atleinte des ResultatsつLesconditions 

exterieures ont-elles influenc岳J'atleintedes R岳sultats?L'intrant a-t-i1岳terealis岳

adequatement tant au niveau quantitatif que qualitatif， et ce au moment approprie pour 

que les activit岳ssoient menees conform岳mentau PO? 

(4) Impacts (previsions) し'impactd'un projet est岳valu岳enrepondant aux questions 

suivantes : Le But Global sera-t-il r岳alisablegrace a I'impact du projetつYa-t-i1 des 

obstacJes entravant I'atleinte du But Global? N'y a-t-i1 pas trop d'ecarts entre le But 

Global et l'Objectif Specifique du Projet? Les conditions ext岳rieuressusceptibles de 

toucher la r岳alisationdu But Global a partir de J'atleinte de l'Objectif Specifique du 

Projet sont-elles toujours d'actualit岳つ Leseffets et les impacts autres qu巴 leBut 

Global d岳finisont-ils previsibles ? Concernant la derni色requestion， si un e汗'etn岳gatif

quelconque est previsible， la prise effective des mesures d'atl岳nuationsera verifiee. 

(5) Durabilite (pronostics) : Les pronostics sur la durabilite des acquis du projet au-dela de 

la duree de la cooperation font I'objet d'岳valuation.Les elements facilitateurs ou 

entravant seront evalues du point de vue institutionnelle/organisationnelle， financi色re

et technique 

4. Etat de mise en auvre du Projet et examen du processus 

4.1 Etat de mise en auvre du Projet 

4.1.1 Realisation de I'Intrant 

4 
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Selon les chi汗'rescommuniques par les deux (2) parties， l'色tatdes ressources humaines et 

financieres utilisees pour la mise en auvre du Projet se presente comme suit 

Tableau 1 Intrants burkinab色 (decembre2009) 

DiFor: 2 

A宵'ectati日ndes 
DRECV/Cascades: 8 agents 

Homologues 
DPECV/Como岳 4agents. 

Postes forestiers en charge des 4 FC : 15 agents 

Coordonnateur National : 1 agent 

Personnel Contractuel 
1 secretaire-comptable， 1 chauffeur， 1 gardien， 1 pepini岳riste，1 

Agent de Liaison 

Rubriques 
Budget Total Budget Execute au 31 

Taux d'Execution 
(FCFA) d邑cembre2009 (FCFA) 

Personnel 46348568 23174284 50% 

Fonctionnement 26163100 13081 550 50% 

Travaux 114520000 。 。%
Biens et Services 62968332 31484166 50% 

TOTAL 250000000 67740000 27，10% 

Tabl巴au2 Intrants japonais 

Rubriques Intrants 

A宵巴ctation d'expe同s 6expeはs・1CTP， 1 Adjoint au CTP/amelioration du cadre de vie， 

japonals 2 experts en d岳veloppement participatif， gestionnaire 

administratif， 1 gestionnaire administratif et en formation 

Equipements ¥/岳hicules，Motos， Autres Materiels 

Formation des Homologues 
3 agents 

burkinab色auJapon 

Budget de mise en句 uvre
Formations， fonctionnement，岳tudes，r岳alisations

des activites 

Rubriques Budget Total (FCFA) Budget Execut邑 au31 Taux d'Execution 

d岳cembre2009 (FCFA) 

A官'ectationd'experts 1.192.000.000 690.411.787 57，9% 

japonals 

Equipements 63.000.000 55.667.456 88，4% 

Formations， fonctionnement， 264.000.000 229.729.370 86，7% 

etudes， r岳alisations，etc 

TOTAL 1.520.000.000 975.808.612 64，2% 

5 
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4.1.2R岳alisationdes Resultats Attendus 

Le resultat de l'岳valuationau regard des Indicateurs 0同ectivementV岳rifiables(IOV) definis 

pour le Projet est presente comme suit ・

(1) Resullal 1 : Les capacites des servicesわrestiers(centraux et deconcentres) a appuyer les 
populations en matiere de gestion participative et durable desわreぉsontrenわrcees

Les 4 formations au niveau central et les 7 formations au niveau deconcentre ont et岳
dispensees au b岳n岳ficedes agents forestiers concern岳spar le Projet. Les th色mesde ces 
formations ont岳t岳e
-Au niveau central : 

・ lacapacite de facilitation I auto -岳valuation;
• I'approche participative ; 

• les plans d'amenagement et de gestion (PAG) ; 

・ le suivi一色valuationdes activites 
-Au niveau d岳concentre:

• la capacit岳defacilitation/auto -evaluation ; 

・ I'approchepaはicipative;

• le Cadre logique d'un projet (PDM) ; 

・ lerenforcement organisationnel ; 

• la gestion com ptable ; 

・ lesplans d'am邑nagementet de gestion (PAG) ; 

・ lesuivi -evaluation des activit岳s;

・I'archivageau niveau du bureau. 

A la suite de la formation sur le classement de la documentation， les constats montrent que 
les bureaux des agents forestiers ayant pris part a la formation en archivag巴sontbien ranges 

En ce qui concerne le pa吋enariatentre les agents forestiers et les acteurs locaux， les agents 
formes ont commenc岳aformer les membres des GGF en techniques de gestion foresti色re.11 
est p的vuque le Projet appuie les agents forestiers pour I'accompagnement des communes a 
mettre en auvre la production des plants et des reboisements 

(2) Resullal2 : Les capaciles des GGF el des UGGF des villages concemes sonl renわrceesen 
matiere de geslion participative el durable des forets 

Au total14 nouveaux GGF ont岳t岳crees; 13 GGF existants avant le Projet ont renouvel岳
leurs bureaux executifs et ont entam岳desactivit岳sde gestion durable des ressources 
foresti色resdans les domaines suivants : la production des plants (par 5 GGF)， le reboisement 
(par 7 GGF) et I'ouverture des pare司 feux(par 3 GGF). Des activites 9岳neratricesde revenus 
ont岳t岳cr，告岳esau profit des GGF. L'appui du Projet a岳galementpermis la redynamisation des 
activit岳sdes UGGF de Bounouna et deToumousseni. 

(eり Resullal3 : Les condilions de vie des populations locales sonl ameliorees 

3.1) Certains GGF riverains des 4 forets classees concern岳espar le Projet ont d岳marredes 
activit岳sgen岳ratricesde revenus a travers : 
• la valorisation des produits forestiers ligneux par la carbonisation; cette activit岳est
conduite par 3 GGF ; 

• I'exploitation et la transformation des produits forestiers non ligneux: Les activites 

B 
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portent sur la production du beurre de karit岳(11GGF)， I'apiculture (7 GGF)， la recolte 
de plantes m岳dicinales(8 GGF hommes I femmes)， la production de Soumbala (7 
GGF). 

3.2) Au total 12 GGF ont r岳investiune pa吋iedes recettes engrang岳sdans I'achat de ruches 
modernes et de la mati邑repremiere (graines de nere， amendes de karite)司

(4) R岳sultat4: Les plans d加 lenagementet de gestion (1同 G)des 4 FC sont elabores et 

connaissent un debut de mise en 田 IVre

4.1) En vue de l'岳laborationdes PAG， le projet a deja realis岳lesop岳rationssuivantes : 
ー lesinventaires forestiers des 4 forets ciass岳esavec des releves sur la pr岳sencede la 
faune; 
-l'岳tudesur les zones de production des produits forestiers et sur les promoteurs 
potentiels de ces produits ; 
一l'岳tudesur les potentialit岳set la valorisation d巴sproduits forestiers non ligneux par les 
populations riveraines des forets ciass岳es;

一lacoliect巴d'informationsur le marche de bois d巴Banfora.

Le chronogramme de I'elaboration des PAG des 4 forets class岳esa ete defini 
L'ach邑vementdes projets de PAG est programm岳pourla 3eme annee de mise en auvre 
du Projet. 

4.2) ど岳laborationd'un guide methodologique pour la gestion durable des ressources 
foresti色resdans la zone sud-soudanienne du pays est prevue au cours de la 3邑meannee 
de mise en auvre du projet 

4.3) A partir des experiences acquises dans la conduite des different巴sactivites， le Projet 
prevoit la r岳dactionet la diffusion a partir de la 3eme annee， des manuels thematiques sur 

la production des plants ; 

le reboisement ; 

la coupe de bois de chauffe ; 

la carbonisation ; 

la gestion des feux en milieu rural ; 

la gestion du paturage ; 

la production du beurre de karite ; 

I'apiculture moderne ; 

I'exploitation des plantes m岳dicinales.

4.4) Certains GGF ont deja entame les activit岳ssuivantes : production de plants， reboisement， 
gestion des feux de brousse， production de b巴urrede Karite de haute qualit岳， apiculture 
moderne et valorisation des plantes m岳dicinales

(5) Resultat 5・Lespartenaires locaux et les servicesわrestiersont une relation de collaboration 

plus etroite pour la gesti，口ndurable desわrets

5.1) Depuis son demarrage， le Projet a organis岳3sessions du Comit色dePilotage ainsi que 3 
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s岳minairesdes acteurs locaux， soit au total 6 rencontres. Pour le cas specifique de 2009， 

le Projet a organise 2 reunions du Comit岳dePilotage et 1 seminaire des acteurs locaux 

5.2) La signature d'un protocole de collaboration entre le Projet et la DRECV / Cascades est 

prevue en janvier 2010. 

5.3) Dans le cadre du pa同enariatavec la soci岳t岳civile，les Laboratoires Phytofla bases a 

Banfora， reconnus pour leurs grandes expe吋isesdans la valorisation des plantes 

medicinales， a岳tabliune collaboration avec certains GGF. C'est ainsi que Phytofla 

s'approvisionne en plantes medicinales aupr色5des GGF form岳5par ladite structure en 

collaboration avec le projet. Un partenariat similaire est prevu avec la societ岳

BombaTechno sise a Banfora et specialisee dans la transformation de certains produits 

forestiers non ligneux (Iianes saba， seve du ronier， etc.) 

4.1.3. Previsions pour I'atteinte de I'Objectif specifique du Projet 

(1)L'岳laborationdes unites d'am岳nagementforestier (UAF) et du parcellaire de gestion de 

chaque foret cJass岳econcern岳ed岳marreraen 2010 ; les donn岳esdisponibles perme壮ent

d'entamer cette activite 

(2) Actuellement， la m司orit岳desGGFform岳5par le Projet a d岳butedes activites de gestion 

foresti色reet de gen岳rationde revenus. Cela laisse entrevoir que les bases de la gestion 

durable des forets par les populations locales sont en train d'etre mises en place. 

4.2 Examen du processus de la mise en auvre du Projet (Cf. Annexe 8) 

Deux (2) nouvelles activites ont岳t岳retenuesa savoir : 

司 Activite1.5 : Faire le suivi -controle p邑riodiquepar l'岳quipedes forestiers concernes ; 

Activit岳5.3: Appuyer les services forestiers pour la supervision des activites foresti邑res

programmees dans les plans communaux de developpement des communes concernees 

Ces activit岳sont岳t岳ins岳reesdans le cadre logique du projet (PDM) pour appuyer les agents 

forestiers (niveaux d岳concentr岳 etcentral) dans leurs activites de suivi ainsi que pour 

soutenir les activites de reboisement au niveau des communes. Certains Indicateurs ont 

岳temodifi岳5pour qu'ils soient concrets et plus facilement verifiables. 

Le projet a instaure un syst色mede suivi Sp岳cifiquedes activit岳5afin de mieux accompagner 

les GGF. 

Dans la mise en auvre de certaines formations en gestion foresti色re，le Projet a confie la 

tache de formateur-facilitateur aux agents forestiers concern邑5afin de renforcer la relation de 

collaboration avec ces derniers 
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La divergence de comprehension sur la cooperation technique de la JICA qui existait entre la 

pa吋ieburkinab色etla partie japonaise au d岳butdu Projet a ete attenuee 

Le budget de la contrepartie nationale a connu un retard d'ex岳cutionet une diminution du 

montant alloue annuellement. Malgre ces difficultes， les e汗'ortsmutuels des deux parties ont 

permis une mise en auvre assez satisfaisante des activites suivant les differents plans 

d'operation. 

5. Evaluation suivant les cinq crit岳res

5.1 Perl;nence 

Au Burkina Faso， la gestion des fo治tsclass岳espar les GGF est prevue par le Programme 

National de Gestion des Ressources Forestieres qui岳manede la politique foresti岳re

nationale. L'exploitation des produits forestiers notamment les produits forestiers non ligneux 

est邑galementpromue par ce Programme. Ces constats permettent d'affirmer que I'objectif du 

Projet est toujours en coherence avec les besoins des populations locales， de la Region des 

Cascades et du Burkina Faso. En d'autres termes， le Projet est bien coherent avec la 

politique forestiere nationale. Le Projet est egalement coh岳rentavec la politique de I'aide 

publique au d岳veloppementdu Gouvernement Japonais qui s'est engage lors de la 

Conference de TI CAD IV tenue en 2008， a renforcer ses aides au profit des mesures contre 

les changements climatiques au niveau des pays africains 

L'approche adopt岳epour la mise en auvre du projet est appropri岳ecar ce dernier vise une 

gestion durable des forets classsees a travers les GGF/UGGF; ces for邑tsconstituant les 

ressources vitales des populations locales. Les activit岳sli岳esa l'岳laborationdes PAG 

prennent en compte les conditions particuli告resde chacune des 4 forets classees ainsi que 

celles des populations riveraines. Ces interventions sont pertinentes， parce qu'iI s'agit de 

prot岳gerles ressources forestieres tout en am岳liorantles conditions de vie des populations 

locales. 

La peはinencedu Projet est donc globalement forte 

5.2 Eff;cac;te 

La plupart des GGF crees ou redynamises par le Projet ont demarre des activit岳svisant la 

gestion foresti岳reou la generation de revenus apres avoir suivi les formations dispens岳esa 

leur profit par le Projet. La relation de confiance se renforce entre les agents forestiers formes 

par le Projet et les populations locales. La collecte des donn岳esnecessaires a 1百laboration

des PAG est actuellement en cours. Les fondements pour la gestion participative et durable 

des forets classees conc巴rneessont en train d'etre mis en place. 

Chaque R岳sultatAttendu contribue a I'atteinte de l'Objectif du Projet. Ce qui permet de 

pr岳voirI'atteinte dudit Objectif a son terme 
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Les Conditions Ext岳rieuresa satisfaire en vue de la realisation des R岳sultatsAt!endus 

sont definies comme suit (cf. PDM Version 2)・

• Les catastrophes naturelles susceptibles d'affecter les ressources forestieres n'arrivent 

pas; 

• La bonne gouvernance est assuree a tous les niveaux ; 

• L'approbation officielle des PAG des 4 FC est accordee par le gouvernement sans 

difficult岳

Aucun incident concernant les 2 premi岳resConditions n'a ete relev岳pourle moment. Quant a 

la troisieme Condition， il a ete confirm岳queI'approbation d'un PAG par I'emsemむlede 

structures prevues (CPAT， CRAT， et CNAT) par la loi， necessit巴untemps long a caus巴des

procedures. A ce jour， aucun PAG n'a pas encore岳teapprouve par le Gouvernement 

Burkinab色.11 se pose alors la question de savoir jusqu'a quelle etape la partie burkinabe 

pourra assurer I'approbation des PAG des 4 FC avant la cloture du Projet. 

5.3 Efficience 

Le niveau des intrants apportes par les deux pa凶esest juge globalement satisfaisant du point 

de vue qualitatif et quantitatif. Les intrants ont岳t岳affectesau moment ad色quat.Ces intrants 

ont effectivement contribue a la realisation des r岳sultatsdu projet. En ce qui concerne I'intrant 

de la pa吋iejaponaise， a la suite de la 2eme session du Comit岳dePilotage du Projet， le budget 

de mise en偲 uvrea et邑revua la hausse afin de renforcer davantage la cooperation entre le 

Projet et les services forestiers. C'est ainsi qu'une d岳cisiona ete prise par la partie japonaise 

pour affecter au Proj巴tun budget supplementaire. Le retard dans I'execution ainsi que la 

reduction du montant du budget annuel de la contrepartie nationale burkinab色 sont

susceptible d'influer negativement sur la realisation des Resultats At!endus. 

5.4lmpacts 

(1) Impacts positifs 

-Am岳liorationdes relations entre les agriculteurs et les岳leveurs

A la suite de la mise en auvre de la formation sur la gestion du paturage dans certans 

villages des communes de Banfora et de Soubaka， I'adh岳siondes eleveurs aux GGF'est 

accrue. Ce qui a permis de reduire le nombre des conflits entre les agriculteurs et les 

eleveurs. 

-Renforcement des capacites organisationnelles des populations cibles 

Le renforcement des capacites organisationnelles r岳aliseau profit des GGF a eu un impact 

positif qui va au欄 delade la gestion des ressources foresti邑res.En outre， iI a permis de 

renforcer la capacite organisationnelle entiere des villages d'appartenance des GGF. A titre 

d'exemple， les femmes membres des GGF parviennent a mieux s'exprimer au cours des 

rencontres tenues au niveau des villages. Le renforcement des capacit岳5a eu岳galementun 

impact positif sur le << genre )). 
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-Rapprochement entre les agents forestiers et les populations locales 

Les r巴lationsentre les agents forestiers et les populations se sont ameliorees grace a la mise 

en ωuvre du Projet.どagentfores!ier est担lutotpercu comme un agent de developpement 

qu'un agent de repression. 

(2) Bu! Global 

11 est certes trop to! pour prevoir la probabilite de I'atleinte du But Global. Toutefois， iI serait 

possible que certaines des activites introduites par le Projet soient continuellemen! men岳es

par les populations locales au-dela de I'atleinte de I'objectif du Projet au moins a I'in!erieur 

des forets classees concernees. Par contre， si la zone d'intervention ciblee dans le but 

globale du Projet est << la zone sud-soudanienne >>， vue I'etendu de celle-ci， I'atleinte de ce 

but sera di背icile.

5.5 Durabilite 

Aspe氾tsinstitutionnels 

Comp!e tenu des probl岳mesde desertification entraInant la diminution des ressources 

foresti色resdu pays， I'orientation du Gouvernement Burkinab色quiconsiste a responsabiliser 

les GGF/UGGF dans la gestion des forets classees suivant les pr巴scriptionsd岳finiesa travers 

des PAG se poursuivra 

Pour la durabilit岳etI'exlension des acquits du Projet， il es! necessaire de poursuivre les 

effo同svisant le renforcement des capacites des agents forestiers en matiere d'approche 

participative 

Aspects financiers 

Compte tenu du retard dans I'ex岳cutionet de la reduc!ion du montan! annuellement alloue par 

la con!repartie nationale， iI faudra que la partie burkinab色 mobiliseapr色sla fin de la 

cooperation， le budget necessaire pour assurer la durabilite des acquis du Projet 

Aspects techniaues 

Le personnel des services forestiers est dote de conaissances necessaires pour la mise en 

oeuvre et la diffusion de techniques de gestion des ressources foresti色res.11 faudra 

I'accompagnement des GGF par les agents干ores!ierspour que ces GGF puissent developper 

de mani色reau!onome des activit岳S岳conomiquementviables. 

Le developpement du partenariat avec les acteurs locaux notamment avec des societ岳s

priv岳esest aussi imp口付antpour que les GGF poursuivent leurs activites. 

Les techniques de gestion des ressources foresti色resenseignees par le Projet valorisent au 

maximum le savoir faire local. Ces techniques sont bien appreciees par les homologues 

burkinab色etpar les GGF. 11 a e!岳consta!equ'au fur et a mesure que les activites sont mises 
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en auvre， la motivation d'apprentissage chez les homologues et les GGF s'est accrue. Les 

apprenants ont deja commenc岳 amettre en pratique ce qu'ils ont appris. Ces constats 

permettent d'affirmer que la probabili!e d'assurer la durabilit岳duProjet en ce qui concerne 

I'aspec! technique sera岳levee.

6. Conclusion 

L'objectif du Projet est toujours peはinent;iI est en coherence avec la politique du 

Gouvernement Burkinab色 enmati邑rede gestion des ressources foresti色reset avec la 

politique de I'aide publique au developpement du Gouvernement Japonais. 

Au d岳butde sa mise巴nauvre， le Projet a connu un certain retard dans la realisation des 

activit岳sdu a une divergence de comprehension sur la philosophie d'intervention du Projet， 

en!re la pa凶eburkinab色(servicesforestiers， population) et la paはiejaponaise. Cette situation 

s'est amelioree grace aux e汗0吋smutuels des deux parties， ce qui fait qu'aujourd'hui les 

activi!岳sdu Projet se deroulent presque comme prevu excepte celles concernant I'elaboration 

des Plans d'Am岳nagementet de Ges!ion (PAG) des 4 forets classees qui accuse un 1岳ger

retard. Pour cette derniere intervention， les dispositions prises par le service forestier et 

I'equipe du Projet laissen! entrevoir son demarrage en 2010. 

Quant au budget de la contrepartie nationale， il n'a pu岳tremobilise au cours de la premiere 

annee (2007). A pa吋irde la 2èm
• ann岳e，la partie burkinabe s'est efforcee d'assurer ce budget 

jusqu'a un certain niveau. Des efforts resten! a poursuivre pour la mobilisation de la 

contrepartie nationale en vue de I'atteinte de l'口同ectifdu projet 

Les ac!ivit岳sr岳aliseespar le Projet au benefice des agents forestiers concern岳sont permis le 

renforcement de leurs capacit岳sen gestion participative et durable des ressources foresti邑res

Les activit岳svisant une telle gestion sont d'ores et deja entamees par les GGF. 

Enfin， le partenariat entre les services forestiers d岳concentreset les acteurs locaux sont en 

voie de consolidation. 

Les differen!s consta!s ci-avant montren! que la probabilit岳d'atteindreI'objectif du Projet 

serai! d'autant plus elevee que si les PAG sont邑laboressans trop de re!ard et que 

I'engouement des populations tel que cons!ate actuellement se maintienne 

7. Recommandations 

(1) Au Burkina Faso， les differentes instances prevues par la loi pour I'approbation des PAG 

des forets sont : 

la Commission Provinciale d'Am岳nagementdu Territoire (CPAT) ; 

la Commission Regionale d'Am岳nagementdu Territoire (CRAT); 

la Commission Na!ionale d'Am岳nagementdu Territoire (CNAT) 
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Compte tenu de la longueur des procedures liees a I'adoption des documents par ces 

structures， le Projet appuiera I'approbation des PAG des 4 for色tsclassees jusqu'a l'岳tape

de la CPA T. Pour les autres岳tapes，iI serait necessaire que la partie nationale，主traversla 

Direction des Forets， prenn巴lesdispositions necessaires pour leur aboutissement. 

(2) Pour la realisation de certains travaux d'am岳nagementdans les 4 for色tsclassees， il est 

necessaire de disposer du budget de la contrepartie nationale a temps et au montant 

annuel prevu par l'Entente de Coop岳rationregissant le Projet 

(3) Pour mieux repondre a la situation reelle de la mise en auvre du Projet， il est opportun 

d'apporter des modifications dans la derniere version du Cadre Logique (PDM) adopte en 

2009 par le Comit岳dePilotage. Les points concernes sont 

(3.1). Le But Global du Projet : En vue de son atleinte en 3 ans a compter de la fin du 

Projet， et afin de le clarifier davantage， ce sont les 4 forets classees qui devraient etre 

VIS岳esen lieu et place de (( la zone Sud-Soudanienne >>.どindicateura retenir a cet e宵et

sera: ((Dans les 4 for色tsclass岳escibl色espar le Projet， les activites initiees sont 

poursuivies par les GGF/UGGFuivant les PAG岳labor岳s>>

(3.2). Etant donn岳I'ins岳curite(vols a main armee， developpement de I'orpaillage) dans la 

zone d'intervention du Projet， iI est necessaire de faire figurer (( la securite )) parmi les 

Conditions Ext岳rieuresa remplir pour I'atleinte de l'Objectif du Projet 

(3.3). La gestion participative des forets classees巴stune option fortement promue au 

niveau du Burkina Faso. C'est la raison pour laquelle une mise en auvre rapide de 

celle.心iau niveau des 4 forets classees concernees par le Projet doit etre une priorite. Or， 

etant donn岳quele processus de I'approbation d'un PAG comprend plusieurs etapes et 

que le temps a y consacrer est long， I'approbation des PAG des 4 forets class岳esprevue 

parmi les Conditions Exterieures a remplir pour I'atleinte de 1'0同ectifdu Projet devrait etre 

ramenee au niveau des Conditions Ext岳rieuresa remplir pour I'atleinte du But Global 

(4) Pour une capitalisation efficiente des acquis du Projet， la mutation des agents forestiers 

form岳sen tant qu'homologues du projet devrait faire I'objet d'une atlention particuliere. 

(5) Pour une meilleure appropriation des acquis du projet par le service forestier， iI est 

necessaire de renforcer sa participation a I'ex岳cutionet au suivi des activites a travers un 

appui financier compl岳mentairea la contrepa仕ienationale， en frais de carburant et de 

lubrifiant. Les modalites de cet appui seront d岳finiesentre les deux (2) paはies.

(6) Pour une meilleure pa吋icipationdes communes riveraines des 4 forets class岳esdans la 
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gestion des ressources foresti色res，iI est necessaire que le service forestier renforce leurs 

capacit岳s

(7) Au cours de I'ann岳e2010， l'岳laborationdes PAG sera entamee. 11 est necessaire de 

prevoir le renforcement des travaux d'am岳nagementdans les 4 forets classees afin de 

permettre aux GGF de s'initier a ce type d'activites avant la cloture du projet. Cela 
requiert la mobilisation par le Projet de ressources financi色rescompl岳mentairesa la 

contrepartie nationale. 

(8) La Partie Burkinab色aconstate qu'iI y a eu beaucoup de formations et peu d'equipements 

au profit des GGF. En outre， les besoins en equipements ont et岳malidentifi岳s.C'est ainsi 

que les equipements octroyes par le Projet n'atteignent pas le niveau minimum requis 

pour assurer une durabilit岳desactivites des GGF a la fin du Projet. La Partie Bur抗inab邑a
donc souhait岳 quecertaines formations qui ne lui semblent plus pertinentes soient 

remplacees par de l'岳quipement

Sur ce pOint， la paはiejaponaise estime qu'il faudra accorder une a壮entionpaはiculi色reaux 

dons supplementaires d'色quipementsaux GGF car cela pourrait constituer un facteur 

entravant I'auto-promotion et les efforts de reinvestissement des GGF ben岳clfiaires.En ce 

qui concerne I'identification des besoins des GGF， elle a岳t岳faitea pa吋irdes r岳sultatsde 

I'ex-projet d'Etude sur la Gestion des Forets Classees dans la Province de la Como岳

(2002-2005). L'actuel projet a poursuivi et poursuivra cette identification des besoins reels 

des populations locales a travers les communications directes et regulieres avec ces 

derni色res

Un terrain d'entente n'ayant pas et岳 trouve，les deux parties devront poursuivre la 

reflexion sur ce sujet avant la prochain巴sessiondu Comit岳dePilotage du projet 

14 イ

添付資料1

45



ANNEXE1 : 

ANNEXE2 

ANNEXE3: 

ANNEXE4・

ANNEXE5-1 

ANNEXE5-2: 

ANNEX巨6・

ANNεXE7・

ANNεXE8・

ANNEXE9・

C昌dreLogique du Projet (PDM) ver.2 

Projet de Gestion Participative et Duraむledes Forets dans la Province de la 

Comoe (PO) 

Realisation de la mise en auvre du Projet 

Moyens humains mis en place 

Moyens physiques mis en place par la Partie Japonaise 

Moyens Physiques Mise en Place par la Partie Burlくinab岳

Structure d'execution 

Etapes et Chronogramme d'岳laborationdes PAG 

Examen du processus de mise en auvre du Projet 

Realisation Physique Par Rapport Aux lov Du Cadre Logique Du projet 

(PDM) ve仁2(document岳tablipar l'岳quipedu Projet) 
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ANNEX芭3:R岳alisationde la mise en auvre du Projet 

Les r岳sultatsactuels de la mise en由 uvredu Projet au 31 decembre 2009 se pr岳sententcomme suit : 

( 1) Realisation de I'intrant 

1. Partie burlくinab岳

Les 30 C/P sont actuellement mises a disposition du Projet par le MECV， 1.1 Rapports 
Personnel du Projet， dont le Coordonnateur National seul est affecte a plein temps. Les autres 
Contrepartie Archives P/C cumulent leurs fonctions. Le personnel d'appui est contractuel gr畠ce
(C/P)， au budget contrepartie national 
Directeur 
du Projet， Tab. 1.1・a: C/P affec!岳 parI'organisme executant a la date du 31 
Chef du d岳cembre2009 
Pr吋et， Organisme Fonction Nombre 
Personnel T DIFOR Supe刊 Iseur 2 
d'appui， 2 DRECVI Cascades Superviseur 8 
etc 3 DPECV I Comoe Homologue 4 

4 Coordonnateur National Chef du Proiet 

5 SDECV 
Autorite 

15 
competente de FC 

Total 30 

Tableau 1.1-b: Personnel d'appui en d岳cembre2009 
Nombre 

1 Com陛型ble
2 Chauffeur 

3 Charg岳dep邑piniere

4 Agent deliaison (d句出duprojet} 。
5 Gardien 

Total 4 

* Cf. Doc.4 
1.2 Terrain， Rapports Apa叶irdu mois d'aout 2007， la DRECV I Cascades a mis a la disposition 
Locaux， du Projet， 

du Projet trois salles avec mobilier pour y installer le bureau du projet. Un 
Installation Archives 

hangar a et岳construiten juillet 2009 au frais de la pa仕lejaponalse au 

sein de la DRECV des Cascades 

1.3 Budget Rappoはs Depuis le debut du Projet 67，740 millions de FCFA ont岳t邑depens邑sau 
de la mise du Projet， titre du budget de la contrepartie nationale du Projet. 
en auvre Archives Situation de d岳pensesuivant I'annee fiscale burkinab邑

(janvierωdecembre) 

annee fiscale 
2007 

2010 

burkinab岳
(juillet- 2008 2009 

(-janvier) 
Total 

decembre) 
Montant 。 42.740 25.000 67.740 
(1000FCFA) 

2. P戸FIe-l皇p_~!:I~~_E!一一自 由自由一 一一一一 一一一 一一一一 一一ー
2.1 Expert Rappoはs La p岳rioded'a仔'ectationdes expe吋sjaponais en fonction de leurs 
japonals du Projet， 

sp岳cialit岳sse pr岳sentecomme suit depuis le d岳butdu Projet jusqu'en fin 
Archives 

janvier 2010: 

M
7
 
|
快
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Experts I Specialit岳s Nombre HM 

CTP /Gestion forestiere 1 13，44 

CTP Adjoint/ Am邑liorationdu cadre de vie 13，97 

Developpement pa出cipatif 2 18，67 

Gestionnaire/Supervision de formation 2，00 

Gestionnaire 5，00 

* Cf. Doc.4 
2.2 Rapports Jusqu'au mois de janvier 201 0， les equipements， d'un coot total de 
Equipement， du Projet， 

55 667 456 FCFA， ont et岳a粁'ect岳sau Projet. Les equipements concern岳S
V岳hicule， Archives 
etc. sont principalement: v邑hicules4x4， motos， ordinateurs， ordinateurs 

po吋ableset photocopieuse 

合 Cf.Doc.5

2.3 Stage au Rappo吋s Trois (3) agents au total (2 agents en 2008 et un agent en 2009) 
Japon du projet， 

ontpa吋icipeau Japon a des stages sur la gestion des ressources 
Archives 

foresti色res

* Cf. Doc.4 
2.4 Budget Rappo吋s 975.808.612FCFA ont岳t邑 d邑pens岳sau titre du budget pour les 
de la mise du Projet， activit岳smlses en母 uvrepar le Projet 
en auvre Archives 

Situation de d邑pensesuivant I'ann岳efiscale japonaise 

Rubrique Budget Execut岳au

31 d岳cembre

2009(FCFA) 

A育'ectationd'experts 690.411.787 

japonals 

Equipements 55.667.456 

Formations， fonctionnement， 229目729.370

岳tudes，realisations， etc. 

TOTAL 975.808.612 

Realisation des r岳sultats

E盤辿盆工
Les capacit邑s
des services 
forestiers 
(cent悶 ux et 
d岳concentro岳s)a 
appuyer les 
populations en 
matiere de la 
gestion 
participative et 
durable des 
for邑ts sant 
renforc岳es

cancern邑spar le 
projet ont recu 
les formations 
en gestion 
participative et 
durable des 
forets au nombre 
d'au mains 4 au 
niveau central et 
6 au niveau 
d岳concentr告et
accampagnent 

les 

SSol.lrc;色
oeふ反
v~ri百 6åti内科

au nJveau central aJnsl que 
formations au niveau deconcentro岳ont邑tedispensees 
au benefice des agents forestiers concern岳spar le 
projet 
Les th色mesde ces formations sont comme suit 
-Au niveau central : (( la capacit岳de
facilitation/auto evaluation )) ((de la 
pa吋icipat旧n)) <<le PAG)) (( le suivi et 
I'evaluation )) 
司 Auniveau deconcentr邑((la capacit邑de
facilitation/auto岳valuation)) <<I'approche 
participative)) (( PCM)) (( le renforcement 
organisationnel -I'enregistrement et la 
comptabilit岳))<<le PAG)) (( le suivi et 

)) (( le ranaement du 

ANNEXE3 2/8 
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R岳sultat2 
Les capacit邑s
des GGF et des 
UGGF des 
villages 
concernes sont 
renforcees en 
matiere de 
gestion durable 
des ressources 
foresti色res

E盤M担u
Les conditions 
de vie des 
populations 
locales sont 
am岳Iiorees

acteurs locaux 

2-1 
-27 GGF et4 
UGGF sont 
nouvellement 
cre邑sou 
redynamises 

Rappo吋s
du Projet， 
Interview 

2-2 I Rapports 
Les GGF/UGGF I du Projet， 
commencent a 1 Interviews 
effectuer des 
activit岳s de 
gestion 

en 
les 

foresti色re
utilisant 
techniques 
acquises avec la 
formation 
3同T
Les GGF 
commencent畠
effectuer des 
activites 
g岳neratricesde 
revenu en 
valorisant les 
produits 

Rapports 
du Projet， 
Interviews 

A la suite de la formation， le bureau des agents 
concern邑sa岳tebien range 

En ce qui concerne le partenariat ent陪 lesagents 
forestiers et les acteurs locaux， les agents form岳S口nt
deja commeηce a former des GGF en matiere de la 
technique de gestion foresti色下e.11 est prevu par le 
projet d'appuyer les agents干orestiersaccompagnant 
des communes a mettre en 偲 uvrela production des 
i白川sou le reb口isement
1) GGF 
Les GF cr邑邑savant le d邑marragedu Projet岳taientau 
nombre de 13. Le Projet a organise I'assemblee 
g岳n邑ralepour renouveler leur bureau. Certains GGF 
parmi eux m邑nenta吋ourd'huides activites de gestion 
fo陪stiereou celles c時atricesde revenu. cr，岳岳sde 
nouveau apr，色sle d岳marragesont au nomb陪 de14 
GGF ont ete nouvellement cre岳sdepuis d岳marragedu 
projet 

2) UGGF 
Les activit岳svisant la revitalisation des 2 UGGF (畠
Bounouna et a Toumousseni) existantes ainsi que la 
cr告白tiondes 2 UGGF nouvelles d邑mar陪 ront d邑sle 
m口isde mars 2010， 
Les GGF entamant leurs activit邑sde gestion fo陪sti告re
a la suite de la formation sont comme suit ; 
1) Production de pl日nts: Bounouna， Dandougou， 
Wenga， Djanga， Tonga 
2) Reboisement :Djanga， Bounouna， Soubaka， 
Fougangou邑， Ouratenga， Wenga， Tonga 
3) Ouverture de 担iste anti-feu: Djanga， Kadio， 
Gouara 

L'邑tatde r邑alisationdes activit岳sg邑neratricesde 
revenus menees par GGF se pr邑sente comme suit 

forestiers r 

Iigneux et non I / 

19並区一一」一一一 し一 一一一 一一一一 一一一 一一一1/ん

ゲ
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Nom de GGF Activites Revenu(FCFA) 

Soubaka (F) Soumbala ND 
Fougangou岳 Apiculture 32，500 

moderne 
Gouandougou Apiculture 7，500 

moderne 
Tonga Apiculture 32，500 

moderne 
Dandougou Beurre de 96，750 

Karit岳

Pima Beurre de 156，750 
Karit岳

Kassand岳 Beurre de 93，000 
Karite 

Ouratenga Beurre de 123，750 
Karit邑

Faradjan Beurre de 93，000 
Karit邑

Wenga Beurre de 13，750 
Karit邑

Bougousso Beurre de 3，750 
Karit邑

Kadio Beurre de ND 
Karit邑

Gouara Beurre de 1，250 
Karite 

Labola Beurre de ND 
Sankrara Karit邑
Dakie Beurre de 6.750 

Karit岳

Labola Soumbala 6，000 
I、Jambarfo
Labola Soumbala ND 
Sankrara 

Sources : Fiches de suivi 

3-2 Rapports L'岳tatdes sommes r，岳investiespar les GGF sur la base 
Les GGF du Projet， des recettes engrang邑es，se presente comme suit; 
prennent leurs Interviews 
initiatives pour le Nom desGGF activites Domaines de 
r岳Investissement r邑investissement
en materiels Kassand岳 Beurre de Achat de graines 
necessaires 畠 Karit岳 Imati邑re
leurs activit岳s. ~里ml色re

Pima Beurre de Achat de graine 
Karit岳 s/matiere 

preml邑re
Dandougou Beurre de Achat de graines 

Karite Imati岳re

premiere 
Ouratenga Beurre de Achat de graines 

Karit岳 Imatiere 
premiere 

Fougangou岳 日eurre de Achat de graines 
Karite Imati色re

premiere 
Faradjan Beurre de Achat de graines 

Karite Imati色re
日reml色re
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1 vIerification '1 勾八バ J ヘ J…

R岳sultat4 1 4-1 
Les Plans I Les PAG sont 
d'Amenagement 1邑labor邑sau 
et de Gestion I nombre de 1 
(PAG) des 4 FC 1 pour chaque 
sont elabores et I foret class邑e
connaissent un I ciblee， soit au 
debut de mise 1 total4 
en α3uvre 

「AZ---
Un Guide 
m岳thodologique
d'am岳nagement
des for邑tsdans 
la zone Sud山

Soudanienne est 

1 elabore 

Uj I Soubaka (F) I Soumbala I Achat de graines 

Rapports 
du Projet， 
Interviews 

Imati色re
prem色re

Tagnana (F) 1 Soumbala .1-:化面而egraines 
Imati品目
prem色陪

Bounouna 1 Soumbala 日而瓦degraine 
s/mati邑re
prem色陪

Labola 1 Soumbala 1 Achat de graines 
Sankrara I Imatiere 

prem邑陪

Toumousseni(F) 1 Soumbala 1 Achat de graines 
Imatiere 
prem岳re

Bounouna 1 Apiculture .i 3 Ruches 
moderne I (35，OOOFCFA) 

En vue de l'邑laborationdes PAG， le Projet a deja 
realise les operations suivantes ; 
ー les inventaires forestiers des 4 for.岳ts
class岳esavec des releves sur la presence 
de la faune ; 

l'岳tudesur les zones de production des 
produits forestiers et sur les d岳veloppeurs
potentiels ; 

l'岳tude sur I'exploitation des produits 
forestiers non ligneux par les populations 
riveraines des forets classees ; 
-la collecte d'information sur march岳debois 
畠Banfora

Le chronogramme de I'elaboration des PAG est d岳'ja
fixe. Le Projet p[重voitI'ach邑vementdu projet des PAG 
au cours de la 3"

川 C

ann邑ede mise en c別 vredu Projet 

Rappo吋s 111 est pn岳vu que le projet elabore un guide 
du Projet， 1 m邑thodologiquepour la gestion foresti邑redans la 
Interviews I z口nesud-soudanienne au cours de la 3'm' ann岳e

r4~3-----.--一一一一一寸一-T福b恥示而百而;---.1庁工函函両石r 】d函-瓦I

-Les manuel治s 1 du Pro口ojet， 1 
~n~~~/~~::~ I formations， le Projet邑laboreraetlou diffusera a pa仕Ir

prat剛 esde l interviews |eme  
gestion I de la 3'"'' annee， 8 ma叩 elsth邑matiquessur les sujets 

pa同icipativeet 1 1 suivants 

durable des ーlaproduction des plants ; 
for，邑tsau profit 1 
des 

-Ie reboisement ; 

populations -Ia coupe des bois ; 

locales sont -Ia gestion des feux de brousses ; 
elabores au 
moins pour 8 
th邑mes.

-Ia gestion du paturage ; 

四 la production du beurre de Karite de qualit邑

4LSLiP6riEure， 
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SommaireμIndicaleurs 
narれatif

I 一二

R岳sultat5 
Les partenaires 
locaux et les 
services 
forestiers 
une relation de 
collaboration 
plus etroite pour 
la gestion 
durable des 
forets 

Sources 只岳alisation(enjanvier201 0) 
de 
verification 

ーI'apiculturemoderne ; 

-I'exploitation des戸lantesm岳dicinales

ス工一一一一一--1一雨丙ortsTCe雨ins一面Font，荷3entar雨量正副ivite日白色一t前回
Les GGF/UGGF I du Projet， 
commencent a 1 Interviews 
effectuer de 
facon durable au 
moins 4 types 
d'activite de 
gestion 
foresti邑re
suivant le PAG 

5田1
Les rencontres 

ea 

巾

同

州

D
D
l
川
代

nド
h
1

、u-

P
F
日

h
a
u
t
 

r
h
'
A
U
L
H
 

des ressources foresti邑res.11 s'agit de 

-Production de plants: Bounouna， Dandougou， Wenga， 
Djanga， Tonga 

-Reboisement : Djanga， Bounouna， Soubaka， 
Fougangou邑， Ouratenga， Wenga， Tonga 

司 Ouvertu陪 depiste anti-feu : Djanga， Kadio， Gouara 

叩 Beurrede Karit浩debonne qualite : Kassand邑， Pima， 
Dandougou， Ouratenga， Fougangou岳， Faradjan， 
Wenga， Kadio， Gouara， Bougousso， 
Labola Sankrara， Dakie 

-Apiculture moderne : Bounou円a，Djanga， 
Toumouss岳m

ー Plantes m邑dicinales Soubaka， Toumouss岳m，
Djongolo， Tagnana 
Les 下encontres avec les acteurs locaux et les 
representants des autorites locales et des services 
techniques concern岳sont岳teorganisees six (6) fois 
depuis le d邑marragedu Projet. 

1) En 2007 
(1) L'Atelier de lancement du Projet (Ia renc口ntre
orgams岳eavec les acteurs locaux a Banfora le 
02/08/07): la diffusion des informations sur le 
d岳marragedu Projet 

2) En 2008 
(1) La prem治resession du Comite de Pilotage 
orgams岳ele 21/02/08 a Banfora : presentation du 
rapport d'activites 2007 et du PO 208. 

(2) Le s岳minairedes acteurs locaux organise le 

28/05/08畠 Banfora: la commercialisation du miel 
produit par le GGF de Bounouna a suscite la 
motivalion des autres GGF a mener ce社eactivite 

3) En 2009 
(1) La deuxi色mesession du Comite de Pilotage a岳t岳

organisee le 20102/09 a Banfora le rapport 
d'activit岳s2008 a岳t岳adopt，邑 LePO de I'annee 
2009 n'a pas岳t岳adopt邑畠causede la demande de 
la partie burkinabe de revoir le canevas de 
presentation du document. Le Comite de Pilotage 
a instruit a partie burkinab岳 d'adresse a la 
Coop邑ration Japonaise， une demande de 
modification du cadre logique du projet. 
(2) Le s邑minairedes acteurs locaux organis岳 le

19/06/09 a Banfora : les rapp口同sd'activit岳sdes 
GGF de Djanga， Soubaka et Dandougou ont 
stimule la motivation des autres GGF a 
entreprendre des activit岳s
(3) La tro自治mer岳uniondu Comit邑dePilotage tenue 
le 17/07/09畠 Banfora: I'adoption du PO et du 
budget de 2009. Le partage d'informations 
concernant la r，岳ponsede la JICA a la demande de 
~型社ie burlくinab岳 formulee a I'occasion de 1 

ゲ
ラし

avec les acteurs 
locaux et les 

ont I representants 
des autorites 
locales et des 
servlces 
techniques 
concern邑s se 
tiennent au 
moins 3 fois par 
an 
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Projet 

5-2 
Un protocole de 
coop岳ration est 
pass邑 entre le 
Projet et la 
Direction 
Regionale 
du MECV des 
Cascades. 
5-3 
Les relations de 
collaboration 
sont etaむlies
avec les 
soci邑t岳s civiles 
de la localite 

Rapports 
du Projet， 
Interviews 

市

同

附

0
0
{
川
代

p』
1
m
v

p
F
四

2
M
H
U
A
H
U
 

R

d
甘

11 est prevu qu'un protocole de collaboration soit passe 
entre le Projet et la DRECV des Cascades en janvier 
2010 

1) Le partenariat a岳t岳nou邑avecla soci邑t岳sp岳cialiste
de plantes medicinales Phytofla basee a Banfora 
(depuis novembre 2008). Le Projet confie la 
formation des GGF a Phytofla qui leur ach邑teles 
plantes m岳dicinalescueillies. 

2) Le partenariat avec une soci邑tespecialisee dans la 
transformation de fruits de saba，畠 savolr
BombaTechno bas岳e畠 Banforaest pn岳vu.Une 
formation est programm邑ea cet e汗eten mai 2010 
C'est le m邑mem岳canismede collaboration qui 

Les activit岳s
visant la gestion 
durable des 4 
forets class岳es
de Bounouna， 
Toumouss邑ni，
Gouandougou 
et Kongouko 
sont menees 
par la 
popul昌tion
locale a travers 
les GGF 
et les UGG 

1 . les forets 
class邑esciblees du 
Projet sont dot邑es
du zonage 
clairement de丹nlqUI 
constitue la base 
des activit邑sde 
gestion forestiere 

les 

Rappoはs
du Projet 

Les donnees n邑cessairespour le 
gestion des 4 for邑ts classees sont deja 
disponibles a la suite des岳tudesconduites par le 
Projet 
La delimitation， la cartographie par unit岳 de
gestion forestiere sera d岳finieau cours de la 3eme 

ann岳edu Projet. Les travaux d'ouverture de piste 
servant 邑galement comme pare- feux sont 
pr邑vus.

2. Les objectifs 
d'am岳nagementde 
chaque for岳tclass岳e
ciblee sont bien 
d岳termineset les 
activit岳sde gestion 
forestiere conformes 
a ces objectifs sont 
effectu岳espar les 
GGF/UGGF de 
durabl 

Rappo同s
du Projet， 
Interviews 
Question-
naire 

Au moment de I'evaluation a mトparcoursen 
janvier 2010， 1日 m司orit岳desGGF form邑spar le 
Projet a deja entam邑leursactivites de gestion 
foresti邑reet celles generatrices de revenus. Les 
bases de la gestion durable de forets par les 
populat旧nslocales sont donc en train de se 
constituer. 

ゲ
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ANNEXE4 MOYENS HUMAINS MIS EN PLACE 

1 Partie Japonaise (Moyens humains) 

(1) Experts japonais 

Domaine Nom P岳rioded'envoi 
charg岳

1 Conseiller MIZUSHINA Shu 2007/7/1 -11/29 
technique 2008/2/5司 3/5
principal 2008/4/22田 6/20

2009/1/19 -3/31 
2009/5/27 -8/1 
2010/1/5 -

2 A/ djoint au CTP TEJIMA 2007/11/7 -12/21 
Amelioration Shigeharu 2008/5/14田 8/1
du cadre de vie 2008/10/1司 12/29

2009/3/22 -6/9 
2009/9/30 -

3 D岳veloppement lくADOAtsuyuki 2007/7/15 -10125 
participatif (1) 2008/4/23 -7/11 

2008/1011 -12/29 

4 Developpement れAUTOTamaki 2008/1/6 -3/5 
participatif (2) 2008/5/14句 8/1

2009/1/19 -5/18 
2010/1/5 -

5 Gestion KO日AYASHI 2007/7/1 -8/29 
administrative Miwako 2008/4/22句 6/5

6 Gestion TEJIMA 2009/6/10 -7/24 
administrative Shig岳haru

7 Gestion SAKAI Fumiko 2009/9/30 -11/28 
administrative 
Isupervision de 

U旦formatio旦一

(2) Personnel envoy岳austage au Japon 

Nom Organisme Titre du stage 

OUATTARA Ex-coordonnate Forest watershed 
N'Grazie ur national environmentlwater 
Thomas & soil conservation 

2 KINI B. Nestor Coordonnateur Practical case 
national studies on 

sustainable forest 
mana口ement

3 OUEDRAOGO Direction Forest 
Mahamadi regionale des management 

Cascades through 
MECV c口町existence

ANNEXE4 114 

HM Resultats escompt岳S en 
charge 

6，07 1 a 5 
1.00 
2，00 
2.43 
4，47 

1，50 1a 5 
2，67 
2.96 
5，67 

3，43 1，2 et 5 
2，67 
3，00 
2，00 1，2，3 et 5 
2，67 
4，00 

2，00 1 et 5 
1，50 
1，50 4 et 5 

2，00 1，2，3 et 5 

Periode de R岳sultatsescomptes en 
stage charge 

2008/8/24 a 1 a 5 
9/13 (Retour 
avance en 

ralnsto岳n) de la 
sa 
2009/8/19 a 1 a 5 
11/8 

2008/8/24 a 2、4
11/15 

メ
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(3) Personnel d'appui au Proje! 

Nom Fonc!ion P岳riodede con!ra!* 

1 TRAORE Kasson Facili!a!eur assis!an! 200719 a 2008/3(1色reann岳e)
2008/4畠2008/7(2色meann岳e1) 
2008/10畠 2008/12(Premi色repaばiede la 2邑me
ann岳e2) 
2009/1 a 2009/7(Dern治repa吋iede la 2eme 

annee 2) ー(3
2009/10 邑meannee) 

2 SIRI Moussa Facili!a!eur assis!an! 2008/5 a 2008/7(2eme ann邑e1) 
2008/10畠2008/12(Premi色repa凶ede la 2告me
annee 2) 
2009/1 a 2009/7(Derniere pa吋iede la 2邑me
annee 2) (quitt邑lepos!e en raison personnelle) 

3 COULlBALY Denise Facili!a!eur assis!an! 2008/10 a 2008/12(Prem治repartie de la 2色me
ann岳e2) 
2009/1 a 2009/7(Derni邑repa附ede la 2色me
ann岳e2) 

2009/10 -L3eme annee) 

4 TRAORE Mohamoudou Facili!a!eur assis!an! 2009/10 -(3色meann邑e)
5 TRAORE Marie Secre!aire/comp!able 200719 a 2008/3(1色reannee) 

2008/4畠2008/7(2色meannee 1) 
2008/10 a 2008パ2(premi告repartie de la 2eme 
annee 2) 
2009/1 a 2009/7(Derni邑repa巾ede la 2eme 

annee 2) ー(3
2009/10 邑meann岳e)

日 SAYOU Daouda Chauffeur 2007/8~2008/3(恰re 日nn邑e)

2008/4~2008/7(2岳me ann邑e1) 
2008/1 0 ~ 2008/12(Premi色repa吋iede la 2eme 
ann邑e2) 
2009/1 ~ 2009/7(Dern治re pa吋ie de la 2邑me

annee 2) ー(3
2009/10 色meann岳e)

7 KONE Issouf Chauffeur 2008/5~2008/7(2邑meannee 1) 
2008/1 0 ~ 2008/12(Premi色repa同ede la 2色me
annee 2) 
2009/1 ~ 2009/7(Derni色re pa同ie de la 2邑me
ann邑e2) 
2009/10 -(3色meannee) 

合Dela 1色reannee a la premi色repartie de la 2色meannee 2， le personnel d'appui au Pr吋e!pris en charge par 

le budget japonais a e!e mis a disposi!ion du pr吋e!a !ravers le con!rat de pres!a!ion de service pass岳en!rela 

pa吋iejaponaise e! le bureau burkinab色Apartir de la derni色repa凶ede la 2色meannee 2， le personnel d'appui 

es! fourni par le con!ra! de pres!a!ion de services pass岳direc!emen!chacun des personnes concernees. 

メ
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2 Partie burkinab色(Moyenshumains) 

(1) Liste des forestiers homologues (a la date de 31 d岳cembre2009) 

N。 Nom etPr，岳noms Emploi Poste 

Direction des Forets 

01 DOULKOM Adama 
Inspecteur et Ing岳nieur des 

Directeur des For'岳ts
Eaux et For，岳ts

02 COULlBALY Sia 
Inspecteur et Ing岳nieur des Chef de Service de l'Am岳nagementdes 

Eaux et For岳ts For，岳tslDirectiondes Forets 

Direction Regionale 

01 GUINKO Adama Inspecteur Directeur R岳gionaldes Cascades 

02 OUEDRAOGO.K.Mahamadi Contr白leurdes Eaux et Forets CumulativementlChef SRPSE 

Contr凸leurdes Eaux et Forets Chef/Service Regional de la Protection 
03 SANOU K Bruno 

et de la Surveillance 

Contr凸leurdes Eaux et Forets Service Regional de la Protection et de 
04 OUBDA Moussa 

la Surveillance 

TSξnvironnement Chef/Service Regional de l'Am岳Iioration
05 BATIONO Barth岳i岳my

du Cadre de Vie 

Assistant des Eaux et Fon岳ts Service R岳gionalde l'Am岳Iiorationdu 
06 YE .P. Moctar 

Cadre de Vie 

07 OUATTA民A Seriba Assistant des Eaux et For，岳ts Service R岳gional de l'Administration et 

des Finances 

08 KY Prosper Pn岳pos岳desEaux et Forets Service Regional de la Conservation de 

la Nature 

Direction Provinciale 

01 BIKIENGA Salimata Inspecteur Directrice Provinciale la Comoe 

02 OUEDRAOGO Animata Contr凸leurdes Eaux et Forets R岳gisseurde la Direction Provincial 

03 TRAORE Hamade Contr凸leurdes Eaux et Forets Service Provincial de la Conservation 

de la Nature 

04 BADO Jean Marc Assistant des Eaux et For，岳ts Chef de servlce provincial de la 

Planification 

Projet 

01 KINI B. Nestor Inspecteur Coordonnateur National 

Services Departementaux concernes 

01 BATIONO Toussaint Controleur des Eaux et Forets Chef/SDECV/Sid岳radougou

02 ZONGO. W. Pascaline Pr岳pos岳desEaux et Forets SDECV/Sid邑radougou

03 DABIR巨.N.R岳ne Assistant des Eaux et Forets SDECV/Sideradougou 

04 KY Bruneau Pr岳pos岳desEaux et For岳ts SDECV/Sid岳radougou

05 DABIRE Julien Controleur des Eaux et For，邑ts Chef/SDECV/Banfora 

06 DABIRE Romaric Assistant des Eaux et Fon岳ts SDECV/Banfora 

却
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07 ZONGO .Y. Francois 

08 KABORE Hamidou 

09 SAWADOGO Harouna 

10 BOUDO Salif 

11 SANGARE Belko 

12 OUATTARAAlexis 

13 NEYAPaul 

14 SAWADOGO S邑kou

15 NABI Michel 

(2) Coordonnateur National 

I Nom 
OUATTARA 
hJ'Grazie Thoma直

KINI B. Nestor 

Assistant des Eaux et For岳ts

Assistant des Eaux et For.岳ts

Assistant des Eaux et Forets 

Pr，岳pos岳desEaux et Forets 

Militaire a la retraite 

Assistant des庄司uxet Forets 

Prepos岳desEaux et For，告，ts

Assistant des Eaux et For，岳，ts

Prepos岳desEaux et For岳ts

Inspecteur 

SDECV/Banfora 

SDECV/Banfora 

SDECV/Banfora 

SDECV/Banfora 

SDECV/Banfora 

Chef/SDECV/Soubaka 

SDECV/Soubaka 

Chef/SDECV!Tiefora 

SDECV汀1岳fora

P邑riode

2007/8 a 
2008/12 

2009/1 -

en d岳cembre

(3) Personnel d'appui au projet 

Nom Fonction Organisme P岳riode Remarque 

KABORE Abdoul Secr岳taire/comptable Projet 2009/1句 Contractuel par la 
Wahab contrepartie nationale 

2 TRAORE Blaise Chauffeur Projet 2009/1 - Contractuel par la 
contrepartie nationale 

3 SAWADOGO Yubert AP岳gpeinntieriste Projet 2009/1 - Contractuel par la 
de liaison contrepartie nationale 

4 HEMA Midibahaye Agent de liaison Projet 2009/1 - Contractuel par la 
contrepartie nationale 

5 LALOU Dauda Gardien Projet 2009/1 - Contractuel par la 
contrepartie nationale 

メ
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ANNEXE5-2: Moyens Physiques Mise en Place par la Partie Burkinab岳

1) 1(un) V岳hiculePick-up 

2) 2(deux) Postes Tel岳vlseurs

3) 2(deux) Ordinateurs Portables 

4) 2(deux) Ordinateurs de Bureau 

5) 2(deux) Imprimantes 

6) 1 (un) Refrigerateur 

マ
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ANNEXE 6: Structure d・ex岳cution

Concept de structure executive suppose durant le present Projet 

:、
Equipe de Pro.同 Administration forestiere 
COOげ'donnateur App凶a陥

-DirFor， DGCN， MECV 
nationa 8FI + Equipe formation et a 

d'ex問出ja岡田浴+ I'el，bo悶uondu -DRECV Cascades 
Pe隠onnelde suppo比 PAG DPECV de la Comoe 

日F+ Equipe Se刊icesdepartementaux Pa同iePopu畑山on

Consullants BF concernes Habilants 
Travail collectif 

Vu1garisation 
y 
GGFj ド±

CVDet 口市

I Commun回 tion/rapport t UGGF 
vlllag印，ises

Comite de Foπnation同Ivail existantes 

Pilotage onfi刷出 Elus 10白山

Notables 

Parties locales 

concemees: Consei!fappui 

Services techn悶ues

r句[ona山，prl削 inciauxet 

de同時:emen包UX，autor1tes 
10回 fes，organismes 

administratifs approuvant 
le PAG 

よ〉
Concept de la future structure executive du PAG suppos告eapres le present Projet 

10甲山mese胸 mesde
soutien口NG，o唱amsme
1 de CQO同ration

intemationale et pays 

donateu隠

Parties locales∞ncemees 
Services techniques 

regionaux， provinciaux 成

departemen包U明，autorites 

10回 les，0唱anismes

administratifs approuvant!e 

PAG 

St札rcturede mise en但 uvredu PAG 

dministration forestiere 

DirFor， DGCN， MECV 
DRECV Cascades 

DPECV de la Comoe 

Se刊cesdepa同ementaux

Partenaire 

PaけiePopulation : 

Travail collectif 

Habi包nts

CVDetO叩

vil陥Igeoises

existantes 

Elus locau>: 

Nolables 

~ 
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ANNEX巨8: Examen du processus de mise en auvre du projet 

仏山 Objets!わ υ

1. Modification 
de PDM 

2. R岳alisation
des activites 

ごνSources

Rapp口同s du 
Projet， 
Interviews 

L7心 Resultat刷 .rrioiSde.janVier 20.10い三:
Le PDM du Projet a岳t岳modifi岳1seule fois， au c口ursde la 3色me

時uniondu Comite du Pilotage au 17/07/09 

Cette modification vise principalement a impliquer d'avantage la partie 

burkinab邑parleur propre gre aux Activit邑duProjet. 11 s'agit d'une 
modification du proc岳dede mise en auvre et non pas un changement 

important influant sur le contenu du PDM 

Les points modi自由ssont ci-dessous.] 

Les Indicateurs concern邑sont岳temodifi岳s pour plus de precision 

1) Une activit岳Cトdessousa et岳introduitepour enrichir d'avantage les 

activit告sconcretes visant le renforcement du personnel du service 

forestier. 

. Activit岳desuivi r邑alis岳parle personnel des services forestiers des 

niveaux central et d岳concentre(Activite1-5 dans le PDM modifi色)

2) Le Projet soutient pa巾ellementles activit邑svisant la planificat旧net 

la mise en auvre du programme d'activit岳spour la gestion foresti邑re

• Les activit邑sde reboisement担arles Communes (Activi給与3dans le 
PDM modifi岳)

(0)品函raH己n-1R-appc)rts...-au-l工高記u¥ilTescje下rep，両t而EJljU6百五larぷl石両一込~UVら函百五tivi函
Projet， I visant les R岳sultatsAttendus ont岳t岳地alis邑escomme suit 
Interviews 

AO.1. Faire la田vuedes岳tudesrealis岳esainsi que les r邑sultatsdes 
moiets similaires 

[lndicateurJ 

-Les documents et les rapp口同sexistants (copie et original) sont 
collect邑set consult邑s

[Etat de I'atteinte de l'lndicateur】
自 Lesdocuments et les rappo吋snecessaires ont岳tecollect岳spour 
邑treexamin岳s

AO.2. Mettre en place le bureau du Projet au niveau local ainsi que 
les ressources humaines et mat岳rielsnecessaires pour I'execution 
des activit岳s

[1 ndicateur 1 
句 Unbureau de projet est mis畠ladisposition du Projet 
句 Lepersonnel d'a戸puiest問crutedans le cadre du projet au 
nombre de 5 

自 LeProjet est dote de materiels roulants， des equipements 
informatiques et bureautiques n邑cessairesa la mise en auvre 
deS activites du Proiet 

【Etatde I'att副intede l'lndicateurl 
ー L'installationdu bureau du Projet a I'int告rieurdes locaux de la 
Direction Regionale en juillet 2007 
-Le Projet a engag岳6personnes pour les activites prevues et 7 
personnes pour I'accompagnement des GGF ainsi que pour le 
suivi des activites 
-Vehicules， motos， ordinateurs et aut陪sequipements ont岳te
install岳s
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Aoe0坦3.fEMdeu ttrPe rDein et place unmeCanisme de cDordination de ja mise en 

[Indicateurl 

Le Coordonnateur National est a汗'ect岳auProjet par I'arrete 

ministeriel 
La session du comit邑depilotage est tenue 2 fois par an. 

[Etat de I'a!teinte de l'lndicateur] 
Un Coordonnateur National (CN) est affect邑enjuillet 2007. Suite 
au d岳c邑sde ce dernier en decembre 2008， I'actuel CN est 
nomη1岳.
L'arn告t邑minist岳rielpo吋:antsur la creation du Comite du pilotage 

(JCC) du Projet a et邑promulgu岳enretard Uevrier 2008) ， la 

preml色rer邑uniona eu lieu en f，邑vrier2008， la deuxi色mereunion 
en f，岳vrier2009 et la troisi色mea eu lieu en juillet 2009. 3 reunions 
du Comit岳日utotal se sont organisees 

ANNEXE8 2/9 

添付資料1

75



(1) Activites I Rap戸orts du I Le Projet a mise en 母 uvreune serie de formations a I'egard du 
visant le I Projet， I personnel des services forestiers au niveau central et d岳concentr，岳畠
R岳sultat I Interviews I peu pr色scomme prevu. Les capacites du personnel ont岳terenforc岳es.
At!endu 1 

Activite1-1 Evaluer les capacit岳stechniques et organisation切
nelles actuelles des services forestiers au niveau central et 
d岳concent時 envue de leur renforcement 

【Indicateurl
ーLessessions d'auto皿岳valuationsont tenues 1 fois au niveau 
central et 1 fois au niveau d邑concentre
-Au moins 10 forestiers y pa吋icipentau niveau central et au 
niveau d岳concentr岳

【Etatde I'at!einte de l'lndicateurl 

ーLessessions d'auto-邑valuationsont tenues 1 fois au niveau 
central et 1 fois au niveau d岳concen廿邑
-42 personnes ont pa凶cip邑auxsessions de 3 jours au niveau central 
(14 pa尚cipantspar jour en moyenne). 
-27 personnes ont pa吋icipeaux sessions de 3 jours au niveau central 
(9 pa出cipantspar jour en moyenne). 

Activit埠1-2R岳aliserdes formations et des ateliers en mati邑rede 
conceptωn et de mise en auvre des plans d'amenagement et de 
gestion partiαpative des for色tsau profit des services forestiers 

【Indicateur】

-Les sessions de formation sont tenues 2 fois au niveau central et 2 
fois au niveau d岳concentre

ーLaformation traite au moins 2 th色mes
司 Les干orestiersy pa巾cipentau nomb陪 cumulatifde 20 (10x2) au 
niveau central et de 20 (10x2) au niveau d岳concentre

【Etatde I'atleinte de l'lndicateur】

Au niveau central : une session de formation sur ，de PAG >> et ，da 
Participation>> a ete organisee (Ie nombre de pa吋IClpan恰 12

personnes) 

Au niveau d邑concentr，告 une formation sur ，de PAG>> et ，da 
Pa同icipation>>(Ie nombre de pa吋IClpan恰 6personnes) ainsi que 

sur (( le Rangement du bureau>> (Ie nombre de participan恰 5

personnes envo~岳es par 4 postes d岳partementaleset par la DP 
ont岳teorganis邑es

Activit岳1-3R岳aliserdes formations sur les techniques de 
gestion participative et duraむledes foro岳ts日uprofit des agents 
forestiers 

【Indicateur】

Les sessions de formation sont tenues 2 f'口is au niveau 
d岳concentr岳

Les forestiers y paはicipentau nombre cumulatif d'au moins 20 
(10x2) 

[Etat de I'atleinte de l'lndicateur】
句 LeProjet a r岳alis岳3jours de formation sur les techniques de gestion 
des forets au profit des agents forestiers au niveau d岳concentre.Les 
th邑mesde formation sont; ，【 l'岳volutiondu role de I'agent forestier 
dans la mise en但 uvrede la gestion pa耐cipativedes forets >> ; (( la 
technique de I'apiculture m口derne>> ; et (( les produits forestiers non 
ligneux >>. Le nombre de pa吋icipantsetait de 10 par jour， 30 
personnes au total ont岳t岳formees
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Activit岳1・4realiser des forma!ions sur le suivi -邑valua!iondes 
ac!ivi!岳sde ges!ion担articipa!ivee! durable des for岳!sau profi! des 
agen!s fores!iers 

【Indica!eur】
ーLessessions de forma!ion son! !enues 1 fois au niveau cen!ral e! 1 
fois au niveau deconcen!re 
ー Lesfores!iers y pa附cipen!au nombre de 10 (1 Ox1) au niveau 
cen!ral e! 10 (1 Ox1) au niveau d岳concen!re

[E!a! de I'at!ein!e de l'lndica!eur】
同 Laforma!ion organis岳e au niveau d岳concen!re: ({ PCM)) (12 
participan!s)， ({ la prise de no!e e! la comp!abili!e )) (6 participan!s)， 
e! ({ le suivi e! I'evalua!ion )) (9 pa吋icipan!s)

ーLaforma!ion organis邑eau niveau cen!ral : ({ le suivi e! l'岳valua!ion)) 
(8 pa仕icipan!s)

Activit岳t・5 Faire le suivi/con!r凸lep岳riodiquepar l'岳quipedes 
fores!iers concern邑s

【Indica!eur】

日 Lesuivi es! effec!u岳1fois戸ar!rimes!re， soi! 4 fois par an 

[E!a! de I'at!ein!e de l'lndica!eur】

En juille! 2009官 unv邑hiculea e!e ced岳 dela part du bureau 
residen! de la JICA au Burkina Faso a la DRMECV des 
Cascades. Ce v岳hiculees! u!ilisable pour la mise en c剖 vredes 
ac!ivi!es de suivi realis邑espar des agen!s fores!iers. C'es! ainsi 
que le sys!色mede suivi mise en田 uvrepar les agen!s fores!iers a 
岳!emise en place. La !ourn岳ede 陪quiped'agen!s fores!iers pour 
le suivi de 4 jours sur le !errain es! prevue en frequence de 3 fois 
par an e! a paばirdu mois de janvier 201 0 

(2) Ac!ivi!邑s Rappo吋.s du La forma!ion a e!邑miseen auvre a peu pn告scomme prevu au profi! 
visan! le Proje!， des 27 GGF. Les !h岳mesde forma!ion son! ({ les comp岳!ences
只邑sul!a! In!erviews n邑cessairespour la ges!ion durable des for邑!S)) ({ la capaci!邑
At!endu 2 organisa!ionnelle )) ({ les compe!ences pour les ac!ivi!es 

genera!rices de revenu )) 

Activit岳2-1Evaluer les capaci!岳s!echniques e! organisa!ionnelles 
ac!uelles des GGF e! des UGGF exis!an!s 

【Indica!eur】

ーLarencon!re d'邑valua!iones! effec!u邑e1 fois par village， soi! au 
!o!al 24 fois 

【E!a!de I'at!ein!e de l'lndica!eur】

-Les岳!udeson!卓治 meneespour connaitre I'e!a! ac!uel des 13 GGF 

exis!an! sur les 9 villages， des 15 villages d岳pourvuesde GGF e! des 

2 UGGF cons!i!u邑essur les deux fore!s class邑es.Concernan! les 

villages 0白 GGFn'exis!e pas， le Proje! a men岳 uneenqu邑!e

simplifiee aupr色sdes personnali!邑sclefs de village repr邑sen!邑essoi! 

par le Comi!岳deges!ion du !erroir soi! par le Comi!邑deges!ion du 

developpemen! villageois. Les resul!a!s de ces enque!es on! fai! 

I'obje! de I'analyse 

Activit岳2・2Renforcer les capaci!邑s!echniques e! organisa!ionnelles 
des GGF e! des UGGF exis!an!s dans les villages concern岳spar le 
Proie! 

【Indica!eur】
崎 Lessessions de forma!ion son! !enues 2 fois 
ーLesmembres de bureaux son! renouveles dans 13 GGF exis!an!s 
ーLaforma!ion es! effec!uee avec les !hemes de ({ Prise en no!e e! 
ges!ion comp!able )) e! ({ Planifica!ion )). グ
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[Etat de I'atteinte de l'lndicateurl 

-La formation sur αla prise de notes et la comptabilit岳>>a邑t邑r岳alis邑e

au profit des 103 membres executifs des 27GGF ainsi qu'au profit 

des 617 membres des 21 GGF. 

司 Laformation sur (( la planification)) a岳terealisee au profit des 

319 membres des 21 GGF. 

ーLeProjet a appuye les 13 GGF existants pour leur reelection du 

comptable， du secretaire et du controleur parmi les villageois 

alphab邑tes

Activit岳2-3Promouvoir la cr邑ationde nouveaux GGF et UGGF dans 
les villages riverains des 4 FC 

【Indicateurl
14 GGF et 2 UGGF respectiveme円tpour la FC de Gouandougou et 
celle de Kongouko sont nouvellement cre邑s

【Etatde I'atteinte de l'lndicateur】

-3 ateliers de sensibilisation visant 1自 cr邑ationdu GGF ont邑t岳

organls岳5dans les 14 villages depourvus du GGF. Le Projet a ainsi 

appuy岳 lacreation du GGF en accompagnant I'organisation de 

I'election du bureau ex邑cutifet I'election 9邑n邑raleau village. A la fin 

janvier 2009， 14 GGF nouvellement crees ont岳teofficiellement 

approuv岳s.

Activit岳2-4Realiser des formations sur les techniques de gestion 

foresti色re(pepini告re，plantation，gestlondes fel」x，eetcxp) loitat旧ndu 
bois de chau汗e，bois d'但 uvre，carbonisation， PFNL， 

[Indicateur】

日 Lessessions de formation avec 8 th邑mesdi宵告rentssont tenues au 
moins 1 fois pour 1 GGF， soit au total216 (8 x 27) 

時 AurT1DIns 6TO0m(1 embres de GGF y pa吋cipentpour une session， soit 
au total2160 (10 x 216ト

[Etat de I'atteinte de l'lndicateur】

Les sessions de formation ont ete organisees sur les 12 th邑mes
suivants. Le nombre total des participants ci-dessous est sous-estim岳
car le comptage du nombre des pa出cipantsn'邑taitpas systematique 
lors de la formation de suivi. 

Theme de formation Nombre de Nombre de 
cesslons participants 

1) Apiculture moderne 19 397 
2) Production des plants 26 455 

3) Reboisement 26 373 
4) Amelioration de la qualit岳 30 1，156 
du beurre de Karit岳
5) Valorisation des plantes 16 123 
medicinales 
6) Carbonisation 20 260 

7) Gestion des feux 20 577 
8) Gestion du paturaロe 8 256 
9) Coupe de bois 8 119 
10) Am岳liorationde la qualit邑 7 350 
de soumbala 
11) Prise de notes 50 456 
Icomptabilite 
12) Gestion de revenu 21 304 

ゲ
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Ac!ivi!岳2明5 R岳aliser des formations sur les techniques de 
n邑gociationet de vente des produits forestiers au pro朽tdes GGF et 
des UGGF 

【Indicateur】

自 Lessessions de formation sont tenues 1 fois par GGF， soit au total 
27 fois. 

句 Lesrnembres de 2G7G0F (1y 0 participent au nombre d'au mDIns10par 
GGF， soit au total 270 (10 x 27) 

【Etatde I'atleinte de l'lndicateur】

ーLaformation sur << la gestion de revenu }) a岳t岳organiseeau profit 
des 21 GGF pour 308 participants dont 136 femmes 
ω21 sessions sur (( la gestion de revenu }) ont邑teorganis岳esjusqu'au 
mois de d岳cembre2009 

Activit岳2・6 R岳aliserles formations sur le suivi-岳valuationdes 
activit，岳sdes GGF et des UGGF 

【Indicateurl

ーLessessions de formation sont tenues 1 fois par GGF， soit au total 
27 fois 

同 Lesmemむresde 2G7G0F (1y 0 participent au nombre d'au mDIns TOFar 
GGF， soit au total270 (10 x 27) 

【Etatde I'atleinte de l'lndicateur】

Le Projet a engag岳7assistant-facilitateur ayant pour r凸lede suivi 
des activit岳s a I'egard des GGF， de consolider la capacit岳
organisationnelle de ces derniers et d'assurer la liaison entre les GGF 
et le projet. Le Projet a realis岳uneformation sur la planification dans 
le cadre de la formation de suivi-邑valuationau profit des 325 
participants (dont 144 femmes) des 21GGF. 

(3) Activit岳s Rappo吋:s du Les activit岳sont岳t岳miseen由 uvresuivant le PO. Certains GGF ont 
visant le projet， entam邑leursactivites 9邑neratricesde revenu telles que la production 
民岳sultat Interviews et la vente des charbons (produits forestiers ligneux)， la production et 
Atlendu 3 la vente du miel， de la plante medicinale， du beurre de Karite (produits 

forestiers non ligneux). Ces activites-I畠 commencenta gen岳rerdu 
revenu 

Activit岳3-1Evaluer les besoins en infrastructures et岳quipements
SOCIOー邑conomiquesprioritaires de la population locale et analyser 
leur faisabilit岳

[Indicateurl 

Une liste des besoins identifi邑sest岳tablieavec la mention de 
faisabilit邑

[Etat de I'atleinte de l'lndicateur】

Apr邑saVOlr men邑eune enqu邑tesimpli自由esur les besoins aux villages， 
le Projet a conduit une etude sur I'amenagement des ressources 
hydrauliques pour clarifier la faisabilite et la p円orit邑desvillages 

Activit岳3・2Planifier et r邑aliserdes activit邑svisant la valorisation des 
ressources ligneuses et non ligneuses par la population locale 

[Indicateurl 

Au moins 6 types d'activit岳*3sont s岳lectionneesparmi celles 
岳num岳reespar les membres de GGF et ces activit邑ssont planifi岳es
et mises enωuvre.。
【Etatde I'atleinte de l'lndicateurl 

Le Projet a men邑eune enquete simplifi岳esur les activites permetlant 
I'amelioration de conditions de vie pr邑fereesdes 27GGFafin de clarifier 
les besoins de chaque (cf.2-4) 

メ
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Activit岳3-3Planifier et realiser des activites visant la satisfaction des 
besoins en infrastructures socio-邑conomlquespr旧ritairesretenues 
au profit de la population locale 

[1 ndicateur 1 
知 Aumoins 1 type d'infrastructures est s岳lectionneparmi ceux 
岳numer邑spar les membres de GGF et I'amenagement de ce type 
d'infrastructure est planifi岳etr岳alise.

【Etatde I'atleinte de l'lndicateur】
-A pa吋irdes r，岳sultatsd'enqu邑tesur I'infrastructure hydraulique， en 
examinant la pertinence en ce qui concerne I'installation du forage en 

vue de la production de plants， le Projet a s邑lectionne7Villagesd3pernne t 
3 se verront岳tredotes d'une infrastructure hydraulique en 
annee. Le Projet a install邑unchateau d'eau sur les deux villages 
dans le cadre de I'activite pilote 

(4) Activites Rapports du L'elaboration de I'avant-projet des PAG est prevue pour la 3色meann邑e
visant le Projet， du projet. Ce retard par rappo吋auPO est du au fait qu'en 1色reann岳e，
R岳sultat Inter、lIews

iI fallait le temps pour que la pa吋ieburkinabe approfondisse sa 
Atlendu 4 

comprehensi口ηsurla coop邑rat旧ntechnique de la JICA 

Activit岳4-1Elaborer le PAG de chaque FC 

[Indicateurl 

-1 PAG est岳laborepourchaque FC cibl岳e，soit au total 4. 

【Etatde I'atleinte de l'lndicateurl 

Le Projet a mene une etude sup担lementairesur les ressources 

animales Ccollecte des donn邑essur les 4FC ， zones des produits 

forestiers， d邑velop戸eurspotentiels)日finde collecter les donn邑esde 

base en vue de l'岳laborationdu PAG. En outre， une etude sur la 
possibilite d'exploitation des produits forestiers non ligneux ainsi 
qu'une岳tudesur le marche de bois a Banfora ont et岳realiseespar le 
projet. Les PAG seront邑labor邑encollaboration entre les experts 
japonais et leurs homologues burlくinab色pourque le concept de la 
pa同ejaponaise soit pris en compte dans les PAG.しもlaborationdes 
PAG de 4 FC s'ex岳cuterasuivant le chronogramme fix岳parle Projet 

Activit岳4-2 Demarrer les activites de gestion foresti邑re
conformement aux prescriptions des PAG邑labor岳s

[Indicateurl 

L'elaboration de PAG commence en octobre 2009 et les activites 
concr色tessuivant le PAG sont d邑marr岳esen octobre 2010 

[Etat de I'atleinte de l'lndicateur】
しもlaborationde I'avant-projet des PAG n'est pas encore d邑but邑e.

Activit岳4-3Elaborer un guide methodologique d'am岳nagementdes 
forets dans la zone sud -soudanienne du pays 

[Indicateurl 

Un guide m岳thodologiqued'am岳nagementdes forets dans la zone 
sud-soudanienne est岳labor，岳.

【Etatde I'atteinte de l'lndicateurl 
じ岳laborationde I'avanιprojet est prevue au cours de la 3邑meann邑e
(octobre 2009-aout 2010) 

Activit岳4・4Etablir des guides pratiques 
rae ppparortpICriieps a 

pouria 
population locale en mat治rede gestion foresti色 tive

[Jndicateurl 

Les manuels pratiques pour 8 th色mesdifferents sont elabores 

[Etat de I'atleinte de l'lndicateur】
しもlaborationdes avant回projetest prevue au cours de la 3 eme annee 
(octobre 2009-aout 2010) グ
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(5) Activites Rapports du Les activit岳ssont a peu pr邑smises en auvre suivant le calendrier ce 
visant le Projet， qui fait que le Projet est de plus en plus reconnu par les acteurs locaux. 
R岳sultat Interviews 
Attendu 4 Activit岳5・.1Organiser des seminaires pour presenter le Projet aux 

autorit岳slocales et aux services concernes 

[Indicateur 1 
ーLes岳minairedes acteurs locaux est organis岳1fois par ans， soit au 
total 5 fois durant le projet 
=-Au moins 80 participants sont ~résents dans chaque~岳mlnalre

【Etatde I'atleinte de l'lndicateur】
Le seminaire des acteurs locaux a ete organis邑3fois. Le nombre 
de participants etait de 214 personnes pour les deux derniers 

seminaires. Celui du premier s邑minaireest inconnu.) 

Activit岳5-2R邑aliserdes岳changeset diffuser des informations sur le 
Projet a travers des rencontres techniques， des rapp口同sd'activit岳s
et des differents canaux d'information 

!lndicateurl 
ーLasession du comit岳depilotage est tenue 2 fois par an， soit au 
total10 fois durant le Projet 
-Au moins 29 types de rapports d'activites sont prepar岳s.

ーLejvDouvma口ae|de Prqet est oprロuabnHe12fDlS 
ーLevovaae d'etude est oraanis邑3fois 

【Etatde I'atleinte de l'lndicateurl 

ーLeComit告depilotage (JCC) s'est reuni 3 fois (en fevrier 2008， en 

fevrier 2009 et en juillet 2009) 

ーLeDocument de projet， le rapport de d邑marrageet 3 rappo吋sde fin 
des operations ont邑terediges. Les rappo同sde formation ont邑ぬ
remlS aupr告sde la Difor. 
-6 leltres d'information ont邑t邑publiees

Activit岳5-3Appuyer le service forestier pour la supe同isiondes 
activit邑sforestieres programmees dans les Plans de Developpement 
Communal des Communes concernees 

[Indicateur 1 
ーLesforestiers concern邑seffectuent au moins 1 fois par trimestre， 
soit 4 fois par an une supervision des activit岳sdu secteur forestier 
inclues dans le Plan de D岳veloppementCommunal 

【豆tatde I'atleinte de l'lndicateur】
ーLesactivites d岳marreronta pa吋irde la 3色meaηnee.

3. Gestion de 
la mise en 
。9uvre du 
-(1r)IqJEStt-ru-ctーure Rappoは:s du じimplicationdu personnel burkinabe s'est renforcee a la suite des 
de mlse en projet， deux facteurs ; le d岳blocagedu budget de la contrepartie nationale en 
α=:!uvre Interviews 2008 qui a rendu possible le paiement des frais jusqu'a certain niveau ; 

la possibilit岳 pourle personnel des services forestiers d'intervenir 
en tant que formateur pour la formation de la technique de gestion 
forestiere a pa出rdu mois d'octobre 2009. 

(2) Proc邑dure Rapports du ーComit邑depilotage (JCC) 
de la prise de Projet， Le Comit岳depilotage s'organise suivant la proc岳dureburkinab告 Le
decision et du Interviews projet rend compte des activit岳sr岳alis邑es，de l'岳tatde realisation des 
suivi R岳sultatsAtlendus， et du calendrier des activit岳sa venir. 

句 Suivir岳alis岳parle Projet 
Le Projet emploie des personnes pour le suivi des acti明治sdes GGF. 
Ces personnes sont tenues a effectuer le suivi de chaque GGF et a 
rendre compte des r岳sultatsdu suivi au Projet 

ーPr口cedurede la prise de d邑cisiona travers le Coordonnateur 1¥lation 
Le Projet a mise en place un syst邑mede collaboration ou 
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4 
Communicati 
on interne au 
Projet 

5. Partenariat 
avec des 
acteurs locaux 

6. Autres 
岳l岳ments
influant sur le 
processus de 
mlse en 
oeuvre 

Rapports du 
Projet， 
Interviews 

Rapports du 
Projet， 
Interviews 

Rapports du 
Projet， 
Interviews 

Coordonnateur National joue le role d'inteげ'aceentre l'邑quipedu Projet 
et la pa同ieburkinab色
C'est ainsi que'une relation permanente de coordination est assuree 
pour la mise en ωuvre des activit邑sdu Projet 

自 Lesyst色mede supe刊 IS旧nassuree par la pa巾eburkinab色
La supe何回旧nest assuree par une equipe comprenant le Directeur 
R邑gionalet le Directeur Provincial qui n告alise la tourn邑edes GGF 4 
fois par an. 

-Gestion de la mise en auvre du Projet par le PDM et le PO 
Le Pr'吋etgere la mise en auvre des activi恰ssuivant le pO annuel. Le 
PDM a fait I'objet d'une modification畠lasuite de la 2eme reunion du 
Comite de pilotaQe et e円治pondanta une le杜redu MECV. 
Depuis la prise de fonction de I'actuel CN， la transmission des 
mess日gesde la pa吋iejaponaise envers la paはieburkinabe a travers le 
CN fonctionne mieux. Depuis le demarrage du projet， la 
communication est devenue de plus en plus facile au fur et a mesure 
de la mise en auvre， ce qui fait qu'aujourd'hui les memむresde I'equipe 
du Projet communiquent tr色sactivement entre eux 

-Membres du Comite du Pilotage (JCC) 
La Region des Cascades， la Province de la Como邑， les autorit邑sdes4 
d岳partementales concern岳s， les 4 Communes， les services 
d岳concentr邑s du Minist邑re de l'Agriculture et du Minist邑re des 
Ressources Animales sont presents a la r岳Unl口ndu Comit岳 du
Pilotage. A chaque reunion， le Projet donne I'explicat旧nsur les 
activit邑saupr色sde membres du Comit岳suivid'une concertation. 

-Collaboration avec le Minist邑redes Ressources Animales 
Le projet a confie la tiiche de formateur aux agents competents du 
Minist邑redes Ressources Animales pour dispenser la formation pour 
theme de la gestion du paturage. Ceci est un cas concret de 
collaboration 

Partenariat avec la soci岳t岳civile
Le pa同enar旧test noue entre GGF et 2 entreprises priv邑esdont une a 
deja realise la formation de GGF. 

-EI岳mentsfacilitateurs 

• L'apparit旧ndes GGF entreprenant les activit邑s9邑neratricesde 
revenu a la suite de la formation 

• Les agents forestiers pa出cipentaux activit岳sdu Projet d'une mani色re
plus active 

-Elements pe同urbateurs
. Le retard d'ex邑cutionet la diminution du montant du budget C/P 
burkinab邑

• La grande mobilit岳 desagents forestiers ayant b岳n邑fici岳 dela 
formation du Projet 

• La divergence de la compr岳hensionentre la pa同ieburkinabe et la 
partie japonaise sur la coop邑rationtechnique de la JICA 
. La fouille ill邑galede I'or a岳t岳pratiqu邑edans une partie des for，岳ts
classes 
. L'ordre public d'une localit岳s'estd岳t邑nor邑畠 causede I'apparition des 
bandits 
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「コモエ県における住民参加型持続的森林管理計画」を対象とした 

中間レビュー調査に係る協議議事録 

 

 独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」という）が組織した遠藤浩昭を団長とす

る中間レビュー調査団（以下、「調査団」という）は、コモエ県における住民参加型持

続的森林管理計画（以下、「プロジェクト」という）の中間レビュー調査を実施するこ

とを目的とし、2010年 1月11日から2010年 1月 28日までブルキナファソ国において、

ブルキナファソ国環境・生活環境省（以下、「MECV」という）のクリバリ・シア氏と共

に合同評価調査を行った。 

  

 合同評価調査団は調査及び調査結果の分析を行った後、合同評価調査レポートを作成

し、MECV 次官に提出した。MECV 次官に評価結果を説明して別添中間レビュー調査報告

書に掲げられた提言を、プロジェクト中あるいは期間終了後も実行する必要性を強調し

た。 

双方はこれらの提言の実施に関して合意した。 

 

 

2010 年 1 月 27 日 ワガドゥグ 

 

  

遠藤 浩昭 ママ クリスティーヌ リエウン 

中間レビュー調査団 団長 

独立行政法人 国際協力機構 

日本国 

環境・生活環境省 次官 

ブルキナファソ国 
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「コモエ県における住民参加型持続的森林管理計画」を対象とした 

中間レビュー調査に係る協議議事録 

 

 コモエ県における住民参加型持続的森林管理計画（以下、「プロジェクト」という）

のため、中間レビュー調査団は、独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」という）

の代表者である遠藤浩昭とブルキナファソ国環境・生活環境省（以下、「MECV」という）

の代表者であるクリバリ・シア氏が構成された。そして、その中間レビュー調査団は

2010年 1月 11日から 2010年 1月 28日までブルキナファソ国において合同評価調査を

行った。 

  

 合同評価調査団は調査結果の分析を行った後、合同調査団は合同評価調査レポートを

作成し、MECV 次官に提出した。MECV 次官に評価結果を説明した後、合同評価団は中間

レビュー調査報告書に掲げられた提言をプロジェクト期間終了後も実行する必要性を

希望した。 

双方はこれらの提言の実施に関して合意した。 
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1 

中間評価報告書（翻訳文） 

 

１． 序文 

 2007 年 6 月 7 日に日本とブルキナファソ政府との間で署名された実施協議議事録（R/D）

に基づき、5 年間（2007 年 7 月 1 日から 2012 年 6 月 30 日）の「コモエ県における住民参加

型持続的森林管理計画」（以下、「プロジェクト」）が開始された。 

 本報告書は、プロジェクト協力期間の中間時点に実施された中間レビュー調査の合同評価

報告書である。 

 

1.1 調査の目的 

調査の目的は以下のとおりである。 

(1)プロジェクト協力期間の中間時点にあたる本プロジェクトが順調に実施されているかを

包括的に検証するとともに、活動実績及び実施プロセスを確認し、ブルキナファソ側と

日本側が合同で評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観

点からプロジェクトの評価を行う。 

(2)プロジェクト目標の達成に向けた活動期間後半の活動の方向性及び計画の軌道修正の必

要性について提言を行う。 

 

1.2 合同評価調査団メンバー 

(1)日本側団員 

タイトル 所属先 氏   名 

総括 JICA 地球環境部 森林･自然環境保全第二課長 遠藤 浩昭 

協力計画 JICA 地球環境部 森林･自然環境保全第二課職員 岸田 匡 

評価・分析 ICONS 国際協力株式会社 西村 邦雄 

通訳  関田 眞理子 

 

(2)ブルキナファソ側団員 

所属先 氏  名 

環境・生活環境省自然保護総局森林局森林整備課長 クリバリ・シア 

 

1.3 評価調査のスケジュール 

 本評価調査は、2010 年 1 月 11 日から 1月 28 日にかけて行われた。合同評価調査団は以下

当局に対する表敬を行った。MECV 次官、協力総局長、コモエ県庁事務局長、シデラドゥグゥ

とスバカの助役及び市総監、及びティエフォラ市長に表敬を行った。また、合同評価団はプ

ロジェクトに関する情報収集を以下のような関係者に対する質問票、回答に基づいたインタ

ビューを通して情報を収集した。 

 

 －森林機関職員プロジェクトカウンターパート（中央、州、県及び郡） 

 －プロジェクトチーム（NC、日本人専門家） 

 －対象となる４指定林の GGF 

 －非木材林産物活用分野における民間企業（フィトフラ社、ボンバテクノ社、ダンセ社） 

 －対象となる GGF の活動の進捗状況を確認するために評価団はプロジェクト実施ゾーンの

視察を行った。 

 

 収集された様々なデータを基に評価団は評価レポートを作成し、双方によって仕上げられ

た。 

添付資料2

95



 

2 

 

２． プロジェクトのアウトライン 

2.1 プロジェクトの背景 

ブルキナファソ国（以下「ブ」国）は、サヘル地帯に属していることから「ブ」国は今日、

気候変動を主たる理由とする幾つかの問題による砂漠化に直面している。これに加えて急激

な人口の増加、農耕可能な放牧地を求めて北部から南部及び西部に向けての人口の移動、移

動焼畑農業、過度の放牧、森林面積の減少（110,500 ヘクタール／年）が挙げられる。 

このような状況に鑑み、「ブ」国政府は国家森林政策（PNF）を 1995 年に策定した。この政

策実施のために MECV は 1996 年に国家森林整備プログラム（PNAF）及び森林資源管理を規制

する幾つかの法を制定した。 

以上の状況を背景として、「ブ」国政府の要請に応え、JICA は 2002 年 8 月から 2005 年６

月にかけてコモエにおける指定林の参加型管理のための開発調査を実施した。この調査の対

象ゾーンはブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コングコ、ディダの指定林であった。この

調査によりこれらの指定林のための参加型管理プラン遂行のための方向性とアプローチが示

された。 

この開発調査の結果から、「ブ」国政府は指定林における森林資源を持続可能な参加型管理

を目指した技術協力の新しい要請を日本国に対し要請を行った。 

この要請に応えて、コモエ県における森林の持続可能な参加型管理プロジェクト

（PROGEPAF/Comoè）が日本の協力によるプロジェクトが砂漠化の顕著な「ブ」国において実

施されることとなった。 

 

2.2 プロジェクトの概要 

(1)協力期間：5年間（2007 年 7 月 1 日～2012 年 6 月 30 日） 

(2)相手国機関名：環境・生活環境省（MECV）森林局（DiFor） 

(3)プロジェクトエリア：ブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コングコ指定林及びその隣接

地域 

(4)上位目標：南スーダン気候帯において地域住民による参加型で持続的な森林管理が実践され

る。 

(5)プロジェクト目標：対象となる４つの指定林(ブヌナ、トゥムセニ、グァンドゥグ、コング

コ)において、森林管理住民組織(GGF)及び住民組織連合(UGGF)を通じて、

地域住民による持続的森林管理を目指した活動が行われるようになる。 

(6)アウトプット 

1)住民が参加型で持続的な森林管理を行えるよう、中央・地方の森林行政機関の支援能力が向

上する。 

2)対象村落において、GGF 及び UGGF の持続的森林管理に関する能力が向上する。 

3)地域住民の生活状況が改善される。 

4)対象とする４つの指定林において、森林整備事業計画(PAG)が順次策定され、開始される。 

5)持続的な森林管理を行うために、地方行政機関及びプロジェクトに関係する国の出先機関の

関係者(地域関係者)と森林行政機関との協力関係がより深まる。 

 

３． 評価方法 

3.1 データ収集方法 

 日本側、ブルキナファソ側双方による合同評価調査団は、PDM（別添１）、最新 PO（別添 2）、

過去のプロジェクト記録等の資料調査、プロジェクト関係者への質問票調査及び聞き取り調

査、現地調査によりデータを収集した。 

 

3.2 分析項目 
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3.2.1 プロジェクトの実績 

  R/D 及び PDM の計画に沿って、プロジェクト目標や上位目標の達成の度合い、アウトプ

ットの産出状況、投入の実施状況などを検証する。 

 

3.2.2 プロジェクトの実施プロセス 

  プロジェクトの実施過程全般を見る視点であり、活動は計画通りに行われているか、プ

ロジェクトのマネジメントは適切に行われているか等を検証する。当初の計画どおりに活

動が実施され、アウトプットに結びついているかどうかを確認するとともに、実施プロセ

スの何がアウトプットや目標達成に影響を与えているのかを検証する。 

  

3.2.3 評価 5 項目 

評価に当たって５つのクライテリアが用いられる。これらは妥当性、有効性、効率性、

インパクト及び自立発展性である。 

 

 (1)妥当性：対象地域・社会のニーズに合致しているか、ターゲットグループのニーズに合

致しているか、ブルキナファソ国の開発政策や日本の援助政策と整合性があるか、プ

ロジェクトのアプローチは適切かなどを評価する。 

 (2)有効性：プロジェクト目標達成の見込みはあるか、プロジェクト目標を達成する阻害要

因はあるか、アウトプットはプロジェクト目標を達成するために十分であるか、アウ

トプットからプロジェクト目標に至る外部条件は現時点においても正しいかなどを評

価する。 

 (3)効率性：アウトプットの達成度は適切か、アウトプット達成を阻害した要因はあるか、

アウトプットを産出するために十分な活動であったか、アウトプットを産出するため

に十分な投入であったか、外部条件による影響はないか、計画に沿って活動を行うた

めに、過不足ない量・質の投入がタイミングよく実施されたかなどを評価する。 

 (4)インパクト（予測）：上位目標はプロジェクトの効果として発現が見込まれるか、上位

目標を達成する阻害要因はあるか、上位目標とプロジェクト目標は乖離していないか、

プロジェクト目標から上位目標へ至る外部条件は現時点でも正しいか、上位目標以外

の効果・影響が想定されるかなどを評価する。特にマイナスの影響が想定される場合

は、それを軽減するための対策がとられているかを検証する。 

 (5)自立発展性（見込み）：プロジェクト目標、上位目標などのプロジェクトが目指してい

る効果は、協力終了後も持続すると見込まれるかを評価する。それらの持続的効果の

発現要因、阻害要因は何かを、制度・組織面、財政面、技術面の観点から評価する。 

 

４．プロジェクトの実績と実施プロセスの検証 

4.1 プロジェクトの実績 

4.1.1 投入の実績 

双方から提示された数値によれば、現在のプロジェクトの予算執行率は以下の通りである。 

 

表 1 ブルキナファソ側投入（2009 年 12 月） 

C/P 配置 

監督（森林局）     ： 2 名 

監督（カスカード州局） ： 8 名 

監督（コモエ県局）   ： 4 名  

森林官（対象 4指定林） ：15 名 

ﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（NC）  ： 1 名 

支援要員 
秘書・会計 1 名 運転手 1 名 警備員 1 名  

苗畑担当者  1 名 連絡員 1 名  
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項目 全体予算 

(FCFA) 

執行予算(FCFA) 

（2009 年 12 月 31 日まで） 

執行率 

人件費 23,174,284 23,174,284 100%

運営費（事務費、光熱費等） 13,081,550 13,081,550 100%

作業費 182,260,000 0 0%

物資役務の購買 31,484,166 31,484,166 100%

合  計 250,000,000 67,740,000 27.10%

 

 

表 2 日本側投入 

項目 実 績 

日本人専門家派遣 

短期: 計 6 名 

チーフアドバイザー 1 名  副総括／生計向上 1 名 

参加型開発 2 名  業務調整 1 名  業務調整／研修管理 1 名 

調達機材 車両、バイク、他資機材 

本邦研修員受入れ 計 3 名 

現地活動費  研修、事務、調査、その他の作業等 

 

項目 全体予算 

(FCFA) 

執行予算(FCFA) 

（2009 年 12 月 31 日まで） 

執行率 

日本人専門家派遣 1,192,000.000 690,411,787 57.9%

調達機材 63,000,000 55,667,456 88.4%

研修、事務、調査、そ

の他の作業等 
264,000,000 229,729,370 86.7%

合  計 1,520,000.000 975,808,612 64.2%

 
 

4.1.2 アウトプットの実績 

 以下、PDM のアウトプットの指標に対する実績について記述する。 

 

(1) アウトプット 1：住民が参加型で持続的な森林管理を行えるよう、中央・地方の森林

行政機関の支援能力が向上する 

1)中央レベル 

中央レベルで 4回（『自己能力分析・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ能力』、『参加とは』、『PAG』、『モニタリ

ング・評価』）が実施された。 

2)地方レベル 

地方レベルで 7回（『自己能力分析・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ能力』、『参加とは』、『PCM』、『組織能力

強化-記録と会計』、『PAG』、『モニタリング・評価』、『事務所整備』）が実施された。 

 

その結果、対象地域の森林官事務所における執務環境が整備された。地域関係者との

協働については、研修を受けた森林官が森林管理技術研修の講師として GGF に対して

既に研修を実施している。また、コミューンにおける苗木の生産や植林活動を指導す

る森林官を支援する予定である。 

 

(2) アウトプット 2：対象村落において、GGF 及び UGGF の持続的森林管理に関する能力が

向上する。 
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14GGF が新規設置され、既存の 13GGF の事務局の役員が改選され森林管理活動を開始し

ている。GGF では苗木生産（５GGF）、植林（７GGF）、防火線開設（３GGF）、所得創出活

動が開始された。プロジェクト支援によってブヌナとトムセニの UGGF の活動が再活性

化された。  

 

(3) アウトプット 3：地域住民の生活状況が改善される。 

3.1)対象指定林関連の一部 GGF が木材（木炭生産 GGF 数：3）及び非木材林産物（シア

バター生産 GGF 数：11、蜂蜜生産 GGF 数：7、薬用植物採取 GGF 数：8（男女別）、

スンバラ生産 GGF 数：7）を活用した所得創出活動を開始した。 

3.2)12GGF が養蜂箱及び原料種子購入に再投資をした。 

 

(4) アウトプット 4：対象とする４つの指定林において、森林整備事業計画(PAG)が順次

策定され、開始される 

4.1) PAG 立案のためにプロジェクトは以下の事業を実施した。 

－森林野生動物の生息ゾーン調査を含む４指定林の森林インベントリ 

－林産物生産ゾーン及び開発者に関する調査 

－指定林周辺住民による非木材林産物の活用に関する調査 

－バンフォラにおける木材市場に関する情報の収集 

－対象指定林毎の 4 つの PAG の策定スケジュールは作成している。第 3 年次に PAG

ドラフトを策定する予定である。 

4.2)これまでに収集した資料を基に、第 3 年次に南スーダン気候帯における森林整備

方法論ガイドドラフトを作成予定である。 

4.3)これまでの研修で作成したマニュアルを基にして苗木生産、植林、伐採、野火管

理、放牧管理、高品質シアバター生産、近代養蜂、薬用植物活用に関するマニュ

アルドラフトを第 3 年次以降に作成予定である。 

4.4) PAG 策定前ではあるが、研修を実施した GGF の一部は苗木生産、植林、野火管理、

高品質シアバター生産、近代養蜂、薬用植物活用活動を既に開始した。 

 

(5) アウトプット 5：持続的な森林管理を行うために、地方行政機関及びプロジェクト

に関係する国の出先機関の関係者(地域関係者)と森林行政機関と

の協力関係がより深まる。 

5.1)これまでの 2年 6ヶ月間に JCC 及び地域関係者セミナーをそれぞれ 3回ずつ、計 6

回開催しており、2009 年は JCC を 2 回、地域関係者セミナーを第 1回開催した。 

5.2)2010 年 1 月、本プロジェクトとカスカード州局との間で提携協定を締結予定であ

る。 

5.3)民間企業との連携として薬用植物活用で実績のある Phytofla 社（バンフォラ）と

研修を受けた GGF が採取した薬用植物を買取ることで連携した。また、樹実活用

で実績のある BombaThecno 社（バンフォラ）との連携も予定している。 

 

4.1.3 プロジェクト目標の達成状況 

1)各指定林管理のための森林区画策定は 2010 年開始予定である。基礎情報が既に入手さ

れており、この活動は開始可能である。 

2)中間レビュー調査時点（2010 年 1 月）までに研修を終了した GGF の大半が森林管理活

動、及び生計向上に資する活動を既に実施している。そのことにより地域住民による持

続的森林管理を行う下地は出来つつある。 

 

4.2 実施プロセスの検証（詳細は別添 8 を参照） 

－PDM に関し、森林行政官によるモニタリング活動及びコミューンの植林活動を支援するた
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め、新規活動として 2項目（活動 1-5、活動 5-3）を追加し、また指標をより具体的に変

更した。 

－GGF をフォローアップするためにモニタリング体制を構築した。 

－森林官との連携を更に強化するため、森林管理技術研修に関して森林官を研修講師として

活用した。 

－本プロジェクト開始時における技術協力プロジェクトに関する日ブ双方の認識の相違、及

びブ国側 C/P 予算執行の遅れや減額があった。しかし、日ブ双方の努力によりプロジェ

クトに対する認識の改善がみられ、活動はほぼ計画通りに進捗している。 

 

５．評価 5 項目による評価 

5.1 妥当性 

 ブ国では国家森林政策や森林整備国家プログラムを策定し、GGF を通じた指定林整備を進めて

いる。また、今後は非木材林産物など多様化した林産物を活用することも求められている。こう

したことから、本プロジェクトの目標は現在でも「ブ」国、カスカード州及びターゲットグルー

プの地域住民のニーズと合致していると判断できる。以上により本プロジェクトと「ブ」国の国

家政策との整合性は高い。また、日本政府は TICADIV においてアフリカ諸国に対する気候変動対

策への支援強化を打ち出しており、日本の ODA 政策との整合性も高い。 

指定林は地域住民の生活基盤であり、GGF/UGGF を通じた持続的に森林管理を行うことを目指す

のは適切なアプローチといえる。また、持続的森林管理を行うために各 4指定林と村落住民の状

況に応じた PAGを策定することは地域住民の生活を守りつつ森林保全を図るということから妥当

である。  

以上より総合的に判断するとプロジェクトは現在でも妥当性が高い。 

 

5.2 有効性 

 現在までに新規設置あるいは再活性化された GGF の大半において研修を実施した結果、森林管

理活動、及び生計向上に資する活動が既に実施されている。研修を受けた森林官と地域住民との

信頼関係は深くなりつつあり、また、PAG 策定に必要な森林資源などの基礎情報の収集も行われ

ている。これらにより地域住民による持続的森林管理が行われるための下地は出来つつある。 

このように各アウトプットはプロジェクト目標の達成に貢献しており、プロジェクト終了時ま

でにはプロジェクト目標が達成されることが見込まれる。 

アウトプットに至る以下の外部条件については、現時点ではこれらの外部条件に抵触するよう

な事態は発生していない。 

 

- 森林資源に影響を及ぼしえる自然災害が発生しない 

- 対象４指定林の PAG がブ国政府により承認される 

- 全てのレベルでのガバナンスが良好に保たれる 

 

ただし、外部条件「対象４指定林の PAG がブ国政府により承認される」については、PAG が法

（CRAT、CPAT、CNAT）に承認されるためには長い手続を経る必要があり、これまでに承認された

PAG の前例も未だない。よって、プロジェクト期間内にどの程度まで承認手続きを進めることが

出来るか不明である。 

 

5.3 効率性 

 「ブ」国・日本側双方の投入は、タイミング、質、量の面で全体的には適切であったと判

断でき、アウトプットの産出に貢献している。日本側の投入については、第 2回 JCC の後に

森林行政とより一層の連携の強化を図る目的で予算が上向きに見直され、アウトプット達成

のために日本側の予算が増加した。一方、「ブ」国の毎年の C/P 予算執行の遅れがアウトプッ
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ト産出にマイナスの影響を及ぼす可能性がある。 

 

5.4 インパクト 

(1)正のインパクト 

・農民と牧畜民との関係改善 

本プロジェクトにおいて実施したバンフォラ、スバカのコミューン村での放牧管理研修の

結果、放牧民の GGF への加入が増加し、GGF 会員を含む農民と放牧民との間の係争が減少

した。 

・村落組織の能力エンパワーメント 

 本プロジェクトで実施した GGF に対する組織能力強化は森林管理につながっている。他方、

GGF の活動に参加した GGF の村全体の能力向上につながっている。例えば、GGF の女性が

村の会合における発言力をもってきている。このように能力向上はジェンダー面でもプラ

スのインパクトを生じている。 

・地域住民と森林官との関係改善 

 森林官と地域住民の関係は、プロジェクトの開始によってより近い関係になった。すなわ

ち、地域住民は森林官に対してよい印象を持つようになった。 

 

(2)上位目標 

 現時点で上位目標レベルの達成見込みへ言及するのは時期尚早であるが、プロジェクト目

標が実施された後、プロジェクト終了後も少なくともプロジェクト対象の指定林ではプロジ

ェクトで導入された活動の幾つかが継続的に実施される可能性はある。しかし、「南スーダン

気候帯においては」は広範囲であるため、達成が困難と予測される。 

 

5.5 自立発展性の見通し 

制度的・組織的側面 

「ブ」国では砂漠化、森林減少が課題であるため、PAG の規定に基づいて GGF/UGGF に責

任を持たせて指定林管理を行うという「ブ」国政府の基本政策は継続されると考えられる。 

本プロジェクトの成果を持続させ、発展させていくためには森林官の住民参加型アプロー

チに関する能力向上を継続していくことが必要である。 

 

財政的側面 

「ブ」国側負担のカウンターパート予算執行の遅れや予算減額を勘案すると、協力期間後

に「ブ」国側がプロジェクト成果の持続性を確保するために必要な予算を「ブ」国は確保す

べきである。 

 

技術的側面 

森林官は必要な関連技術を活用・普及する能力を持っている。GGF が自立的に経済活動を

促進していくために森林官による側面支援が必要である。また、地域の民間企業を含む関係

機関との関係構築も GGF の活動を継続していく上で必要である。 

プロジェクトで教えられた新しい森林管理技術は地域の有用技術を最大限に活用しており、

カウンターパート及び GGF に受け入れられている。活動が進むにつれてカウンターパートや

GGF の学ぶ意欲も向上してきており、習得したことを既に実践に移している。この点でも技

術面の自立発展性が確保できる可能性が高い。 

 

６．結論 

 本プロジェクトの目標は「ブ」国の森林資源政策や日本の援助政策とも整合性がとれてお

り、現在も妥当性が高い。プロジェクト開始当初は本プロジェクトに対する「ブ」国側（森

林機関、地域住民）と日本側双方の認識の違いから、活動の進捗に遅延が見られた。しかし、
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その後の双方の努力により現在は改善されつつあり、少し遅れている 4 指定林における PAG

策定を除き概ね計画通りに順調に活動が進んでいる。この最後の活動については、2010 年に

森林行政機関とプロジェクトチームにより既に処置が取られ、2010 年に開始が予想される。

また、カウンターパート予算は、初年（2007 年）は確保されなかった。2年次からは「ブ」

国側の努力によりある程度までは確保された。しかしながらプロジェクト目標達成のために

もより多くの努力は続けられなければならない。これまでに、プロジェクトを通して森林資

源の森林行政官の持続的住民参加型森林管理に関する能力が向上してきており、GGF による

森林活動も開始されている。また、森林行政機関と地域関係機関との協力関係も深まりつつ

ある。これらを踏まえると、PAG が遅滞なく策定され、かつ地域住民に現在見られるような

高い関心が維持されるのであれば、プロジェクト目標達成の見込みは高い。 

 

７．提言 

(1)「ブ」国には PAG の承認のために法で定められた異なった委員会がある。 

 

 - 国土整備県委員会（CPAT） 

 - 国土整備州委員会（CRAT） 

 - 国土整備国家委員会（CNAT） 

 

 このような機関に時間を要することに鑑み、プロジェクトは 4指定林の PAG の CPAT のレベ

ルの承認まで支援する予定である。その後のステップについては「ブ」国側が森林局を通し

て最終的承認まで取る必要がある。 

 

(2)一定の森林整備事業を進めるため、プロジェクトを定めた同意書に従った金額のカウンタ

ーパート予算の適時の執行が必要である。 

 

(3)現況に合わせ、2009 年に採択された PDM(ver2)に関して以下の点について修正が必要であ

る。 

 3.1)プロジェクト終了後 3年での実現を考慮し、また上位目標への道筋を一層明確にする

ため、「南スーダン気候帯において」を「4 指定林」と変更する。そのために、残され

る指標は 2 番目（「対象４指定林においてプロジェクトで導入された活動が、策定さ

れた森林整備事業計画に則って GGF/UGGF により持続的に実施される。」）とする。 

  3.2)プロジェクト対象地域内において非安全状態（武装強盗、金違法採掘）が生じている

ため、アウトプットの外部条件の一つとして地域内の安全条件を入れる必要がある。 

  3.3)指定林では住民参加型森林管理を実施する政策が強く推進されており、速やかな実施

を優先する必要がある。他方、PAG の承認には多岐にわたるステップがあり長期の時

間を要するため、アウトプットの外部条件にある「PAG の承認」をプロジェクト目標

の外部条件に移動する。 

 

(4)プロジェクト成果の効率的な定着のため、カウンターパート森林官の配置転換について特

別な配慮が必要である。 

 

(5)森林行政機関がプロジェクト成果を一層活用できるようにするため、プロジェクトは燃料

費と潤滑油費をカウンターパート予算に資金的補完することでプロジェクト活動のモニ

タリング評価への森林官の参画へ促すことが必要である。そのための手順は今後、双方に

より定義されることとなる。 

 

(6) 森林資源保全のために 4指定林周辺のコミューン参加をより強化するため、森林行政機
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関は自らの能力強化することが必要である。 

 

(7)2010 年中に PAG の作成が開始される予定である。プロジェクト終了前に GGF が森林整備

作業を習得するために、４指定林における整備事業を強化する必要がある。このため、カ

ウンターパート予算を補完するためのプロジェクトによる追加的資金投入が必要である。 

 

(8)ブルキナファソ側は、ＧＧＦに対して多くの研修が行われているが機材は少ないと認識し

ている。また、機材ニーズの検出が不適切であった。このためプロジェクトにより供与

された機材では、プロジェクト終了時にＧＧＦによる活動の持続性を確実にするための

必要最低限のレベルにも達していない。したがってブルキナファソ側は、妥当性を持ち

得なくなったと判断されるいくつかの研修が機材供与に置き換えられることを要望した。  
この点につき日本側は、受益者ＧＧＦの自立発展性および再投資に対する阻害要因と成

り得るため、追加的な機材の供与には特殊な注意が必要であろうと考える。ＧＧＦのニ

ーズ検出に関しては、2002-2005 に実施された「コモエ県森林管理計画調査」の結果に

基いている。本プロジェクトは地域住民との直接かつ定期的なコミュニケーションを通

して真のニーズの検出を現在まで続け、今後も続けて行く予定である。 

この点について双方は合意に達しなかったので双方は次回 JCC までに引き続き検討する

べきである。 
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、
活
動
実
施

に
必

要
な

人
的

、
物

的
資
源
を

配
置
す

る
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
事
務
所
を
配
置
す
る
。

 
- 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
ス
タ
ッ
フ
を

5
名
雇
用
す
る
。

 
- 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に

車
両
、

情
報
機

器
、
事

務
機
器

な
ど
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
活

動

に
必
要
な
資
機
材
を
配
置
す
る
。

 

- 
事

務
所

備
品

リ
ス

ト
  

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

業
務

契
約
書

 
- 

就
業

記
録

 
- 

現
物

 

 

A
0.

3.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン
・
メ
カ

ニ
ズ

ム
を

設
置

す
る

  
 

- 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

1
名
を
配
置
す
る
。

 
- 

省
令
に
よ
り
合
同
調
整
委
員
会
を
設
置
し
、
年

2
回
開
催
す
る
。

 
- 

ナ
シ

ョ
ナ
ル

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

任

命
に

係
る
省

令
 

- 
合

同
調

整
委

員
会

設
置

に
係

る
省

令
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

書
又

は
簡

易

報
告

書
 

 

A
1.

1.
 能

力
向
上

を
目

的
と

し
て

、
中

央
・
地
方

森
林
行
政
機

関
の

技
術

的
、
組
織

的
能

力
現

状
を

評
価
す
る
。

 

- 
自
己
評
価
会
を
中
央
レ
ベ
ル
１
回
、
地
方
レ
ベ
ル
１
回
開
催
す
る
。

 
- 

自
己
評
価
会
に
は
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル

10
人
、
地
方
レ
ベ
ル

10
人

の

森
林
官
が
参
加
す
る
。

  
 

- 
森

林
官

能
力

評
価

簡
易

報
告

書
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
1.

2.
 森

林
行
政

当
局

に
対

し
て

参
加

型
森

林

整
備
事
業
計

画
策

定
及

び
実

施
に

係
る

研
修

と

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
す

る
。

 

- 
研
修
会
を
中
央
レ
ベ
ル

2
回
、
地
方
レ
ベ
ル

2
回
実
施
す
る
。

 
- 

研
修
は
少
な
く
と
も
２
つ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
。

 
- 

研
修
会
に
は
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル
延
べ

20
名

(1
0
名
ｘ

2
回

)、
地
方

レ

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書
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ベ
ル
延
べ

20
名

(1
0
名
ｘ

2
回

)の
森
林
官
が
参
加
す
る
。

 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

 
指

標
 

入
手

手
段

 
外

部
条

件
 

A
1.

3.
森
林

官
向

け
参

加
型

持
続

的
森

林
管

理
技

術
に
係
る
研

修
を

実
施

す
る

。
 

- 
研
修
会
を
地
方
レ
ベ
ル

2
回
実
施
す
る
。

 
- 

研
修
会
に
は
少
な
く
と
も
延
べ

20
名

(1
0
名
ｘ

2
回

)の
森
林
官
が
参

加
す

る
。

 

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
1.

4.
森

林
官

向
け

参
加

型
持

続
的

森
林

管
理

活

動
の
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
・
評
価

に
係

る
研

修
を

実
施

す
る

 

- 
研
修
会
を
中
央
レ
ベ
ル

1
回
、
地
方
レ
ベ
ル

1
回
実
施
す
る
。

 
- 

研
修
会
に
は
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル

10
名
、
地
方
レ
ベ
ル

10
名
の

森
林

官
が
参
加
す
る
。

 

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
1.

5.
森
林

官
チ

ー
ム

1 が
定

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
／

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を

実
施

す
る

。
 

- 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
四
半
期
ご
と
に

1
回
、
年

4
回
実
施
す
る
。

 
- 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
(モ

ニ
タ

リ
ン

グ
チ

ー
ム
作

成
) 

 

A
2.

1.
 既

存
G

G
F
及

び
U

G
G

F
の

現
在

の
技

術
、
組
織
能

力
を

評
価

す
る

 
- 

評
価
会
合
が

1
村
あ
た
り

1
回
の
割
合
で

24
回
実
施
さ
れ
る
。

 
- 

評
価

会
合
簡

易
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
2.

2.
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

関
連

村
落

の
既
存

G
G

F
及
び

U
G

G
F
の

技
術

、
組

織
能

力
を

強
化

す
る

 
- 

研
修
会
は
２
回
実
施
す
る
。

 
- 

既
存
の

13
G

G
F
の
執
行
部
を
刷
新
す
る
。

 
- 

研
修
は
記
録
・
会
計
及
び
計
画
立
案
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
行
う
。

 

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

G
G

F
総

会
議
事

録
 

A
2.

3.
 ４

指
定
林

隣
接

の
村

落
及

び
村

落
グ

ル

ー
プ
に
お
い
て
新

規
G

G
F
及

び
U

G
G

F
の

設

立
を
推
進
す

る
 

- 
新
規
に

14
の

G
G

F
、
ま
た
グ
ァ
ン
ド
ゥ
グ
指
定
林
及
び
コ
ン
グ
コ
指
定

林

そ
れ
ぞ
れ
に

U
G

G
F
を
新
設
す
る
。

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

G
G

F
設

置
議
事

録
 

- 
認

定
証

 
A

2.
4.

 森
林
管
理

技
術

(苗
畑
、
植

林
、
野
火

管
理

、

薪
材
生
産
、

棒
材

・
工

芸
品

用
材

、
用

材
生

産
、

製
炭
、
非
木

材
林

産
物

生
産

な
ど

)に
係

る
研
修

を
実
施
す
る

2  

- 
研
修
会
は
８
つ
の
テ
ー
マ
で
各

G
G

F
対
象
に
少
な
く
と
も

1
回
実
施
す

る

（
研
修
回
数
は
延
べ

21
6
回
）

 
- 

研
修
会
に
は
少
な
く
と
も

1
回

10
人
の

G
G

F
会
員
が
参
加
す
る
（
参

加
者

数
は
延
べ

21
60

名
）

 

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 

A
2.

5.
 G

G
F
及

び
U

G
G

F
向

け
に

林
産

物
の

交

渉
、
販
売
技

術
に

係
る

研
修

を
実

施
す

る
  

- 
研
修
は
少
な
く
と
も
１

G
G

F
1
回
の
延
べ

27
回
実
施
す
る
。

 
- 

研
修
会
に
は
少
な
く
と
も

1
回

10
名
、
延
べ

27
0
名
の

G
G

F
会
員
が
参

加

す
る
。

 

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 

A
2.

6.
 G

G
F
及

び
U

G
G

F
向

け
に

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
・
評
価
に

係
る

研
修

を
実

施
す

る
  

- 
研
修
は
少
な
く
と
も
１

G
G

F
1
回
の
延
べ

27
回
実
施
す
る
。

 
- 

研
修
に
は
少
な
く
と
も

1
回

10
名
、
延
べ

27
0
名
の

G
G

F
会
員
が
参
加

す

る
。

 

- 
研

修
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 

     
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
    

1
 
森

林
官

チ
ー

ム
の

構
成

：
カ

ス
カ

ー
ド

州
局

長
、

コ
モ

エ
県

局
長

、
森

林
局

森
林

整
備

部
代

表
1

名
及

び
生

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
統

計
局

代
表

1
名

 
2
 
実

施
形

態
は

現
地

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
へ

の
再

委
託

及
び

技
術

機
関

職
員

を
講

師
と

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
直

営
方

式
で

行
う
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活
動

  
指

標
 

入
手

手
段

 
外

部
条

件
 

A
3.

1.
 地

域
住

民
の

優
先

社
会

経
済

イ
ン

フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ
ャ

ー
及

び
施

設
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

を
調
査
し
、

そ
の

実
現

可
能

性
を

分
析

す
る

  

- 
実
施
可
能
性
記
述
を
含
む
ニ
ー
ズ
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
る
。

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
3.

2.
 木

材
及

び
非

木
材

資
源

の
活

用
を

目
的

と
す
る
活
動
を
計

画
し

、
実

施
す

る
 

- 
G

G
F
会
員
が
挙
げ
た
活
動
の
中
か
ら
、
少
な
く
と
も

6
種
類
の
活
動

3 を
計

画
し
、
実
施
す
る
。

 
- 

立
案

さ
れ
た

計
画

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

品
質

が
向
上

し
た

製
品

 

 

A
3.

3.
 地

域
住

民
の

た
め

に
採

択
さ

れ
た

社
会

経
済

優
先

ニ
ー

ズ
充

足
を

目
的

と
す

る
活

動
を

計
画
し
、
実
施
す

る
 

- 
G

G
F
会
員
が
挙
げ
た
イ
ン
フ
ラ
の
中
か
ら
、
少
な
く
と
も
１
つ
の
イ
ン
フ

ラ

整
備
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。

 
- 

策
定

さ
れ
た

計
画

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

成
果

現
物

 

 

A
4.

1.
 各

指
定

林
の

整
備

事
業

計
画

を
作

成
す

る
  

- 
指
定
林
ご
と
に

1
つ
の

PA
G
、
延
べ

4
つ
の

PA
G

を
作
成
す
る
。

 
- 

承
認

済
み

PA
G

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
4.

2.
 策

定
済
み

PA
G

に
則

っ
て

森
林
管

理
活

動
を
開
始
す
る

 
- 

20
09

年
10

月
か
ら

PA
G

の
策
定
を
順
次
開
始
さ
れ
、
計
画
に
則
っ
た

具

体
的
な
活
動
が

20
10

年
10

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

成
果

現
物

 
 

A
4.

3.
 森

林
官
向

け
に

南
ス

ー
ダ

ン
気

候
帯

地

域
に
お
け
る

森
林

整
備

方
法

論
ガ

イ
ド

を
作

成

す
る

 

- 
ガ
イ
ド
が
作
成
さ
れ
る
。

 
- 

ガ
イ

ド
文
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

承
認

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

報
告

書
 

- 
作

成
協

議
会

合
簡

易
報

告
書

 

 

A
4.

4.
 参

加
型
森

林
管

理
に

関
す

る
地

域
住

民

に
適
し
た
実
践
的

ガ
イ

ド
を

作
成

す
る

 
- 

実
践
ガ
イ
ド
が
少
な
く
と
も
８
種
類
作
成
さ
れ
る
。

 
- 

マ
ニ

ュ
ア
ル

文
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

A
5.

1.
 地

方
行
政

機
関

並
び

に
関

連
部

局
に

本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介

す
る

た
め

セ
ミ

ナ
ー

を

開
催
す
る

  

- 
地
域
関
係
者
セ
ミ
ナ
ー
を
年

1
回
、
延
べ

5
回
開
催
す
る
。

 
- 

地
域
関
係
者
セ
ミ
ナ
ー
に
は
少
な
く
と
も

80
名
が
参
加
す
る
。

 
- 

セ
ミ

ナ
ー
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
 

ブ
国

に
お
い

て
住

民

参
加

型
持
続

的
森

林

管
理

に
係
る

政
策

が

存
在

す
る
。

 
A

5.
2.

 技
術

協
議

、
活
動
報

告
書

、
各

種
情

報
伝

達
経
路
を
通
じ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
係

る
意

見

交
換
を
行
い
、
情

報
を

広
め

る
 

- 
合
同
調
整
委
員
会
は
年

2
回
、
延
べ

10
回
開
催
す
る
。

 
- 

各
種
活
動
報
告
書
は
少
な
く
と
も

29
回
作
成
す
る
。

  
- 

《
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
》
は

12
回
発
行
す
る
。

 
- 

研
修
旅
行
は

3
回
実
施
す
る
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

合
同

調
整
委

員
会

報
告

書
 

- 
発

行
済

み
《

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
》

 
- 

研
修

旅
行
簡

易
報

告
書

 
- 

検
討

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

報
告

書
 

A
5.

3.
 コ

ミ
ュ
ー

ン
開

発
計

画
の

森
林

部
門

に

係
る
森
林
官
の
監

理
活

動
を

支
援

す
る

 
- 

森
林
官
は
少
な
く
と
も
四
半
期
に

1
回
、
年
に

4
回
、
関
連
コ
ミ
ュ
ー
ン

が

作
成
す
る

コ
ミ
ュ

ー
ン
開

発
計
画

に
含
ま

れ
る
森

林
セ
ク

タ
ー
の

活
動
監

理

を
行
う
。

 

- 
監

理
報

告
書

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
定

期
報

告
書

 
- 

成
果

現
物

 

    
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
    

3
 
薪

生
産

、
木

炭
生

産
、

シ
ア

バ
タ

ー
品

質
向

上
、

薬
用

植
物

活
用

、
近

代
養

蜂
、

ス
ン

バ
ラ

品
質

向
上
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［
投

入
］

 

 

日
本
側
：

 

 
専
門
家

 

- 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

- 
参
加
型
森
林
管
理

 

- 
業
務
調
整

 

- 
そ

の
他

：
効
果

的
な

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実
施

の
た

め
に
必

要
性

に
応
じ

て
派

遣
す

る
 

 
機
材
供
与

 

- 
四
輪
駆
動
車

 

- 
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

 

- 
森
林
管
理
に
必
要
な
機
材

 

- 
住
民
の
生
計
向
上
新
活
動
に
必
要
な
機
材

 

- 
そ
の
他
の
必
要
な
機
材

 

 
本
邦
研
修

 

    

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
側
：

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

 

- 
森
林
局
長

 

- 
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
長

 

- 
コ
モ
エ
県
局
長

 

- 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

- 
森
林
官

 

 
支
援
要
員

 

- 
秘
書

 

- 
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

 

- 
運
転
手

 

- 
守
衛

 

 
施
設
・
設
備

 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
建
物
（
事
務
所
と
倉
庫
）

 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
の
水
道
、
電
気

 

- 
必
要
に
応
じ
て
双
方
で
合
意
し
た
そ
の
他
の
設
備

 

 
運
営
管
理
コ
ス
ト
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P
la

n
 o

f 
O

p
e
ra

ti
o
n

：
実

施
：
随

時
実

施
ve

rs
io

n
 2

対
応

2
0
1
0
年

1
月

1
0
日

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

日
：
C

A
、

業
務

調
整

、
参

加
型

開
発

(1
)

0-
1

過
去

の
調

査
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
レ

ビ
ュ

ー
す

る
日

本
人

専
門

家
、

N
C

第
1
年

次
、

2
0
0
7
年

6
月

以
降

随
時

情
報

収
集

0-
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
た

め
に

必
要

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

現
地

事
務

所
、

必
要

な
人

員
、

資
機

材
の

設
置

を
行

う
。

D
R

E
C

V
、

C
A

、
D

ifo
r

日
：
車

両
、

情
報

及
び

事
務

機
器

調
達

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
ス

タ
ッ

フ
傭

人
費

、
燃

料
費

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
、

車
庫

倉
庫

設
置

費

ブ
：
車

両
調

達
、

P
C

調
達

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
ス

タ
ッ

フ
雇

用

2
0
0
7
年

7
月

末
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
設

置
。

情
報

・
事

務
機

器
整

備
。

2
0
0
7
年

8
月

運
転

手
、

9
月

秘
書

・
会

計
及

び
ア

シ
ス

タ
ン

ト
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

(A
F
）
傭

人
。

現
在

、
ア

シ
ス

タ
ン

ト
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
3
名

、
秘

書
・
会

計
1
名

、
運

転
手

2
名

と
役

務
提

供
契

約
。

ブ
国

：
現

在
、

秘
書

・
会

計
1
名

、
運

転
手

1
名

、
連

絡
員

1
名

、
ガ

ー
ド

マ
ン

1
名

カ
ウ

ン
タ

ー
予

算
で

契
約

雇
用

。

0-
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
た

め
の

調
整

機
能

を
整

え
る

。
D

G
C

N
, 

D
iF

or

日
：
C

A
、

生
計

向
上

、
参

加
型

開
発

(1
)(

2
)、

業
務

調
整

1-
1

能
力

強
化

を
図

る
た

め
、

中
央

・
地

方
の

森
林

行
政

機
関

の
技

術
・
組

織
能

力
に

関
し

て
現

状
を

分
析

す
る

。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

2
0
0
7
年

8
月

に
中

央
及

び
地

方
レ

ベ
ル

で
能

力
診

断
実

施

1-
2

中
央

・
地

方
の

森
林

行
政

機
関

に
対

し
て

、
参

加
型

で
持

続
的

な
森

林
管

理
の

計
画

と
実

践
に

関
す

る
研

修
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

す
る

D
iF

or
D

R
E

C
V

D
P

E
C

V

日
：
再

委
託

費
2
0
0
7
年

9
月

以
降

中
央

及
び

地
方

レ
ベ

ル
で

合
計

1
2
回

の
研

修
会

を
実

施

1-
3

地
方

森
林

官
に

対
し

て
、

参
加

型
で

持
続

的
な

森
林

管
理

技
術

に
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

2
0
0
8
年

1
月

に
近

代
養

蜂
、

非
木

材
林

産
物

に
関

す
る

研
修

を
実

施

1-
4

参
加

型
で

持
続

的
な

森
林

管
理

を
行

う
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

評
価

に
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

2
0
0
8
年

1
1
月

に
中

央
及

び
地

方
レ

ベ
ル

で
実

施

1-
5

森
林

官
チ

ー
ム

に
よ

る
定

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
を

推
進

す
る

。
D

R
E

C
V

D
P

E
C

V

2
0
0
9
年

1
2
月

に
1
回

目
を

実
施

主
要

な
投

入

0.
準

備
期

間

活
動

20
11

20
07

20
10

別
添

２
：
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

国
「
コ

モ
エ

県
に

お
け

る
住

民
参

加
型

持
続

的
森

林
管

理
計

画
」
　

P
O

及
び

活
動

実
績

表

進
捗

(0
9
年

1
2
月

現
在

）

1.
「
住

民
が

参
加

型
で

持
続

的
な

森
林

管
理

を
行

え
る

よ
う

、
中

央
・
地

方
の

森
林

行
政

機
関

の
支

援
能

力
が

向
上

す
る

。
」

20
08

20
12

担
当

責
任

者
20

09

  7
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P
la

n
 o

f 
O

p
e
ra

ti
o
n

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

主
要

な
投

入
活

動
20

11
20

07
20

10
進

捗
(0

9
年

1
2
月

現
在

）
20

08
20

12
担

当
責

任
者

20
09

日
：
C

A
、

生
計

向
上

、
参

加
型

開
発

(1
)(

2
)、

業
務

調
整

2-
1

G
G

F
及

び
U

G
G

F
の

現
状

の
技

術
的

、
及

び
組

織
的

能
力

を
分

析
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

2
0
0
7
年

8
月

～
9
月

に
ア

ク
セ

ス
可

能
な

村
で

能
力

診
断

実
施

2-
2

対
象

指
定

林
周

辺
村

落
に

お
い

て
、

既
存

の
G

G
F
及

び
U

G
G

F
の

組
織

的
能

力
を

向
上

さ
せ

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

日
：
直

営
研

修
資

機
材

調
達

、
研

修
関

連
再

委
託

費

2
0
0
8
年

5
月

以
降

随
時

実
施

し
、

対
象

2
7
G

G
F

に
つ

い
て

本
研

修
は

終
了

。
定

着
の

た
め

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

を
継

続
中

。

2-
3

対
象

指
定

林
周

辺
村

落
の

う
ち

、
組

織
が

未
設

立
の

地
域

に
お

い
て

、
新

規
の

G
G

F
及

び
U

G
G

F
の

設
立

を
支

援
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

1
4
G

G
F
を

新
規

に
設

置
。

合
計

2
7
G

G
F
。

U
G

G
F
は

第
3
年

次
以

降
２

つ
設

置
予

定
。

2-
4

G
G

F
及

び
U

G
G

F
に

対
し

て
、

森
林

管
理

技
術

向
上

の
た

め
の

研
修

（
苗

畑
、

植
林

、
森

林
火

災
対

策
、

薪
炭

材
、

炭
、

木
材

、
非

木
材

林
産

物
ほ

か
）
を

実
施

す
る

。
（
実

施
形

態
は

現
地

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
へ

の
再

委
託

及
び

技
術

機
関

職
員

を
講

師
と

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

直
営

方
式

）

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

日
：
再

委
託

費
、

直
営

研
修

講
師

費
用

2
0
0
8
年

1
月

以
降

、
順

次
実

施
(詳

細
は

G
G

F
活

動
表

参
照

）

2-
5

G
G

F
及

び
U

G
G

F
に

対
し

て
、

林
産

物
等

を
有

利
に

流
通

・
販

売
す

る
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

上
記

研
修

中
に

実
施

。
別

途
の

研
修

は
実

施
し

て
い

な
い

。

2-
6

地
域

住
民

に
対

し
て

森
林

保
全

に
関

す
る

啓
発

を
実

施
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

上
記

研
修

中
に

実
施

。

2-
7

 G
G

F
及

び
U

G
G

F
に

対
し

て
、

自
分

た
ち

の
活

動
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
す

る
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

D
R

E
C

V
D

P
E

C
V

記
録

・
会

計
研

修
及

び
計

画
立

案
・
収

入
管

理
研

修
の

な
か

で
随

時
実

施
。

別
途

の
研

修
は

実
施

し
て

い
な

い
。

3-
1

地
域

住
民

の
社

会
経

済
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
そ

の
実

現
可

能
性

を
確

認
す

る
。

D
P

E
C

V
日

：
井

戸
設

置
F
S
調

査
費

(再
委

託
）

第
2
年

次
そ

の
１

及
び

第
2
年

次
そ

の
2
の

業
務

に
お

い
て

随
時

聞
き

取
り

実
施

。

3-
2

地
域

住
民

が
木

材
及

び
そ

の
他

森
林

資
源

を
有

効
利

用
す

る
た

め
の

活
動

を
計

画
し

、
実

施
す

る
。

D
P

E
C

V

日
：
非

木
材

林
産

物
調

査
費

(再
委

託
）

森
林

管
理

技
術

研
修

に
連

動
し

つ
つ

、
木

材
、

非
木

材
林

産
物

を
活

用
し

た
経

済
活

動
を

第
2

年
次

そ
の

１
以

降
順

次
実

施
。

3-
3

そ
の

他
地

域
住

民
の

社
会

経
済

ニ
ー

ズ
に

見
合

っ
た

生
産

向
上

活
動

を
計

画
し

、
実

施
す

る

D
P

E
C

V
上

記
3
－

2
と

同
じ

3.
「
地

域
住

民
の

生
活

状
況

が
改

善
さ

れ
る

。
」

2.
　

「
対

象
村

落
に

お
い

て
、

G
G

F及
び

U
G

G
Fの

持
続

的
森

林
管

理
に

関
す

る
能

力
が

向
上

す
る

。
」

  7
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別添３：プロジェクトの実績 

 

本プロジェクトの実績達成状況は以下に示すとおりである（2009 年 12 月 31 日現在）。 

 

（１） 投入の実績 

PDM/RD の計画 
情報源/

方法 
実績（2009 年 12 月 31 日現在） 

１．ブルキナファソ側 

1.1 カウンター

パート、プロジ

ェクト・ダイレ

クター、プロジ

ェクト・マネー

ジャー、関係機

関職員等 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

投 入 記

録 の レ

ビュー 

現在、実施機関（環境・生活環境省）から C/P が 30 名配置されている。

このうち、ナショナルコーディネーターが専従で配置されており、それ

以外は兼任である。また、支援要員は C/P 予算による契約雇用である。

 

表 1.1-a：実施機関の C/P        2009 年 12 月 31 日現在 

組 織 分野 人数

1 環境・生活環境省森林局（Difor） プロジェクト監督者  2 

2 環境・生活環境カスカード州局 プロジェクト監督者  8 

3 環境・生活環境コモエ県局 直接の CP 機関  4 

4 ナショナルコーディネーター 
プロジェクト・マネ

ージャー 
 1 

5 環境・生活環境省郡事務所 対象指定林管轄 15 

合 計  30 

 

表 1.1-b:支援要員             2009 年 12 月現在 

 人数 

1 会計 1 

2 運転手 1 

3 苗畑担当・連絡員 1 

4 連絡員(森林官への任官のため離職) 0 

5 ガードマン 1 

合 計 4 

 

※詳細は資料 4 

1.2 プロジェク

ト事務所、土地、

施設 

同上 2007 年 8 月から「ブ」国カスカード州局より、プロジェクトオフィスと

して２室が提供された。なお、2009 年 7 月に車庫・倉庫 1棟をカスカー

ド州局敷地内に日本側予算で新規に設置した。 

 

※詳細は資料Ａ-1 

1.3 プロジェク

ト実施経費の支

払い等 

同上 これまでのところ、プロジェクト実施経費として約 67 百万 FCFA が支出

された。 

ブルキナファソ会計年度（1～12 月）別の実施経費支出状況 

BFY 

2007 年

（7月

-12 月）

2008 年 2009 年 
2010 年 

（1月末） 
合計 

金 額 

（千 FCFA）
0 42,740 25,000 - 67,740 

 

２．日本側 

2.1 専門家派遣 

 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

投 入 記

録 の レ

プロジェクト開始から 2010 年 1 月末までに派遣された専門家の担当分

野と派遣期間は次のとおり。 

 

担当分野 人数 MM 
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ビュー チーフアドバイザー／森林管理 1 13.44 

副総括／生計向上 1 13.97 

参加型開発 2 18.67 

業務調整／研修監理 1  2.00 

業務調整 1  5.00 

 

※詳細は資料 4 

2.2 機材の調達 

車輌等 

同上 2010 年 1 月時点で、55,667,456FCFA の機材が調達された。主要機材は 4

輪駆動車輌、バイク、デスクトップパソコン、ノートパソコン及びコピ

ー機などである。 

 

※詳細は資料 5 

2.3 本邦研修 

 

同上 これまでに合計 3 名（2008 年度：2 名、2009 年度：1 名）が森林資源管

理分野に係る本邦研修に派遣された。 

 

※詳細は資料 4 

2.4 在外事業強

化費 

同上 これまで、975,808,612FCFA がプロジェクトの在外事業強化費として支

出された。 
 

日本側の活動費（日本年度） 

項  目 

2009 年 12 月 31 日

までの執行予算 

（FCFA) 

日本人専門家派遣 690.411.787

調達機材 55.667.456

研修、事務、調査、その他の作業等 229.729.370

合  計 975.808.612

 

 

 

 

（２） アウトプットの実績 

プロジェクトの

要約 
指標 

情報源/

方法 
実績 

アウトプット１ 

住民が参加型で

持続的な森林管

理を行えるよ

う、中央・地方

の森林行政機関

の支援能力が向

上する。 

プロジェク

ト関係森林

官が参加型

持続的森林

管理の研修

を少なくと

も中央レベ

ルで 4回、地

方レベルで 6

回受け、効率

よく地域関

係者と協働

する。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

参加型持続的森林管理のための研修として、中央レベル

では 4回（『自己能力分析・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ能力』、『参加とは』、

『PAG』、『ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価』）、また、地方レベルでは 7回

（『自己能力分析・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ能力』、『参加とは』、『PCM』、

『組織能力強化-記録と会計』、『PAG』、『ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価』、

『事務所整備』）で実施された。 

その結果、対象地域の森林官事務所における執務環境

が整備された。地域関係者との協働については、研修

を受けた森林官が森林管理技術研修の講師として

GGF に対して既に研修を実施している。また、コミュ

ーンにおける苗木の生産や植林活動を指導する森林官

を支援する予定である。 
 

アウトプット 2 

対象村落におい

2-1 

27GGF 及び４

プ ロ ジ

ェ ク ト

1)GGF について 

プロジェクト開始前に設置されていた13GFに対して総会
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プロジェクトの

要約 
指標 

情報源/

方法 
実績 

て 、 GGF 及 び

UGGF の持続的森

林管理に関する

能力が向上す

る。 

UGGF が新規

設置又は再

活性化され

る。 

 

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

を開催して役員を改選して能力のある者で執行部を構成

した。一部 GGF は森林管理活動や所得創造活動を実施し

ている。また、プロジェクト開始後、14GGF が新規設置さ

れた。 

 

2)UGGF について 

既存の 2UGGF の再活性化、及び新規 2UGGF の設立は 2010

年 3 月より開始する予定である。 

 

2-2 

GGF及びUGGF

が研修で得

た技術を活

用し、森林管

理活動を開

始する。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

研修後、森林管理活動を実施した GGF は以下の通り。 

1)苗木生産：ﾌﾞﾇﾅ、ﾀﾞﾝﾄﾞｳｸﾞ、ｳｪﾝｶﾞ、ｼﾞｬﾝｶﾞ、ﾄﾝｶﾞ 

2)植林：ｼﾞｬﾝｶﾞ、ﾌﾞﾇﾅ、ｽﾊﾞｶ、ﾌｶﾞﾝｸﾞｴ、ｳﾗﾃﾝｶﾞ、ｳｪﾝｶﾞ、

ﾄﾝｶﾞ 

3)防火線開設：ｼﾞｬﾝｶﾞ、ｶｼﾞｮ、ｸﾞｱﾗ 

 

アウトプット 3 

地域住民の生活

状況が改善され

る。 

 

3-1 

対象指定林

関連のGGFが

木材及び非

木材林産物

を活用した

所得創出活

動を開始す

る。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

GGF 別所得創出活動は以下の通りである。 

 

 

GGF 名 活動 創出金額(FCFA)

ﾌﾞﾇﾅ 近代養蜂 51,750

 スンバラ生産 4,000

ﾄｩﾑｾﾆ(男女) 薬用植物採取 123,690

 近代養蜂 60,000

 製炭 30,000

ﾄｩﾑｾﾆ(女) スンバラ生産 2,750

ｼﾞｮﾝｺﾞﾛ(男女) 薬用植物採取 29,715

 近代養蜂 3,750

 製炭 13,000

ｼﾞｮﾝｺﾞﾛ（女） スンバラ生産 販売記録なし

ﾀﾆｬﾅ(男女) 薬用植物採取 125,895

ﾀﾆｬﾅ(女) スンバラ生産 8,50

ｽﾊﾞｶ(男女) 薬用植物採取 243,600

 近代養蜂 3.750
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4 

プロジェクトの

要約 
指標 

情報源/

方法 
実績 

注：情報源はモニタリングシート 

 

 製炭 66,250

ｽﾊﾞｶ(女) スンバラ生産 販売記録なし

ﾌｶﾞﾝｸﾞｴ 近代養蜂 32,500

ｸﾞｱﾝﾄﾞｩｸﾞ 近代養蜂 7,500

ﾄﾝｶﾞ 近代養蜂 32,500

ﾀﾞﾝﾄﾞｩｸﾞ シアバター生産 96,750

ﾋﾟﾏ シアバター生産 156,750

ｶｯｻﾝﾃﾞ シアバター生産 93,000

ｳﾗﾃﾝｶﾞ シアバター生産 123,750

ﾌｧﾗｼﾞｬﾝ シアバター生産 93,000

ｳｪﾝｶﾞ シアバター生産 13,750

ﾌﾞｸﾞｯｿ シアバター生産 3,750

ｶｼﾞｮ シアバター生産 販売記録なし

ｸﾞｱﾗ シアバター生産 1,250

ﾗﾎﾞﾗ･ｻﾝｸﾗﾗ シアバター生産 販売記録なし

ﾀﾞｷｴ シアバター生産 6.750

ﾗﾎﾞﾗ･ﾅﾝﾊﾞﾙﾌｫ スンバラ生産 6,000

ﾗﾎﾞﾗ･ｻﾝｸﾗﾗ スンバラ生産 販売記録なし

3-2 

GGF が活動に

要する資機

材等への再

投資を行う。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

GGF の再投資の状況は以下のとおりである。 

 

GGF 名 活動 再投資内容 

ｶｻﾝﾃﾞ シアバター生産 原料種子の購入

ﾋﾟﾏ シアバター生産 原料種子の購入

ﾀﾞﾝﾄﾞｩｸﾞ シアバター生産 原料種子の購入

ｳﾗﾃﾝｶﾞ シアバター生産 原料種子の購入

ﾌｶﾞﾝｸﾞｴ シアバター生産 原料種子の購入

ﾌｧﾗｼﾞｬﾝ シアバター生産 原料種子の購入

ｽﾊﾞｶ(女) スンバラ生産 原料種子の購入

ﾀﾆｬﾅ(女) スンバラ生産 原料種子の購入

ﾌﾞﾇﾅ スンバラ生産 原料種子の購入

ﾗﾎﾞﾗ･ｻﾝｸﾗﾗ スンバラ生産 原料種子の購入

ﾄｩﾑｾﾆ(女) スンバラ生産 原料種子の購入

ﾌﾞﾇﾅ 近代養蜂 養 蜂 箱

(35,000FCFA 相

当)1 個購入 

 

 

アウトプット 4 

対象とする４つ

の指定林におい

て、森林整備事

業計画(PAG)が

順次策定され、

開始される。 

4-1 

対象指定林

毎に１計画、

合計 4つの

PAG が策定さ

れる。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

PAG 立案の基礎データ収集のため、プロジェクトは既に

以下の活動を実施した。 
－森林野生動物資源補足調査 
－対象 4 指定林に対する調査 
－データ収集、林産物の生産ゾーンと潜在的開発者の

調査、非木材林産物の活用可能性に係る調査 
－バンフォラにおける木材市場の調査 
 

対象指定林毎の 4つのPAGの策定ステップ及びスケジュ

ールは作成している。第 3 年次に PAG ドラフトを作成す

る予定である。 
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プロジェクトの

要約 
指標 

情報源/

方法 
実績 

 

4-2 

南スーダン

気候帯にお

ける森林整

備方法論ガ

イドが作成

される。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

これまでに収集した資料を基に、第 3 年次に南スーダ

ン気候帯における森林整備方法論ガイドドラフトを作

成予定である。 
 

4-3 

地域住民向

け参加型持

続的森林管

理実践マニ

ュアルが少

なくとも８

種類作成さ

れる。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

これまでの研修で作成したマニュアルを基にして第 3 年

次以降、以下の 8 種類のマニュアルドラフトを作成する

予定である。 

－苗木生産 

－植林 

－伐採 

－野火管理 

－放牧管理 

－高品質シアバター生産 

－近代養蜂 

－薬用植物活用 

 

4-4 

GGF/UGGF が

継続的に少

なくとも4種

類の森林管

理活動の技

術を習得し、

活動を開始

する。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

PAG 策定前ではあるが、研修を実施した GGF の中には以下

のように苗木生産、植林、野火管理、高品質バター生産、

近代養蜂、薬用植物活動を開始した GGF がある。 

 

－苗木生産：ﾌﾞﾇﾅ、ﾀﾞﾝﾄﾞｳｸﾞ、ｳｪﾝｶﾞ、ｼﾞｬﾝｶﾞ、ﾄﾝｶﾞ 

－植林：ｼﾞｬﾝｶﾞ、ﾌﾞﾇﾅ、ｽﾊﾞｶ、ﾌｶﾞﾝｸﾞｴ、ｳﾗﾃﾝｶﾞ、ｳｪﾝｶﾞ、

ﾄﾝｶﾞ 

－防火線開設：ｼﾞｬﾝｶﾞ、ｶｼﾞｮ、ｸﾞｱﾗ 

－高品質シアバター生産：ｶｻﾝﾃﾞ、ﾋﾟﾏ、ﾀﾞﾝﾄﾞｩｸﾞ、ｳﾗﾃﾝｶﾞ、

ﾌｶﾞﾝｸﾞｴ、ﾌｧﾗｼﾞｬﾝ、ｳｪﾝｶﾞ、ｶｼﾞｮ、ｸﾞｱ

ﾗ、ﾌﾞｸﾞｯｿ、ﾗﾎﾞﾗ･ｻﾝｸﾗﾗ、ﾀﾞｷｴ 

－近代養蜂：ﾌﾞﾇﾅ、ｼﾞｬﾝｶﾞ、ﾄｩﾑｾﾆ 

－薬用植物採取：ｽﾊﾞｶ、ﾄｩﾑｾﾆ、ｼﾞｮﾝｺﾞﾛ、ﾀﾆｬﾅ 

 

アウトプット 5 

持続的な森林管

理を行うため

に、地方行政機

関及びプロジェ

クトに関係する

国の出先機関の

関係者(地域関

係者)と森林行

政機関との協力

関係がより深ま

る。 

5-1 

地域関係者

及び関係省

庁関係者と

の協議会を

少なくとも

毎年、年 3回

開催する。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

これまでに地域関係者及び関係省庁関係者との協議会を

以下のように 6回開催している。 

 

1)2007 年 

(1)プロジェクト開始ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(拡大地域関係者ｾﾐﾅｰ)(ﾊﾞ

ﾝﾌｫﾗ、2007 年 8 月 2日)：プロジェクト開始情報の地

域社会への周知 

2)2008 年 

(1)第 1 回 JCC(ﾊﾞﾝﾌｫﾗ、2008 年 2 月 21 日)：2007 年の活

動報告と 2008 年の活動予定の情報共有(「ブ」国方式

での提示方法が求められる) 

(2)地域関係者ｾﾐﾅｰ(ﾊﾞﾝﾌｫﾗ、2008 年 5月 28 日)：ﾌﾞﾇﾅ GGF

の蜂蜜製品化発表は他の GGF の活動意欲を促す効果が

あり。 

3)2009 年 

(1)第 2 回 JCC(ﾊﾞﾝﾌｫﾗ、2009 年 2 月 20 日)：2008 年の活

動報告は了承されたが、2009 年の活動計画につき、提
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プロジェクトの

要約 
指標 

情報源/

方法 
実績 

示形式の変更が必要とのことで 2009 年活動計画承認

されず。技術協力プロジェクトの枠組みに関する「ブ」

国側からの変更要請を正式な形で出すことが決めら

れた。 

(2)地域関係者ｾﾐﾅｰ(ﾊﾞﾝﾌｫﾗ、2009 年 6 月 19 日)：ｼﾞｬﾝｶﾞ、

ｽﾊﾞｶ、ﾀﾞﾝﾄﾞｩｸﾞ GGF の活動報告は他の GGF の活動促進

意欲を高める。 

(3)第 3 回 JCC(ﾊﾞﾝﾌｫﾗ、2009 年 7 月 17 日）：2009 年活動・

予算計画書の承認・情報共有。第 2回 JCC で提起され

た「ブ」国側課題に対する JICA 側回答の情報共有。

 

5-2 

プロジェク

トと州局と

の間で提携

協定が締結

される。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

2010 年 1 月、カスカード州局との間で提携協定を締結す

る予定である。 

5-3 

地域の民間

企業との連

携関係が構

築される。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

1)薬用植物活用で実績のあるﾊﾞﾝﾌｫﾗのPhytofla社と連携

した(2008 年 11 月以降)。本プロジェクトは同社に研修

を委託し、同社は研修を受けた GGF が採取した薬用植

物を買取る形となっている。 

2)樹実活用で実績のあるﾊﾞﾝﾌｫﾗの BombaThecno 社と連携

する予定である(2010 年 5 月以降)。連携の形は

Phytofla 社の場合と同様。 

 

（３） プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクトの

要約 
指標 

情報源/

方法 
結果（特に断りがない場合は 2010 年 1 月 日現在） 

対象となる４つ

の指定林(ブヌ

ナ、トゥムセニ、

グァンドゥグ、

コングコ)にお

いて、森林管理

住民組織(GGF)

及び住民組織連

合(UGGF)を通じ

て、地域住民に

よる持続的森林

管理を目指した

活動が行われる

ようになる。 

1.プロジェク

ト開始時に比

べ、対象指定

林において、

GGF／UGGF に

よる森林管理

活動の基礎と

なるゾーニン

グが明確にさ

れる。 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書 

4 指定林において、これまでに実施した森林調査によりゾ

ーニングのための情報は得られている。 

第 3年次に森林整備単位界を地形図上で定めて、プロジェ

クト後半に防火線を兼ねて現地で伐開線の開設作業を開

始する予定である。 

 

2.プロジェク

ト開始時に比

べ、各対象指

定林の整備目

標が明確に設

定され、その

目標に沿った

森林管理活動

が GGF／UGGF

により継続的

に実施される 

プ ロ ジ

ェ ク ト

報告書、

ｲﾝﾀﾋﾞｭ

ｰ、質問

票 

中間評価時点までに研修を終了した GGF の大半が森

林管理活動、及び生計向上に資する活動を既に実施し

ている。そのことにより地域住民による持続的森林管

理を行う下地は出来つつある。 
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別添４ 人的投入実績 

１ 日本側投入実績(人員) 

 

(1) 専門家派遣の実績 

 分野 氏名 派遣期間 ｍ/ｍ 担当アウトプ
ット 

1 チーフアドバイ
ザー／森林管理 

水品 修 2007/7/1～11/29 
2008/2/5～3/5 
2008/4/22～6/20 
2009/1/19～3/31 
2009/5/27～8/1 
2010/1/5～現在 

6.07 
 
2.00 
 
4.47 

1～5 

2 副総括／生計向
上 

手島 茂晴 2007/11/7～12/21 
2008/5/14～8/1 
2008/10/1～12/29 
2009/3/22～6/9 
2009/9/30～現在 

1.50 
2.67 
 
5.67 

1～5 

3 参加型開発(1) 門 敦之 2007/7/15～10/25 
2008/4/23～7/11 
2008/10/1～12/29 

3.43 
2.67 
3.00 

1、2、5 

4 参加型開発(2) 武藤 珠生 2008/1/6～3/5 
2008/5/14～8/1 
2009/1/19～5/18 
2010/1/5～現在 

2.00 
2.67 
4.00 

1、2、3、5 

5 業務調整 小林 美和子 2007/7/1～8/29 
2007/4/22～6/5 

2.00 
1.50 

1、5 

6 業務調整 手島 茂晴 2009/6/10～7/24 1.50 4、5 
7 業務調整／研修

監理 
酒井 文子 2009/9/30～11/28 2.00 1、2、3、5 

 

 

(2) 研修員受け入れの実績 

 氏名 所属 研修コース名 研修期間 アウトプッ
ト担当部分 

1 OUATTARA N’Grazié 
Thomas 

前ﾅｼｮﾅﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ｰ 

森林流域環境・
水土保全技術 

2008/8/24 ～
9/13(体調不
良により早期
帰国 

1～5 

2 KINI B. Nestor 現ﾅｼｮﾅﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ｰ 

持続可能な森林
活動の実践活動
促進 

2009/8/19 ～
11/8 

1～5 

3 OUEDRAOGO Mahamadi 環境・生活環境省
カスカード州局 

共生による森林
保全 

2008/8/24 ～
11/15 

2、4 
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(3) プロジェクト支援スタッフ傭人 

 氏名  傭人期間＊ 
1 TRAORE Kasson アシスタントファシ

リテーター 
2007/9～2008/3(第1年次) 
2008/4～2008/7(第2年次その1) 
2008/10～2008/12(第 2年次その２前半) 
2009/1～2009/7(第2年次その2後半) 
2009/10～現在(第3年次) 

2 SIRI Moussa アシスタントファシ
リテーター 

2008/5～2008/7(第2年次その1) 
2008/10～2008/12(第 2年次その2前半) 
2009/1～2009/7(第2年次その2後半) 
自己都合により離職 

3 COULIBALY Denise アシスタントファシ
リテーター 

2008/10～2008/12(第 2年次その2前半) 
2009/1～2009/7(第2年次その2後半) 
2009/10～現在 

4 TRAORE Mohamadou アシスタントファシ
リテーター 

2009/10～現在(第3年次) 

5 TRAORE Marie 秘書・会計 2007/9～2008/3(第1年次) 
2008/4～2008/7(第2年次その1) 
2008/10～2008/12(第 2年次その２前半) 
2009/1～2009/7(第2年次その2後半) 
2009/10～現在(第3年次) 

6 SAYOU Daouda 運転手 2007/8～2008/3(第1年次) 
2008/4～2008/7(第2年次その1) 
2008/10～2008/12(第 2年次その２前半) 
2009/1～2009/7(第2年次その2後半) 
2009/10～現在(第3年次) 

7 KONE Issouf 運転手 2008/5～2008/7(第2年次その1) 
2008/10～2008/12(第 2年次その２前半) 
2009/1～2009/7(第2年次その2後半) 
2009/10～現在(第3年次) 

＊第2年次その2前半までは人材派遣会社「ITEC Service」との間で役務提供契約を結び、人材の派遣を受ける。

第2年次その2後半以降、同社との役務提供契約を解除し、各スタッフとの間で直接、役務提供契約を結ぶ形に移

行し、現在に至る。 
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２ ブルキナファソ側投入実績(人員) 

 

（１）カウンターパート（2009年 12月31日現在） 

N° Nom et Prénoms Emploi  Poste  
Direction des Forêts 

01 DOULKOM Adama Inspecteur et Ingénieur des Eaux et Forêts Directeur des Forêts 

02 COULIBALY Sia 

Inspecteur et Ingénieur des Eaux et Forêts Chef de Service de 

l’Aménagement des 

Forêts/Direction des Forêts 

Direction Régionale  

01 GUINKO Adama 
Inspecteur Directeur Régional des 

Cascades 

02 OUEDRAOGO.K.Mahamadi Contrôleur des Eaux et Forêts Cumulativement/Chef SRPSE 

03 SANOU K Bruno 
Contrôleur des Eaux et Forêts Chef/Service Régional de la 

Protection et de la Surveillance

04 OUBDA Moussa 
Contrôleur des Eaux et Forêts Service Régional de la 

Protection et de la Surveillance

05 BATIONO Barthélémy 
TS Environnement Chef/Service Régional de 

l’Amélioration du Cadre de Vie 

06 YE .P. Moctar 
Assistant des Eaux et Forêts Service Régional de 

l’Amélioration du Cadre de Vie 

07 OUATTARA  Sériba Assistant des Eaux et Forêts Service Régional  de 

l’Administration et des Finances

08 KY Prosper Préposé des Eaux et Forêts Service Régional de la 

Conservation de la Nature 

Direction Provinciale 
01 BIKIENGA Salimata  Inspecteur Directrice Provinciale la Comoé

02 OUEDRAOGO Animata Contrôleur des Eaux et Forêts Régisseur de la Direction 

Provincial 

03 TRAORE Hamadé Contrôleur des Eaux et Forêts Service Provincial de la 

Conservation de la Nature 

04 BADO Jean Marc Assistant des Eaux et Forêts Chef de service provincial de la 

Planification  

Projet 
01 KINI B. Nestor Inspecteur Coordonnateur National 

Services Départementaux concernés 
01 BATIONO Toussaint Contrôleur des Eaux et Forêts Chef/SDECV/Sidéradougou 

02 ZONGO. W. Pascaline Préposé des Eaux et Forêts SDECV/Sidéradougou 

03 DABIRE .N. Réné Assistant des Eaux et Forêts SDECV/Sidéradougou 

04 KY         Bruneau Préposé des Eaux et Forêts SDECV/Sidéradougou 

05 DABIRE  Julien Contrôleur des Eaux et Forêts Chef/SDECV/Banfora 

06 DABIRE Romaric Assistant des Eaux et Forêts SDECV/Banfora 

07 ZONGO .Y. François Assistant des Eaux et Forêts SDECV/Banfora 

08 KABORE Hamidou Assistant des Eaux et Forêts SDECV/Banfora 

09 SAWADOGO Harouna Assistant des Eaux et Forêts SDECV/Banfora 
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10 BOUDO Salif Préposé des Eaux et Forêts SDECV/Banfora 

11 SANGARE Belko Militaire à la retraite SDECV/Banfora 

12 OUATTARA Alexis Assistant des Eaux et Forêts Chef/SDECV/Soubaka 

13 NEYA Paul Préposé des Eaux et Forêts SDECV/Soubaka 

14 SAWADOGO  Sékou Assistant des Eaux et Forêts Chef/SDECV/Tiéfora 

15 NABI Michel Préposé des Eaux et Forêts SDECV/Tiéfora 

 

（２）プロジェクト・ナショナルコーディネーター 

 氏名 職位 所属 着任期間 備考 
1 OUATTARA N’Grazié 

Thomas 
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ(森林
監督官) 

環境・生活環境
省 

2007/8/～
2008/12 

2008年 12月病没 

2 KINI B. Nestor ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ(森林
監督官) 

環境・生活環境
省 

2009/1～現在  

 

（３）プロジェクト支援スタッフ 

 氏名 職種 所属 着任期間 備考 

1 KABORE Abdoul Wahab 会計 プロジェクト 2009/1～ CP予算による契約雇用 

2 TRAORE Blaise 運転手 プロジェクト 2009/1～ CP予算による契約雇用 

3 SAWADOGO Yubert 苗畑担当 

連絡員 

プロジェクト 2009/1～ CP予算による契約雇用 

4 HEMA Midibahaye 連絡員 プロジェクト 2009/1～11 CP予算による契約雇用、 

5 LALOU Dauda ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ プロジェクト 2009/1～ CP予算による契約雇用 
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別添 5-2: ブルキナファソ側機材投入実績 

 

1) 1 ピックアップトラック 

2) 2(deux) テレビ 

3) 2(deux) ラップトップパソコン 

4) 2(deux) デスクトップパソコン 

5) 2(deux) プリンター 

6) 1(un) 冷蔵庫 
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別添６ プロジェクトの実施体制 

 

 

住民側： 

地域関係者： 
州/県/郡当局者、地方

自治体関係者、技術官

庁地方機関関係者、

PAG承認関係行政機関 

森林行政当局： 

 環境・生活環境省自然

保全総局森林局 

 カスカード州局 

 コモエ県局 

 関係郡局 

 

住民サイド： 

 

地域関係者： 

州/県/郡当局者、地方

自治体関係者、技術官

庁地方機関関係者、PAG

承認関係行政機関 

 

本プロジェクト期間中に想定する実施体制コンセプト 

本プロジェクト終了後に想定する PAG実施体制コンセプト 

森林行政当局： 

 環境・生活環境省自然保

全総局森林局 

 カスカード州局 

 コモエ県局 

 関係郡局 

GGF/UGG

F 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ: 

BF ﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

＋日本人専門家＋

BFﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援ｽﾀｯ

ﾌ＋再委託先ﾁｰﾑ 

外部支援機関： 

NGO、国際協力機

関、国別ドナー 

GGF/UGG

F 

- 住民 

- CVD 等既存

住民組織 

- 評議員 

- 伝統的長老 

想定 PAG実施体制 

研修・GGF活

動・ PAG 策

定・PAG活動

協働実施 

助言/支援 

連絡・報告 研修・協働 

連絡・報告 

普及 

信頼 

- 住民 

- CVD 等既存

住民組織 

- 評議員 

- 伝統的長老

パートナー 

支援 協働実施 

JCC：JCC 委員 
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別添８：プロジェクトの実施プロセス 

 

項目 
情報源

/方法 
結果（2010 年 1 月 日現在） 

1.PDM の変更 プロジ

ェクト

報 告

書、イ

ンタビ

ュー 

本プロジェクトの PDM は、第 3回 JCC（2009 年 7 月 17 日）において１

回、改訂されている。 

この変更に係る基本的な考え方は、プロジェクト活動に対する先方政府

の主体的関与をより発揮させるため、実施上の手法の変更を変更するこ

ととするが、PDM の大きな変更ではない。具体的な変更点は以下のとお

り。また、各指標はより具体的に変更された。 

 

1)森林行政官の能力向上に係る具体的活動の更なる充実化のため、以下

を導入した。 

・中央・地方レベルの森林行政官によるモニタリング活動（PDM 活動 1-5

の新規追加の活動） 

2)森林整備事業計画の策定と実施に係る活動の一部をプロジェクトで

支援する。 

・コミューンによる植林活動（PDM 活動 5-3 の新規追加の活動） 

 

2.活動の進捗   

(0)事前活動 プロジ

ェクト

報 告

書、イ

ンタビ

ュー 

各アウトプットの諸活動を実施する前の準備作業として以下の事前活

動を実施した。 

 

活動 0-1 実施済み調査及び類似プロジェクトの成果をレヴューす

る 。 

【指標】 

①既存資料及び報告書（コピー又はオリジナル）を収集し、検討す

る。 

【指標の達成状況】 

①必要な資料やデータを収集し検討を行った。 

 

活動 0-2 地方レベルにプロジェクト事務所を設け、活動実施に必要

な人的、物的資源を配置する。 

【指標】 

①プロジェクトに事務所を設置する。 

②プロジェクトがプロジェクト支援スタッフを 5名雇用する。 

③プロジェクトに車両、情報機器、事務機器などプロジェクト活動

に必要な資機材を配置する。 

【指標の達成状況】 

①2007 年 7月、バンフォラの州局敷地内に事務所を設置した。 

②プロジェクト活動のために 6名のスタッフ、また GGF の組織運営能力

の定着や活動状況のモニタリングのために 7 名のスタッフを雇用し

た。 

③車両、バイク、パソコンなど事務機器等を配置した。 

 

活動 0-3 プロジェクト実施コーディネーション・メカニズムを設置

する。 

【指標】 

①ナショナルコーディネーター1名を配置する。 

②省令により合同調整委員会を設置し、年 2回開催する。 

【指標の達成状況】 

①2007 年 7 月、ナショナルコーディネーター（NC）が 1 名配置され、
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2008 年 12 月に急逝により、現ナショナルコーディネーターが任命さ

れた。 

②合同調整委員会（JCC）設置に関する省令の発令が遅れ（2008 年 2月）、

2008 年 2 月に第 1回 JCC、2009 年 2月に第 2回 JCC、同年 7月に第 3

回 JCC の計 3回、実施された。 
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(1)アウトプット

１の活動 

プロジ

ェクト

報 告

書、イ

ンタビ

ュー 

中央・地方の森林行政機関職員を対象に研修をほぼスケジュール通りに

実施し、参加した職員の能力向上が図られたと判断される。 

 

活動 1-1  能力向上を目的として、中央・地方森林行政機関の技術的、

組織的能力現状を評価する。 

【指標】 

①自己評価会を中央レベル１回、地方レベル１回開催する。 

②自己評価会には少なくとも中央レベル 10 人、地方レベル 10 人の

森林官が参加する。 

【指標の達成状況】 

①自己評価会を中央レベル１回、地方レベル１回開催した。 

②中央レベル森林官向け研修には 3 日間で計 42 名（1 日平均 14 名）、

地方レベル森林官向け研修には 3 日間で計 27 名（1 日平均 9 名）が

参加した。 

 

活動 1-2 森林行政当局に対して参加型森林整備事業計画策定及び実

施に係る研修とワークショップを実施する。 

【指標】 

①研修会を中央レベル 2回、地方レベル 2回実施する。 

②研修は少なくとも２つのテーマを扱う。 

③研修会には少なくとも中央レベル延べ 20 名(10 名ｘ2回)、地方レ

ベル延べ 20 名(10 名ｘ2回)の森林官が参加する。 

【指標の達成状況】 

①中央レベルで「PAG」と「参加」に係る研修を 1回、実施した。（参加

者数：12 名） 

②地方レベルで「PAG」と「参加」に係る研修（参加者数：6名）、及び

「事務所整備研修」（3 郡局・県局森林官事務所から 1 名参加、計 3

名）実施した。 

 

活動 1-3 森林官向け参加型持続的森林管理技術に係る研修を実施す

る。 

【指標】 

①研修会を地方レベル 2回実施する。 

②研修会には少なくとも延べ 20 名(10 名ｘ2 回)の森林官が参加す

る。 

【指標の達成状況】 

①地方レベルで森林管理技術（参加型森林管理への政策転換に伴う森林

官の役割の変化、近代養蜂技術、非木材林産物）に係る研修を実施

した。（参加者数は各日 10 名、計 30 名） 

 

活動 1-4 森林官向け参加型持続的森林管理活動のモニタリング・評

価に係る研修を実施する。 

【指標】 

①研修会を中央レベル 1回、地方レベル 1回実施する。 

②研修会には少なくとも中央レベル 10 名、地方レベル 10 名の森林

官が参加する。 

【指標の達成状況】 

①地方レベルで「PCM 研修」（参加者数：12 名）、「記録と会計研修」（参

加者数：6 名）、「モニタリング・評価研修」（参加者数：9 名）を実

施した。 

②中央レベルで「モニタリング・評価研修」を実施した。（参加者数：8

名）。 
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活動 1-5 森林官チームが定期モニタリング／コントロールを実施す

る。 

【指標】 

①モニタリングは四半期ごとに 1回、年 4回実施する。 

【指標の達成状況】 

①2009 年 7 月、地方森林行政官によるモニタリングにも使用可能とな

る車輌がブルキナファソ JIA 事務所から環境省カスカード州局に譲

渡され、森林官チームのモニタリング体制が整備された。2010 年 1

月から、森林官チームによる年 3 回のモニタリング（現場作業は 4

日間）を実施する予定。 

 

(2)アウトプット

２の活動 

プロジ

ェクト

報 告

書、イ

ンタビ

ュー 

ほぼスケジュール通りに 27GGF に対し、持続的森林管理に必要な能力、

組織運営能力、林産物を活用した所得創出活動能力に係る研修が実施さ

れた。 

 

活動 2-1 既存 GGF 及び UGGF の現在の技術、組織能力を評価する。 

【指標】 

①評価会合が 1村あたり 1回の割合で 24 回実施される。 

【指標の達成状況】 

①既存 GGF（9 村、13GGF）、GGF 未設置の村（15 村、15GGF）及び UGGF

（2 指定林、2UGGF）の現状調査を行い、評価した。なお、未設置村

落については、テロワール管理村落委員会あるいは村落開発委員会関

係者などの村落のキーインフォーマントに対して簡易アンケートを

利用して評価を行った。 

 

活動 2-2 プロジェクト関連村落の既存 GGF 及び UGGF の技術、組織能

力を強化する。 

【指標】 

①研修会は２回実施する。 

②既存の 13GGF の執行部を刷新する。 

③研修は記録・会計及び計画立案の２つのテーマで行う。 

【指標の達成状況】 

①「記録と会計」研修を 27GGF の執行メンバー（参加者数：103 名）、

及び 21GGF の GGF 会員（617 名）に対し実施した。 

②「計画立案」研修を 21GGF に対し実施した。（参加者数：319 名） 

③既存 13GGF に対し、会計、記録、監査の役に識字者を選出する再選挙

実施の支援を行った。 

 

活動 2-3 ４指定林隣接の村落及び村落グループにおいて新規 GGF 及

び UGGF の設立を推進する。 

【指標】 

①新規に 14 の GGF、またグァンドゥグ指定林及びコングコ指定林そ

れぞれに UGGF を新設する。 

【指標の達成状況】 

①GGF 未設置であった 14 村において、3回にわたり、GGF 設立へむけた

啓発ワークショップを実施し、GGF を設立し、執行部の選出、総選挙

の支援を行い、2009 年 1月末までに全 14新規 GGF が正式承認を得た。

 

 

活動 2-4 森林管理技術(苗畑、植林、野火管理、薪材生産、棒材・工

芸品用材、用材生産、製炭、非木材林産物生産など)に係る研修を実

施する。 
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【指標】 

①研修会は８つのテーマで各GGF対象に少なくとも1回実施する（研

修回数は延べ 216 回(8x27)） 

②研修会には少なくとも 1回 10 人の GGF 会員が参加する（参加者数

は延べ 2160 名(10x216)） 

【指標の達成状況】 

研修会は 12 のテーマで以下のとおり実施された。なお、フォローアッ

プ研修では参加人数を把握していなかった時もあり、実際には下記の参

加人数より多い。 

 

研修内容 延べ開催数 延べ参加者数 

1)近代養蜂 19 397 

2)苗木生産 26 455 

3)植林 26 373 

4)シアバター品質向上 30 1,156 

5)薬用植物付加価値化 16 123 

6)製炭 20 260 

7)野火管理 20 577 

8)放牧管理  8 256 

9)伐採  8 119 

10)スンバラ品質向上  7 350 

11)記録・会計 50 456 

12)収入管理 21 304 

 

 

活動 2-5 GGF 及び UGGF 向けに林産物の交渉、販売技術に係る研修を

実施する。 

【指標】 

①研修は少なくとも１GGF1 回の延べ 27 回実施する。 

②研修会には少なくとも 1回 10 名、延べ 270 名の GGF 会員が参加す

る。 

【指標の達成状況】 

①「収入管理」に関する研修を 21GGF に対して実施した。（参加者数：

308 名（うち女性 136 名）） 

②2009 年 12 月時点で 21 回の収入管理研修を実施した。 

 

活動 2-6 GGF 及び UGGF 向けにモニタリング・評価に係る研修を実施

する。 

【指標】 

①研修は少なくとも１GGF1 回の延べ 27 回実施する。 

②研修には少なくとも 1 回 10 名、延べ 270 名(10x27)の GGF 会員が

参加する。 

【指標の達成状況】 

①GGF の組織運営能力の定着や活動のモニタリングやプロジェクトと

の連絡のために、計 7名のモニターを雇用した。また、モニタリング・

評価に係る研修の一環として「計画策定研修」を 21GGF に対し実施した。

（参加者数：325 名（うち女性 144 名）） 

 

(3)アウトプット

３の活動 

プロジ

ェクト

報 告

書、ｲﾝ

ﾀﾋﾞｭｰ 

スケジュール通り活動を実施し、木材林産物として木炭の生産・販売、

また非木材林産物として養蜂生産・販売、薬用植物販売、シアバター生

産・販売を行う GGF が現れ、所得創造につながるようになってきた。 

 

活動 3-1 地域住民の優先社会経済インフラストラクチャー及び施設
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に関するニーズを調査し、その実現可能性を分析する。 

【指標】 

①実施可能性記述を含むニーズリストが作成される。 

【指標の達成状況】 

①村落における簡易ニーズ調査を実施した後、水源整備に関する調査を

行い、その実現可能性や設置可能な村落の優先順位を作成した。 

 

活動 3-2 木材及び非木材資源の活用を目的とする活動を計画し、実

施する。 

【指標】 

①GGF 会員が挙げた活動の中から、少なくとも 6 種類の活動を計画

し、実施する。 

【指標の達成状況】 

①27GGF が希望する生計向上活動について簡易調査を実施し、各 GGF の

ニーズを確認した。実施された活動については 2-4 を参照。 

 

活動 3-3 地域住民のために採択された社会経済優先ニーズ充足を目

的とする活動を計画し、実施する。 

【指標】 

①GGF 会員が挙げたインフラの中から、少なくとも１つのインフラ整

備を計画し、実施する。 

【指標の達成状況】 

①水源整備に関する調査の結果をベースに、GGF の苗木生産に資する井

戸設置を検討して候補村を 7つ選定し、第 3年次において特に優先度の

高い 3村において水源整備を行う予定。なお、2村において貯水槽を試

験的に設置した。 

 

(4)アウトプット

４の活動 

プロジ

ェクト

報 告

書、ｲﾝ

ﾀﾋﾞｭｰ 

第 3 年次にドラフト PAG を作成する予定であり、当初スケジュールより

遅れている。これは第 1年次に JICA 技術協力プロジェクトを「ブ」国

側への理解を進めるのに時間を要したからである。 

 

活動 4-1 各指定林の整備事業計画を作成する。 

【指標】 

①指定林ごとに 1つの PAG、延べ 4つの PAG を作成する。 

【指標の達成状況】 

①PAG 立案の基礎データ収集のため森林野生動物資源補足調査（対象 4

指定林に関するデータ収集、林産物の生産ゾーン、潜在的開発者調

査）を実施した。また、非木材林産物の活用可能性に係る調査、バ

ンフォラにおける木材市場の調査を実施した。日本側のコンセプト

を PAG に反映させるためにも、PAF 策定を日本人専門家とカウンター

パート側との協働で進めることになっており、PAG 策定スケジュール

に沿って、今後各指定林の PAG を策定する予定。 

 

活動 4-2 策定済み PAG に則って森林管理活動を開始する。 

【指標】 

①2009 年 10 月から PAG の策定を順次開始され、計画に則った具体的

な活動が 2010 年 10 月から開始される。 

【指標の達成状況】 

①PAG ドラフトはまだ開始されていない。 

 

活動 4-3 森林官向けに南スーダン気候帯地域における森林整備方法

論ガイドを作成する。 

【指標】 
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①ガイドが作成される。 

【指標の達成状況】 

①第 3年次(2009 年 10 月～2010 年 8月)にドラフト作成予定。 

 

活動 4-4 参加型森林管理に関する地域住民に適した実践的ガイドを

作成する。 

【指標】 

①実践ガイドが少なくとも８種類作成される。 

【指標の達成状況】 

第 3年次(2009 年 10 月～2010 年 8 月)にドラフト作成予定。 

 

(5)アウトプット

５の活動 

プロジ

ェクト

報 告

書、イ

ンタビ

ュー 

ほぼスケジュール通り実施され、地域関係者セミナーや JCC の実施によ

り地域関係者間での認知度が上がってきた。 

 

活動 5-1 地方行政機関並びに関連部局に本プロジェクトを紹介する

ためセミナーを開催する。 

【指標】 

①地域関係者セミナーを年 1回、延べ 5回開催する。 

②地域関係者セミナーには少なくとも 80 名が参加する。 

【指標の達成状況】 

①地域関係者セミナーを 3 回、開催した。（参加者数：214 名（初回の

参加者数は不明）） 

 

活動 5-2 技術協議、活動報告書、各種情報伝達経路を通じてプロジ

ェクトに係る意見交換を行い、情報を広める。 

【指標】 

①合同調整委員会は年 2回、延べ 10 回開催する。 

②各種活動報告書は少なくとも 29 回作成する。  

③《ニュースレター》は 12 回発行する。 

④研修旅行は 3回実施する。 

【指標の達成状況】 

①合同調整委員会（JCC）は 3回（第 1回は 2008 年 2 月、第 2回は 2009

年 2 月、第 3回は 2009 年 7 月）、実施された。 

②インセプション・レポート、及び業務完了報告書 3回、作成した。ま

た、各種研修報告書も Difor に提出されている。 

③ニュースレターを 6号まで発行した。 

 

活動 5-3 コミューン開発計画の森林部門に係る森林官の監理活動を

支援する。 

【指標】 

①森林官は少なくとも四半期に 1 回、年に 4 回、関連コミューンが

作成するコミューン開発計画に含まれる森林セクターの活動監理を

行う。 

【指標の達成状況】 

①第 3年次より活動を実施する予定。 

 

3.プロジェクト管

理 

  

(1)実施体制 プロジ

ェクト

報 告

書、質

問票 

2008 年に「ブ」国側の C/P 予算が計上されて限定的ではあるが諸手当

の支払が可能になったこと、及び 2009 年 10 月以降(第 3年次)、森林管

理技術研修で C/P 機関職員を講師として活用することができるように

なり、C/P 職員のプロジェクト活動への関与が改善されている。 
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(2)意思決定及び

モニタリングプロ

セス 

プロジ

ェクト

報 告

書、質

問票 

①JCC 

「ブ」国側の様式に則り、プロジェクトで実施済みの活動やアウトプッ

トの達成状況、今後のスケジュールについて報告している。 

②プロジェクト内モニタリング 

プロジェクト側で GGF の活動モニタリング要員を雇用し、各 GGF をモニ

ターし報告を受ける体制を取っている。 

③NC を通じた意思決定プロセス 

NC を通して「ブ」国側とコンタクトを取る協働体制としており、常に

プロジェクト活動実施に関し「ブ」国側と協議して進める態勢が整って

いる。 

④「ブ」国側によるモニタリング 

モニタリング体制は構築（州局長、県局長を組み込んだモニタリングシ

ステムで年間 4回の頻度で実施する体制）した。 

⑤PDM 及び PO によるプロジェクト管理 

プロジェクト側が年間 PO を作成してプロジェクトの管理を行ってい

る。また、これまで第 2回 JCC 及びその後に提出された「ブ」国環境・

生活環境省のレターを受け、PDM の内容及び指標を「ブ」国 C/P 機関と

協議し改訂した。 

 

4. プロジェクト

内コミュニケーシ

ョン 

プロジ

ェクト

報 告

書、質

問票 

現ナショナルコーディネーター（NC）着任以降、NC を通じて日本側か

ら「ブ」国側への情報伝達を行う仕組みが一層機能するようになった。

また、本プロジェクト開始以降、プロジェクト関係者（日本人専門家、

ブルキナ人支援スタッフ）の間では徐々に意思疎通が円滑になり、現在

は極めて活発にコミュニケーションが行われている。 

 

5．関連機関との連

携 

プロジ

ェクト

報 告

書、質

問票 

①JCC メンバー機関 

カスカード州、コモエ県、関係４郡の地方行政機関、関係４コミューン

の地方公共団体、及び農業省、動物資源省など省庁の地方出先機関の技

術部局とは JCC 開催時にプロジェクト活動について説明・協議を実施し

ている。 

②動物資源省 

放牧管理研修では動物資源省と協力し、動物資源省担当官に研修講師を

務めてもらうなど具体的な連携を図っている。 

③民間企業との連携 

2 社の民間企業と委託契約を結び、そのうちの 1社は GGF 研修を実施し

た。 

 

6. 実施プロセス

に影響したその他

の要因 

プロジ

ェクト

報 告

書、質

問票 

①促進要因 

・GGF へ研修をしたことにより、所得創造を図る GGF が出てきたこと。

・森林官がプロジェクト活動に一層主体的に参加するようになってきた

こと。 

②阻害要因 

・「ブ」国側 C/P 予算の執行の遅れと減額。 

・研修を受けた地方森林官が異動すること。 

・JICA の技術協力プロジェクトに対する認識が「ブ」国側及び日本側

双方で異なっていたこと。 

・指定林の一部における違法な金の採掘がなされたこと。 

・一部地域における強盗の発生により治安状況の悪化があったこと。 
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1

別
添
９
 
PD
M（

ve
r2
）
の
指
標
に
対
応
し
た
活
動
実
績
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
作
成
（
20
10

年
1
月

24
日
作
成
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
コ
モ
エ
県
に
お
け
る
住
民
参
加
型
持
続
的
森
林
管
理
計
画
 

協
力
期
間
：
5
年
（
20
07

年
6
月
か
ら

20
12

年
6
月
）
 

受
益
国
に
お
け
る
実
施
機
関
：
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
国
環
境
・
生
活
環
境
省
、
次
官
室
、
自
然
保
全
総
局
、
森
林
局
、
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
、
コ
モ
エ
県
局
 

協
力
機
関
：
カ
ス
カ
ー
ド
州
庁
、
コ
モ
エ
県
庁
、
バ
ン
フ
ォ
ラ
、
テ
ィ
エ
フ
ォ
ラ
、
シ
デ
ラ
ド
ゥ
グ
及
び
ス
バ
カ
ニ
エ
ド
ゥ
グ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
農
業
・
給
水
・
水
産
省
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
、
動

物
資
源
省
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
、
女
性
地
位
向
上
省
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
、
財
務
経
済
省
国
際
協
力
総
局
、
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
リ
ア
：
ブ
ヌ
ナ
、
ト
ゥ
ム
セ
ニ
、
グ
ァ
ン
ド
ゥ
グ
、
コ
ン
グ
コ
指
定
林
及
び
そ
の
隣
接
地
域
 

対
象
グ
ル
ー
プ
：
４
つ
の
対
象
指
定
林
隣
接
地
域
の
住
民
、
森
林
行
政
機
関
職
員

 

 

 
指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

上
位
目
標
 

 
 

 
南

ス
ー

ダ
ン

気
候

帯
に

お
い

て

地
域

住
民

に
よ

る
参

加
型

で
持

続
的

な
森

林
管

理
が

実
践

さ
れ

る
。
 

- 
南
ス
ー
ダ
ン
気
候
帯
に
属
す
る
指
定
林
に
お
い
て
参
加
型
持
続
的
森
林
整
備
事

業
計
画
が
順
次
策
定
さ
れ
、
地
域
住
民
に
よ
る
持
続
的
森
林
管
理
が
開
始
さ
れ

る
。
 

- 
対
象
４
指
定
林
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
導
入
さ
れ
た
活
動
が
、
策
定
さ
れ

た
森
林
整
備
事
業
計
画
に
則
っ
て

GG
F／

UG
GF

に
よ
り
持
続
的
に
実
施
さ
れ

る
。
  

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
 

 
 

 
対
象
と
な
る
４
つ
の
指
定
林
(ブ

ヌ
ナ
、
ト
ゥ
ム
セ
ニ
、
グ
ァ
ン
ド

ゥ
グ
、
コ
ン
グ
コ
)に

お
い
て
、

森
林
管
理
住
民
組
織
(G
GF
)及

び

住
民
組
織
連
合
(U
GG
F)
を
通
じ

て
、
地
域
住
民
に
よ
る
持
続
的
森

林
管
理
を
目
指
し
た
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
比
べ
、
 

- 
対
象
指
定
林
に
お
い
て
、
GG
F／

UG
GF

に
よ
る
森
林
管
理
活
動
の
基
礎
と
な
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
明
確
に
さ
れ
る
。
 

- 
各
対
象
指
定
林
の
整
備
目
標
が
明
確
に
設
定
さ
れ
、
そ
の
目
標
に
沿
っ
た
森
林

管
理
活
動
が

GG
F／

UG
GF

に
よ
り
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
。
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 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

指
 
標
 

実
 
績
 

達
成
率
 

1.
 住

民
が
参
加
型
で
持
続
的
な
森

林
管
理
を
行
え
る
よ
う
、
中
央
・

地
方
の
森
林
行
政
機
関
の
支
援
能

力
が
向
上
す
る
。
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
森
林
官
が
参
加
型
持
続
的
森
林
管
理
の
研
修
を
少
な

く
と
も
中
央
レ
ベ
ル
で

4
回
、
地
方
レ
ベ
ル
で

6
回
受
け
、
効
率
よ
く
地
域

関
係
者
と
協
働
す
る
。
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
：
４
回
実
施
 

- 
地
方
レ
ベ
ル
：
７
回
実
施
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
 
4/
4=
10
0%
 

- 
地
方
レ
ベ
ル
 
7/
6≥
10
0%
  

 

2.
 対

象
村
落
に
お
い
て
、
GG
F
及
び

UG
GF

の
持
続
的
森
林
管
理
に
関
す

る
能
力
が
向
上
す
る
。
  

- 
27
GG
F
及
び
４
UG
GF

が
新
規
設
置
又
は
再
活
性
化
さ
れ
る
。
 

- 
GG
F
及
び

UG
GF

が
研
修
で
得
た
技
術
を
活
用
し
、
森
林
管
理
活
動
を
開
始

す
る
。
 

- 
27
GG
F
の
う
ち
、
14
 G
GF
 が

新
設
さ
れ
た
。

な
お
、
13
 G
GF

は
既
存
。
 

- 
2 
UG
GF
 が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 

- 
GG
F
の
新
設
 
14
/1
4=
10
0%
 

- 
GG
F
の
再
活
性
化
 
13
/1
3=
10
0%
  

- 
UG
GF

の
新
設
 
0/
2=
0%
  

 

GG
F 
は
自
発
的
に
下
記
の
森
林
管
理
活
動
を

実
施
し
た
。
  

①
苗
木
生
産
：
ﾌﾞ
ﾇﾅ
、
ﾀﾞ
ﾝﾄ
ﾞｳ
ｸﾞ
、
ｳｪ
ﾝｶ
ﾞ、

ｼﾞ
ｬﾝ
ｶﾞ
、
ﾄﾝ
ｶﾞ
 

②
植
林
：
ｼﾞ
ｬﾝ
ｶﾞ
、
ﾌﾞ
ﾇﾅ
、
ｽﾊ
ﾞｶ
（
男
女
）、

ﾌｶ
ﾞﾝ
ｸﾞ
ｴ、

ｳﾗ
ﾃﾝ
ｶﾞ
、
ｳｪ
ﾝｶ
ﾞ、

ﾄﾝ
ｶﾞ

③
防
火
線
開
設
：
ｼﾞ
ｬﾝ
ｶﾞ
、
ｶｼ
ﾞｮ
、
ｸﾞ
ｱﾗ
 

 

  ①
 
5/
27
=1
9%
 

 ②
7/
27
=2
6%
 

 ③
3/
27
=1
1%
 

3.
 地

域
住
民
の
生
活
状
況
が
改
善

さ
れ
る
。
 

- 
対
象
指
定
林
関
連
の

GG
F
が
木
材
及
び
非
木
材
林
産
物
を
活
用
し
た
所
得

創
出
活
動
を
開
始
す
る
。
 

- 
GG
F
が
活
動
に
要
す
る
資
機
材
等
へ
の
再
投
資
を
行
う
。
 

GG
F
の
所
得
創
出
活
動
は
以
下
の
と

お
り
。
 

①
薪
生
産
  

②
製
炭
 

③
高
品
質
シ
ア
バ
タ
ー
の
生
産
 

④
近
代
養
蜂
  

⑤
薬
用
植
物
採
取
 

⑥
高
品
質
ス
ン
バ
ラ
生
産
 

  ①
0/
27
=0
% 

②
2/
27
=7
% 

③
11
/2
3=
48
% 

④
13
/1
3=
10
0%
 

⑤
8/
24
=3
3%
 

⑥
7/
23
=3
0%
 

GG
F
の

資
機
材
等
へ
の
再
投
資
は
以
下
の
と

お
り
。
 

①
高
品
質
カ
リ
テ
バ
タ
ー
生
産
 

②
高
品
質
ス
ン
バ
ラ
生
産
 

③
近
代
養
蜂
 

  ①
6/
23
=2
6%
 

②
5/
23
=2
2%
 

③
1/
13
=8
% 
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    4.
 対

象
と
す
る
４
つ
の
指
定
林
に

お
い
て
、
森
林
整
備
事
業
計
画

(P
AG
)が

順
次
策
定
さ
れ
、
開
始
さ

れ
る
。
 

- 
対
象
指
定
林
毎
に
１
計
画
、
合
計

4
つ
の

PA
G
が
策
定
さ
れ
る
。
 

- 
南
ス
ー
ダ
ン
気
候
帯
に
お
け
る
森
林
整
備
方
法
論
ガ
イ
ド
が
作
成
さ
れ
る
。
 

- 
地
域
住
民
向
け
参
加
型
持
続
的
森
林
管
理
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
少
な
く
と

も
８
種
類
作
成
さ
れ
る
。
 

- 
GG
F/
UG
GF

が
継
続
的
に
少
な
く
と
も

4
種
類
の
森
林
管
理
活
動
の
技
術
を

習
得
し
、
PA
G
に
則
っ
て
活
動
を
開
始
す
る
。
 

- 
4P
AG
（
ド
ラ
フ
ト
）
は

3
年
次
に
策

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

- 
0/
4=
0%
 

 

- 
森
林
整
備
方
法
論
ガ
イ
ド
（
ド
ラ
フ
ト
）

は
3
年
次
に
作
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

- 
0/
1=
0%
 

 
- 
参
加
型
持
続
的
森
林
管
理
実
践
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
ド
ラ
フ
ト
）
は

3
年
次
に
作
成
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
 

- 
0/
8=
0%
 

 

- 
PA
G
策
定
前
で
あ
る
が
、
実
際
に

3

種
の
管
理
活
動
が
一
部

GG
F
で
実

施
さ
れ
た
。

 

- 
0/
4=
0%
 

 

5.
 持

続
的
な
森
林
管
理
を
行
う
た

め
に
、
地
方
行
政
機
関
及
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
す
る
国
の
出
先

機
関
の
関
係
者
(地

域
関
係
者
)と

森
林
行
政
機
関
と
の
協
力
関
係
が

よ
り
深
ま
る
。
 

- 
地
域
関
係
者
及
び
関
係
省
庁
関
係
者
と
の
協
議
会
を
少
な
く
と
も
毎
年
、
年

3
回
開
催
す
る
。
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
州
局
と
の
間
で
提
携
協
定
が
締
結
さ
れ
る
。
 

- 
地
域
の
民
間
企
業
と
の
連
携
関
係
が
構
築
さ
れ
る
。
 

20
07

年
：
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ
開
始
ﾜｰ
ｸｼ
ｮｯ

ﾌﾟ
 （

8
月

2
日
）
 

20
08
 年

：
 第

1
回

JC
C（

2
月

21

日
）
第

1
回
地
域
関
係
者

ｾﾐ
ﾅｰ
（
5
月

28
日
）
 

20
09

年
：
第

2
回

JC
C（

2
月

20
日
）

第
2
回
地
域
関
係
者
ｾﾐ
ﾅｰ

（
6
月

19
日
）
 

第
3
回

JC
C（

7
月

19
日
）

 

- 
1/
1=
10
0%
 

 - 
2/
3=
67
% 

 

 - 
3/
3=
10
0%
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活
動
 

指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

A0
.1
. 

実
施

済
み

調
査

及
び

類
似

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
を
レ
ヴ
ュ
ー
す
る
 。

 
- 

既
存
資
料
及
び
報
告
書
(
コ
ピ
ー
又
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
)

を
収
集
し
、
検
討
す
る
 

- 
完
了
 

- 
10
0%
 

A0
.2
. 
地
方
レ
ベ
ル
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

所
を
設
け
、
活
動
実
施
に
必
要
な
人
的
、
物

的
資
源
を
配
置
す
る
。
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
事
務
所
を
配
置
す
る
。
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
ス
タ
ッ
フ
を

5

名
雇
用
す
る
。
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
車
両
、
情
報
機
器
、
事
務
機
器
な
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必
要
な
資
機
材
を
配
置
す
る
。

- 
完
了
 

- 
完
了
 

 

- 
完
了
 

- 
10
0%
 

- 
10
0%
 

 - 
10
0%
 

A0
.3
. 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

コ
ー

デ
ィ

ネ

ー
シ
ョ
ン
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
置
す
る
。
  

- 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
1
名
を
配
置
す
る
。

- 
省
令
に
よ
り
合
同
調
整
委
員
会
を
設
置
し
、
年

2
回
開

催
す
る
。
 

- 
完
了
 

  

- 
10
0%
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5

 

活
動
 

指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

A1
.1
. 
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
中
央
・
地

方
森
林
行
政
機
関
の
技
術
的
、
組
織
的
能
力
現

状
を
評
価
す
る
。
 

- 
自
己
評
価
会
を
中
央
レ
ベ
ル
１
回
、
地
方
レ
ベ
ル
１
回

開
催
す
る
。
 

- 
自
己
評
価
会
に
は
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル

10
人
、

地
方
レ
ベ
ル

10
人
の
森
林
官
が
参
加
す
る
。
  
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
及
び
地
方
レ
ベ
ル
で
各

1
回

実
施
 

 - 
平
均
参
加
者
数
 
11
.5

名
 

- 
1/
1=
10
0%
 （

中
央
・
地
方
） 

  - 
11
.5
/1
0=
11
5%
 

A1
.2
. 
森
林
行
政
当
局
に
対
し
て
参
加
型
森

林
整
備
事
業
計
画
策
定
及
び
実
施
に
係
る
研

修
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
会
を
中
央
レ
ベ
ル

2
回
、
地
方
レ
ベ
ル

2
回
実
施

す
る
。
 

- 
研
修
は
少
な
く
と
も
２
つ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
。
 

- 
研
修
会
に
は
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル
延
べ

20
名

(1
0
名
ｘ
2
回
)、

地
方
レ
ベ
ル
延
べ

20
名
(1
0
名
ｘ
2

回
)の

森
林
官
が
参
加
す
る
。
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
で

3
回
、
地
方
レ
ベ
ル
で

4

回
実
施
し
た
。
 

 

- 
中
央
レ
ベ
ル
 
3/
2=
15
0%
、
 

地
方
レ
ベ
ル
 
4/
2=
20
0%
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
で

3
回
、
地
方
レ
ベ
ル
で

4

回
実
施
し
た
。
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
 
3/
2=
15
0%
 

地
方
レ
ベ
ル
 
4/
2=
20
0%
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
で

14
+1
4+
12
=4
0
名
、
地
方

レ
ベ
ル
で
 9
+9
+6
+5
=2
9
名
参
加
し
た
。
 

- 
中
央
レ
ベ
ル

40
/2
0=
20
0%
 

地
方
レ
ベ
ル

29
/2
0=
14
5%
 

A1
.3
.森

林
官
向
け
参
加
型
持
続
的
森
林
管
理

技
術
に
係
る
研
修
を
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
会
を
地
方
レ
ベ
ル

2
回
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
会
に
は
少
な
く
と
も
延
べ

20
名
(1
0
名
ｘ
2
回
)

の
森
林
官
が
参
加
す
る
。
 

- 
研
修
会
を

1
回
実
施
し
た
。
 

- 
参
加
者
数
 
10

名
 

- 
1/
2=
50
% 

- 
10
/1
0=
10
0%
 

A1
.4
.森

林
官
向
け
参
加
型
持
続
的
森
林
管
理

活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
に
係
る
研
修
を

実
施
す
る
。
 

- 
研
修
会
を
中
央
レ
ベ
ル

1
回
、
地
方
レ
ベ
ル

1
回
実
施

す
る
。
 

- 
研
修
会
に
は
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル

10
名
、
地
方

レ
ベ
ル

10
名
の
森
林
官
が
参
加
す
る
。
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
で

1
回
、
地
方
レ
ベ
ル
で
 3
 

回
実
施
し
た
。
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
参
加
者
数
 
8
名
 

地
方
レ
ベ
ル
参
加
者
数
 
12
+6
+9
=2
7
名
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
 
1/
1=
10
0%
 

地
方
レ
ベ
ル
 
3/
1=
30
0%
 

- 
中
央
レ
ベ
ル
 
8/
10
=8
0%
  

地
方
レ
ベ
ル
 2
7/
10
=2
70
% 

A1
.5
.森

林
官
チ
ー
ム

1
が
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
／
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。
 

- 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
四
半
期
ご
と
に

1
回
、
年

4
回
実
施

す
る
。
 

- 
未
実
施
 

- 
0%
 

*１
：
森
林
官
チ
ー
ム
の
構
成
：
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
長
、
コ
モ
エ
県
局
長
、
森
林
局
森
林
整
備
部
代
表

1
名
及
び
生
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
統
計
局
代
表

1
名
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6

活
動
 

指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

A2
.1
. 
既
存

GG
F
及
び

UG
GF

の
現
在
の
技
術
、
組
織
能

力
を
評
価
す
る
。
 

- 
評
価
会
合
が

1
村
あ
た
り

1
回
の
割
合
で

24

回
実
施
さ
れ
る
。
 

- 
24

村
で
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
タ
タ
ナ
村
を
除
く

の
で
協
力
対
象
村
は

23
村
と
な
る
。
 

- 
24
/2
4=
10
0%
 

A2
.2
. 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
村
落
の
既
存

GG
F
及
び

UG
GF

の
技
術
、
組
織
能
力
を
強
化
す
る
。
 

- 
研
修
会
は
２
回
実
施
す
る
。
 

- 
既
存
の

13
GG
F
の
執
行
部
を
刷
新
す
る
。
 

- 
研
修
は
記
録
・
会
計
及
び
計
画
立
案
の
２
つ

の
テ
ー
マ
で
行
う
。
 

- 
27
GG
F
に
対
し
「
記
録
と
会
計
」
研
修
を

1
回
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

1
回
 、

ま
た

21
GG
F

に
対
し
「
計
画
立
案
」
と
「
収
入
管
理
」
を
実
施

し
た
。
 

- 
既
存
の

13
GG
F
に
お
い
て
執
行
部
が
刷
新
さ
れ

た
。
 

- 
2
つ
の
テ
ー
マ
と
「
収
入
管
理
」
が
実
施
さ
れ
た
。

- 
2/
2=
10
0%
 

   - 
13
/1
3=
10
0%
 

 - 
3/
2=
15
0%
 

A2
.3
. 
４
指
定
林
隣
接
の
村
落
及
び
村
落
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
新
規

GG
F
及
び

UG
GF

の
設
立
を
推
進
す
る
。
 

- 
新
規
に

14
の

GG
F、

ま
た
グ
ァ
ン
ド
ゥ
グ
指

定
林

及
び

コ
ン

グ
コ

指
定

林
そ

れ
ぞ

れ
に

UG
GF

を
新
設
す
る
。
 

- 
14
 G
GF

が
新
規
に
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
2 
UG
GF

は
ま
だ
新
設
さ
れ
て
い
な
い
。
 

- 
14
/1
4=
10
0%
 

- 
0/
2=
0%
 

A2
.4
. 
森
林
管
理
技
術
(苗

畑
、
植
林
、
野
火
管
理
、
薪

材
生
産
、
棒
材
・
工
芸
品
用
材
、
用
材
生
産
、
製
炭
、
非

木
材
林
産
物
生
産
な
ど
)に

係
る
研
修
を
実
施
す
る

2 。
 

- 
研
修
会
は
８
つ
の
テ
ー
マ
で
各

GG
F
対
象
に

少
な
く
と
も

1
回
実
施
す
る
（
研
修
回
数
は

延
べ

21
6
回
）
 

- 
研
修
会
に
は
少
な
く
と
も

1
回

10
人
の

GG
F

会
員
が
参
加
す
る
（
参
加
者
数
は
延
べ

21
60

名
）
 

- 
研
修
会
の

12
テ
ー
マ
で
実
施
さ
れ
た
。
 

記
録
・
会
計
、
 計

画
立
案
、
 収

入
管
理
、
 シ

ア
バ

タ
ー
品
質
向
上
、
 ス

ン
バ
ラ
品
質
向
上
、
 薬

用
植
物

付
加
価
値
化
、
 苗

木
生
産
と
植
林
、
放
牧
管
理
、
 野

火
管
理
、
 近

代
養
蜂
、
伐
採
、
 製

炭
 

- 
合
計
研
修
参
加
者
数
は
 4
,4
29

名
 (
男
性
：
1,
99
2、

女
性
：
 2
,4
37
) 

- 
12
/8
=1
50
% 

       - 
44
29
/2
16
0=
20
5%
 

A2
.5
. 
GG
F
及
び

UG
GF

向
け
に
林
産
物
の
交
渉
、
販
売

技
術
に
係
る
研
修
を
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
は
少
な
く
と
も
１
GG
F1

回
の
延
べ

27

回
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
会
に
は
少
な
く
と
も

1
回

10
名
、
延

べ
27
0
名
の

GG
F
会
員
が
参
加
す
る
。
 

- 
こ
の
研
修
は
「
計
画
立
案
」
と
「
収
入
管
理
」
研

修
に
含
ま
れ
る
。
 

 

A2
.6
. 
GG
F
及
び

UG
GF

向
け
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

に
係
る
研
修
を
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
は
少
な
く
と
も
１
GG
F1

回
の
延
べ

27

回
実
施
す
る
。
 

- 
研
修
に
は
少
な
く
と
も

1
回

10
名
、
延
べ

27
0
名
の

GG
F
会
員
が
参
加
す
る
。
 

- 
こ
の
研
修
は
「
収
入
管
理
」
に
含
ま
れ
る
。
 

 

＊
2：

 実
施
形
態
は
現
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
再
委
託
及
び
技
術
機
関
職
員
を
講
師
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
直
営
方
式
で
行
う
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7

活
動
 

指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

A3
.1
. 
地
域
住
民
の
優
先
社
会
経
済
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
及
び
施
設
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
そ
の

実
現
可
能
性
を
分
析
す
る
 。

 

- 
実
施
可
能
性
記
述
を
含
む
ニ
ー
ズ
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ

る
。
 

- 
1
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
 

- 
1/
1=
10
0%
 

A3
.2
. 
木
材
及
び
非
木
材
資
源
の
活
用
を
目
的
と
す
る

活
動
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
 

- 
GG
F
会
員
が
挙
げ
た
活
動
の
中
か
ら
、
少
な
く
と
も

6

種
類
の
活
動

1 を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
 

選
定
さ
れ
た
活
動
は
以
下
の

8
つ
で
あ

る
。
 

・
薪
生
産
、
 製

炭
、
高
品
質
シ
ア
バ
タ
ー

の
生
産
、
薬
用
植
物
採
取
、
近
代
養
蜂
  

高
品
質
ス
ン
バ
ラ
生
産
、
放
牧
管
理
（
天

然
牧
草
の
刈
取
り
）、

サ
バ
の
樹
実
 

- 
8/
6=
13
3%
 

A3
.3
. 
地
域
住
民
の
た
め
に
採
択
さ
れ
た
社
会
経
済
優

先
ニ
ー
ズ
充
足
を
目
的
と
す
る
活
動
を
計
画
し
、
実
施
す

る
。
 

- 
GG
F
会
員
が
挙
げ
た
イ
ン
フ
ラ
の
中
か
ら
、少

な
く
と
も

１
つ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
 

- 
選
択
さ
れ
た
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
は
以
下

の
3
つ
で
あ
る
。
 

・
深
井
戸
 

・
水
源
整
備
 

・
GG
F
の
倉
庫
設
置
 

- 
3/
1=
30
0%
 

＊
3：

: 
薪
生
産
、
木
炭
生
産
、
シ
ア
バ
タ
ー
品
質
向
上
、
薬
用
植
物
活
用
、
近
代
養
蜂
、
ス
ン
バ
ラ
品
質
向
上
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8

 

活
動
 

指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

A4
.1
. 
各
指
定
林
の
整
備
事
業
計
画
を
作
成
す
る
 。

 
- 

指
定
林
ご
と
に

1
つ
の

PA
G、
延
べ

4
つ
の

PA
G
を
作
成

す
る
。
 

- 
PA
G
の
た
め
の
作
成
チ
ー
ム
及
び
業
務

計
画
が
州
レ
ベ
ル
で
一
時
的
に
作
ら
れ

た
。
 

- 
0/
4=
0%
 

A4
.2
. 
策
定
済
み

PA
G
に
則
っ
て
森
林
管
理
活
動
を
開

始
す
る
。
 

- 
20
09

年
10

月
か
ら

PA
G
の
策
定
を
順
次
開
始
さ
れ
、計

画
に
則
っ
た
具
体
的
な
活
動
が

20
10

年
10

月
か
ら
開

始
さ
れ
る
。
 

- 
部
分
的
に

PA
G
に
係
る
活
動
が
部
分
的

に
は
既
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
 

指
標
化
す
る
の
は
困
難
 

A4
.3
. 
森
林
官
向
け
に
南
ス
ー
ダ
ン
気
候
帯
地
域
に
お

け
る
森
林
整
備
方
法
論
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
。
 

- 
ガ
イ
ド
が
作
成
さ
れ
る
。
 

- 
ガ
イ
ド
（
ド
ラ
フ
ト
）
は
ま
だ
作
成
開

始
さ
れ
て
い
な
い
。
 

- 
0/
1=
0%
 

A4
.4
. 
参
加
型
森
林
管
理
に
関
す
る
地
域
住
民
に
適
し

た
実
践
的
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
。
 

- 
実
践
ガ
イ
ド
が
少
な
く
と
も
８
種
類
作
成
さ
れ
る
。
 

- 
ガ
イ
ド
（
ド
ラ
フ
ト
）
は
ま
だ
作
成
開

始
さ
れ
て
い
な
い
。
 

- 
0/
8=
0%
 

 

活
動
 

指
 
標
 

実
 
績
 

実
績
率
 

A5
.1
. 
地
方
行
政
機
関
並
び
に
関
連
部
局
に
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
た
め
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
 。

 

- 
地
域
関
係
者
セ
ミ
ナ
ー
を
年

1
回
、
延
べ

5
回
開
催
す

る
。
 

- 
地
域
関
係
者
セ
ミ
ナ
ー
に
は
少
な
く
と
も

80
名
が
参
加

す
る
。
 

- 
3
年
次
ま
で
に
地
域
関
係
者
セ
ミ
ナ
ー

が
3
回
、
実
施
さ
れ
た
。
 

- 
各

3
セ
ミ
ナ
ー
の
平
均
参
加
者
数
は

10
0 
名
で
あ
る
。
 

- 
3/
5=
60
% 

 - 
10
0/
80
=1
25
% 

A5
.2
. 
技
術
協
議
、
活
動
報
告
書
、
各
種
情
報
伝
達
経
路

を
通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
意
見
交
換
を
行
い
、
情

報
を
広
め
る
。
 

- 
合
同
調
整
委
員
会
は
年

2
回
、
延
べ

10
回
開
催
す
る
。
 

- 
各
種
活
動
報
告
書
は
少
な
く
と
も

29
回
作
成
す
る
。
  

- 
《
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
》
は

12
回
発
行
す
る
。
 

- 
研
修
旅
行
は

3
回
実
施
す
る
。
 

- 
1
年
目
に
第

1
回

JC
C、

2
年
目
に
第

2

回
及
び
第

3
回

JC
C
を
実
施
さ
れ
た
。
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て

13
定
期
的
報
告
書

が
作
成
さ
れ
た
。
 

- 
現
時
点
ま
で
に

6
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
為
に
発
行
し
た
。
 

- 
研
修
旅
行
は
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
。
 

- 
3/
10
=3
0%
 

  - 
13
/2
9=
45
% 

 - 
6/
12
=5
0%
 

 - 
0/
3=
0%
 

A5
.3
. 
コ
ミ
ュ
ー
ン
開
発
計
画
の
森
林
部
門
に
係
る
森

林
官
の
監
理
活
動
を
支
援
す
る
。
 

- 
森
林
官
は
少
な
く
と
も
四
半
期
に

1
回
、
年
に

4
回
、

関
連
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
作
成
す
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
開
発
計
画

に
含
ま
れ
る
森
林
セ
ク
タ
ー
の
活
動
監
理
を
行
う
。
 

- 
テ
ィ
ア
フ
ォ
ラ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
レ
ベ
ル

で
森
林
活
動
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
 

- 
1/
10
=1
0%
 

 

140



 
9

« 
投
入
 »
 

日
本
側
：
 

 
専
門
家
 

- 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

- 
参
加
型
森
林
管
理
 

- 
業
務
調
整
 

- 
そ
の
他
：
効
果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
に
必
要
性
に
応
じ
て
派
遣
す
る
 

 
機
材
供
与
 

- 
四
輪
駆
動
車
 

- 
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
 

- 
森
林
管
理
に
必
要
な
機
材
 

- 
住
民
の
生
計
向
上
新
活
動
に
必
要
な
機
材
 

- 
そ
の
他
の
必
要
な
機
材
 

 
本
邦
研
修
 

    

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
側
：
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
 

- 
森
林
局
長
 

- 
カ
ス
カ
ー
ド
州
局
長
 

- 
コ
モ
エ
県
局
長
 

- 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 

- 
森
林
官
 

 
支
援
要
員
 

- 
秘
書
 

- 
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
 

- 
運
転
手
 

- 
守
衛
 

 
施
設
・
設
備
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
建
物
（
事
務
所
と
倉
庫
）
 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
の
水
道
、
電
気
 

- 
必
要
に
応
じ
て
双
方
で
合
意
し
た
そ
の
他
の
設
備
 

 
運
営
管
理
コ
ス
ト
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